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ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡍࠃ�ੜ໋Պֶߏػڀݚʢ*-4*�+BQBOʣ
ཧࣄ௕

年ࠓ 1 ݄、όϛϡーダで開催された ILSI 本部総会に
ग़੮しての్ؼ、ςキサス在ॅの༑ਓ୐に଺在したં
に、サンアントχΦのスςーキϋ΢スで৯事をするػ会
をಘた。΢Τイターが注文を取るにあたって、छ々の
Ϗーϑをӡんでདྷて、それͧれのಛ௃と஋段のఏࣔが
あったのだが、࠷高ڃとされていたのは、日本で作ग़さ
れςキサスでංҭされた࿨ڇであり、ଞの೑の 2 倍の஋
段であった。

このことをػܖとしてڇ೑について考えてΈると、Ӭ
年、ओ৯としてڇ೑を৯してདྷたࠃ々にあっては、その
৯΂方についてそれ΄Ͳ多༷化がҝされてきたとはݴえ
ないのに൓して、日本ਓはڇ೑を৯するようになってか
らൺֱత୹い年݄のうͪに、「ૼ߱り೑」の૑ग़、調理
法として「すきমき」、「しΌͿしΌͿ」、「మ൘মき」な
Ͳを開発して、ڇ೑そのもののՁ஋を高めるとともに৯
΂方を多༷化さͤたことによって、ڇ೑を৯するָしさ
をੈք中のਓ々にఏڙしたとݴえるであΖう。このこと
をもってしても、日本（ਓ）は、こと৯にؔしては༏れ
た໘を࣋っていると自ෛしてもよいのではなかΖうか。

年ࡢ 12 ݄に、日本の఻౷తな৯文化である「࿨৯」
がϢωスコແܗ文化Ҩ࢈にొ࿥されたが、多छɾ多༷な
৯ࡐの׆用、༏れたӫཆόランス、قઅのҠΖい΍年中
事とのؔわりを生かすことなͲ、Ӧ々とੵΈ重ねてདྷߦ
た文化の重Έをࢥう時、けだし౰વのこととײじられ
る。ށߐ時୅に΄΅׬成された、いわΏる「࿨৯」に、
΍ࡐ೑なͲのछ々の新しい৯ڇ時୅Ҏ߱、前ड़した࣏໌
調理法を取りೖれて๛かになった「日本৯」を加えて、「࿨
৯ʗ日本৯」શ体の長所を੔理し、生かしてશੈքに޿

めてߦくこと、すなわͪ「࿨৯ʗ日本৯の文໌化」を基
࣠にਾえることによって、日本の৯඼܈ۀ࢈の成長ɾ発
లをਤることができると考える。

໛で文໌化されてنٿ੡඼なͲが஍ؾి、ցɾ૷ஔػ
いることは、ۃめてわかり΍すいྫであΖうが、৯につ
いても、「文໌化」というキーϫードを「৯文化」とฒ
んで࢖用してもよい時୅にೖっているのだとࢥう。すな
わͪ、ੈք֤஍で࠷初はある஍Ҭでの৯文化として発し
た৯඼が、そのޙ、発లతに஍نٿ໛で޿まった৯඼の
ྫとして、ߚ஡、コーヒー、Ϥーグϧト、νョコϨー
ト、މᑦなͲをڍげれば、ଈ࠲に理ղできるであΖう。

৯඼には、� つの基本తػ能、すなわͪ一次ػ能であ
るӫཆػ能、ೋ次ػ能である֮ײɾᅂػ޷能、そしてࡾ
次ػ能である݈߁ҡ࣋ɾ向上にؔ༩する生体調અػ能が
あるが、࿨৯ʗ日本৯はいͣれのػ能に͓いても長所を
༗する৯の体ܥであるということができる。一次ػ能に
ついては、௿ࢷ๱ɾ௿ΧロϦー、多༷な৯ࡐのઁ取によ
るྑ޷なӫཆόランス、ೋ次ػ能については、قઅײを
生かす৯ࡐの׆用、͓いしさをҾきग़す調理法、そし
て、ࡾ次ػ能については、大౾のపఈత׆用、͓஡のश
能性ػ、用׆ɾւ૶のྨڕ、తҿ用、多༷な発߬৯඼׳
৯඼の開発、なͲがその長所としてڍげられよう。

Ԥ米文໌の࿮૊Έのキϟッνアップに取り૊んでҎ߱
150 年ऑというൺֱత୹い年݄に͓いても、日本発の৯
඼が஍نٿ໛での文໌化にݙߩしている۩体ྫとして、
ण࢘、うまຯ調ຯྉ、ে༉、ଈ੮ラーメン、かに෩ຯו
๶（ΧχΧϚ）なͲがڍげられる。まさに日本（ਓ）の
৯にରする૑ҙɾ޻෉が生かされたものとしてଊえられ

(SPX�UIF�'PPE�*OEVTUSZ�CZ�.BLJOH�+BQBOFTF�$VJTJOF�
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よう。ΧχΧϚのྫでは、ڕをݪྉとしてすり਎となし
ΧχΧϚへと加޻するプロセスの開発、その੡଄にదし
たΧχΧϚ੡଄ػの開発ɾൢച、ྲྀ௨ɾൢച໢の開発な
Ͳ事ۀల開がҝされてདྷている。

࿨৯ʗ日本৯の長所を生かし、また日本の大ɾ中ɾখ
のす΂ての৯඼܈ۀاがこͧってそれͧれのద性を生か
してす΂てのアイςムを஍نٿ໛で޿める「࿨৯ʗ日本
৯の文໌化」にνϟϨンジすることによって、日本の৯
඼܈ۀ࢈の成長と発లが大いにظ଴できると確信する。

1�65 年ɹ౦京大学೶学部೶ܳ化学科ɹଔۀ

1�65 年ɹຯの素ࣜג会ࣾɹೖࣾɹ中ԝ研究所に഑ଐ

ɹこのؒɹ֩ࢎ、アϛϊ߬ൄࢎ等の研究にै事

1��0 年ɹ同ɹ本ࣾਓ事部部長

1��� 年ɹ同ɹ取క໾中ԝ研究所長

1��5 年ɹ౦京大学೶学博士߸取ಘ

1��� 年ɹຯの素ࣜג会ࣾ常຿取క໾

2001 年ɹ同ɹ୅ද取క໾ઐ຿取క໾

200� 年ɹ同ɹ୅ද取క໾ઐ຿ࣥߦ໾һ

2005 年ɹ同ɹ୅ද取క໾෭ࣾ長ࣥߦ໾һ研究開発౷ׅ

2006 年ɹ同ɹ୅ද取క໾෭ࣾ長ࣥߦ໾һ

 ҩༀΧンパχープϨジςント݉研究開発౷ׅ

200� 年ɹ同ɹٕज़ಛผސ問

2010 年ɹ同ɹٕज़ಛผސ問ୀ೚

200� 年ɹILSI JBQBOɹ෭理事長

2012 年ɹILSI JBQBOɹ理事長

2012 年ɹ/P0 法ਓ όイΦະདྷキッζɹ理事長

ུྺ
੢ࢁɹప（ʹ͠΍まɹͱ͓Δ）（೶ֶത࢜）
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৯෺アϨϧήンはܦൽతに৵ೖするとײ作が成ཱし΍すく、一方、ઁޱܦ取はΉしΖ׮容༠ಋにಇくという
LBDL によってఏএされた EVBM�BMMFSHFO FYQPTVSF IZQPUIFTiT が注目されている。

さらに、৯෺アϨϧήンによるܦൽײ作はϑィラグϦンのػ能૕ࣦܕ変ҟ（MPTT PG GVODUiPO NVUBUiPOT）΍プロ
ϞーターྖҬの一Ԙ基多ܕ（TiOHMF OVDMFPUiEF QPMZNPSQIiTN� S/P）とؔ࿈があるという報告もある。ϑィラグϦ
ンはൽෘのόϦアܗ成に重要な໾ׂをもって͓り、ػ能௿Լはアトϐー性ൽෘԌ発঱の危ݥҼࢠであるばかりでな
く、৯෺アϨϧήンのײ作成ཱにもؔ༩する可能性がࣔࠦされている。

৯෺アϨϧΪーは৯෺アϨϧήンにରする׮容がഁ୼された状ଶであるが、దਖ਼ྔのઁޱܦ取によって଱性の૿
加をきたすことが実ূされている。これをྍ࣏にԠ用したのが৯෺アϨϧΪーのޱܦ໔Ӹྍ法である。ઉԼ౤༩、
؇ঃ૿ྔ法、௿アϨϧήン化৯඼のར用、ヒト化Ϛ΢ス߅ヒト IHE ෉が試Έら޻体のซ用なͲ、҆શ性向上の߅
れている。ػ、ޙࠓংのղ໌と、より҆શでしかも༗ޮ性が高い方法の開発がظ଴される。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

A IZQPUIFTiT TVHHFTUiOH UIBU BMMFSHiD TFOTiUi[BUiPO SFTVMUT GSPN DVUBOFPVT FYQPTVSF BOE UIBU UPMFSBODF SFTVMUT 
GSPN PSBM FYQPTVSF UP GPPE IBT CFFO QSPQPTFE CZ LBDL� TIiT iT DBMMFE UIF EVBM�BMMFSHFO FYQPTVSF IZQPUIFTiT� 
TSBOT�DVUBOFPVT TFOTiUi[BUiPO CZ GPPE BMMFSHFOT iT SFQPSUFEMZ SFMBUFE UP MPTT PG GVODUiPO NVUBUiPOT PS S/P PG 
GiMBHHSiO （FL(）� 

FL( iT FTTFOUiBM GPS FQiUIFMiBM CBSSiFS GVODUiPO� LPTT PG FL( DBVTFT iDIUIZPTiT WVMHBSiT
 QSFEiTQPTiUiPO UP 
FD[FNB BOE BTUINB
 BOE iODSFBTFE FQiUIFMiBM QFSNFBCiMiUZ UP QBTTiWF USBOTGFS PG QSPUFiO BOUiHFOT� FPPE BMMFSHZ iT 
DBVTFE CZ UIF EiTSVQUiPO PG UPMFSBODF UP GPPE BMMFSHFOT� IO DPOUSBTU
 PSBM iOUBLF PG BO PQUiNBM EPTF PG GPPE BMMFSHFOT 
IBT CFFO QSPWFO UP QSPEVDF UPMFSBODF� 0SBM iNNVOPUIFSBQZ （IT） GPS GPPE BMMFSHZ iT BO BQQMiDBUiPO CBTFE PO UIFTF 
NFDIBOiTNT� 7BSiPVT NFUIPET TVDI BT TVCMiOHVBM BENiOiTUSBUiPO
 TMPX HSBEVBM iODSFBTFNFUIPE
 BQQMiDBUiPO PG 
IZQPBMMFSHFOiD BOUiHFOT GPS IT
 BOE DPNCiOBUiPO UIFSBQZ XiUI BOUi�IVNBO IHE BOUiCPEiFT IBWF CFFO USiFE GPS TBGFS 
IT�  $MBSiGiDBUiPO PG UIF NFDIBOiTNT PG IT BOE EFWFMPQNFOU PG TBGFS BOE NPSF FGGiDiFOU NFUIPET DBO CF FYQFDUFE iO 
UIF OFBS GVUVSF�

ཁɹࢫ
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̍ɽ͸じΊʹ

৯෺アϨϧΪーは、ここ 10 年くらいで病ଶの理ղ΍
それに基ͮいた਍ྍに͓いて大きな変ֵがいくつかあっ
た。それらの中の 1 つは、LBDL1）によってఏএされた「৯
෺アϨϧήンのܦൽత৵ೖによってײ作が成ཱされ΍す
く、一方、ઁޱܦ取ではΉしΖ׮容状ଶが༠ಋされ΍す
い」という EVBM�BMMFSHFO FYQPTVSF IZQPUIFTiT である。

本ߘでは、৯෺アϨϧΪーの発঱に͓ける、ܦൽײ作
の重要性とઁޱܦ取によってಘられる଱性֫ಘをԠ用し
たޱܦ໔Ӹྍ法を֓આする。

̎ɽ৯෺ΞϨϧΪʔʹ͓͚Δܦൽ࡞ײͷॏཁੑ

৯෺アϨϧΪーの発঱にରするઁޱܦ取Ҏ֎の৵ೖ
ϧートの重要性の認識は、FPY ら 2）のೕظࣇのϐーφッ
πɹアϨϧΪーの発঱にٴ΅すҼࢠのղੳから࢝まっ
た。つまり、ೕࣇのϐーφッπɹアϨϧΪーの発঱にؔ
のϐーφッπઁ取ྔではなく、೛৷中ࣇ、はࢠしたҼ܎
ならͼにतೕ中の฼਌それͧれのϐーφッπઁޱܦ取ྔ
でもなく、Ո଒શ体でઁ取したϐーφッπの総ྔであっ
たという報告である。これはࣇを取りרくڥ؀中のϐー
φッπྔがؔ༩していることをࣔして͓り、ϐーφッπ

アϨϧήンはܦൽあるいはٵೖでࣇױの体内へ৵ೖする
と考えられた。

くしくも、本๜で৯෺アϨϧΪーの発঱に͓いてܦൽ
によるݨ作の重要性がূ໌されたのが、஡のしͣくੴײ
খഴアϨϧΪーの発঱ �）であった（ਤ 1）。つまり、ੴ
中にؚまれるグϧパーϧݨ 1�S というࢎ加ਫ分ղখഴ
によるܦൽײ作によってグϧパーϧ 1�S ಛҟత IHE ߅
体の࢈生がҾきىこされ、さらに、そのޙのখഴ੡඼ઁ
取によるアφϑィラキシー΍ઁ取ޙのӡಈによるখഴґ
存性ӡಈ༠発アφϑィラキシーの発঱である。グϧパー
ϧ 1�S にはࢎڧॲ理による୤アϛド化によって新نの
IHE Τϐトープがग़現して͓り、これにରする IHE が࢈
生された。ઁޱܦ取するখഴݪ߅には୤アϛド化された
Τϐトープは存在しないが、௎؅からٵऩされたޙ、૊
৫トランスグϧタϛφーθによって୤アϛド化されるた
め、グϧパーϧ 1�S によるܦൽײ作で࢈生された IHE
取でもアઁޱܦ体が൓Ԡしうる。そのためখഴ੡඼の߅
ϨϧΪー঱状がऒىされる 4）。

#SPXO ら 5）によって৯෺アϨϧήンײ作とൽෘόϦ
アҟ常とのؔ࿈がϑィラグϦンのػ能૕ࣦܕ変ҟ（MPTT 
PG GVODUiPO NVUBUiPOT）の༗ແでݕ౼された。その結果、
ϐーφッπɹアϨϧΪーױ者の 16�� ˋにこの変ҟがΈ
られたが、ରর܈では ��� ˋであり、྆者ؒには౷ܭత
༗ҙࠩが࡯؍された。

৯෺ΞϨϧΪʔͷ6Q�UP�%BUF
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ϑィラグϦンのػ能૕ࣦܕ変ҟは、ਘ常性ྡྷڕᚔの病
Ҽとして発見されたが、そのޙ、この変ҟがアトϐー性
ൽෘԌ発঱とڧいؔ࿈があることが൑໌し、ൽෘのόϦ
アにؔ࿈があるとされている。そしてൽෘόϦアػ能の
ҟ常が、アトϐー性ൽෘԌだけではなく多くのアϨϧ
Ϊー性࣬ױの危ݥҼࢠとなりうる可能性をࣔࠦする報告
がなされている 6）。

われわれは、ϑィラグϦンҨ఻ࢠプロϞーターྖҬの
ST1���064 という一Ԙ基多ܕ（TiOHMF OVDMFPUiEF QPMZ�
NPSQIiTN� S/P）と生ޙ �ʙ14 か݄のೕ༮ࣇの৯෺ײ
作とのؔ܎をݕ౼し、৯෺アϨϧήンのײ作߲目数΍ܲ
ཛ΍ڇೕにରする IHE ஋とؔ࿈することを報告した �）。

このように、ϑィラグϦン変ҟと৯෺アϨϧΪー発঱
とのؔ࿈は、いまだෆ໌な点が多い。ϑィラグϦンはൽ
ෘのόϦアܗ成に重要な໾ׂをもって͓り、ػ能௿Լは
࣪਄発঱の危ݥҼࢠであるばかりでなく、࣪਄に 2 次త
に、あるいはಠཱして、৯෺ײ作の成ཱにؔ༩する。し
かし、ײ作は成ཱしても、ϐーφッπҎ֎では৯෺アϨ
ϧΪーの発঱はূ໌されていない。৯෺アϨϧΪーの発
঱には、さらにະ஌のҼࢠがؔ༩すると考えられる。

̏ɽ׮ޱܦ༰ͱ৯෺ΞϨϧΪʔ

イスラΤϧにॅΉϢダϠਓはೕ༮ظࣇ
からϐーφッπをઁ取するश׳がある。
そこで、イスラΤϧにॅΉϢダϠਓとそ
のようなश׳がないイΪϦスにॅΉϢダ
Ϡਓとをൺֱすると、イスラΤϧにॅΉ
ϢダϠਓの方がϐーφッπɹアϨϧΪーに
ጶױするൺ཰が௿いことがূ໌された �）。
つまり、生ޙ早ظからϐーφッπをޱܦ
ઁ取することは、ϐーφッπɹアϨϧΪー
の発঱༧๷ޮ果、つまり、׮ޱܦ容を༠ಋ
する可能性がࣔࠦされたことになる。

ޱܦ近、৯෺アϨϧΪーにରしても࠷
໔Ӹྍ法がߦわれるようになった。৯෺
アϨϧΪーは׮容がഁ୼された状ଶであ
るが、దਖ਼ྔのઁޱܦ取によって଱性の
૿加をきたすことが実ূされている。こ
れをྍ࣏にԠ用したのがޱܦ໔Ӹྍ法で
ある。

というҙຯྍ࣏తに଱性を目指すۃ໔Ӹྍ法はੵޱܦ
で非常にັྗతなྍ࣏である。このようにັྗతなྍ࣏
も、日本খࣇアϨϧΪー学会から発ץされた৯෺アϨϧ
Ϊー਍ྍΨイドライン 2012�）では、h ະだ研究త段֊で
あり、৯෺アϨϧΪー΍ޱܦ໔Ӹྍ法にख़࿅したҩࢣに
よってなされるઐ໳性が高いྍ࣏であるʱとҐஔͮけら
れている。

̐ɽ�ղܾ͞Εͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ڀݚ՝୊

法からなྍ࣋のҡޙとそのظྔ૿、໔Ӹྍ法にはޱܦ
る方法（૿ྔ法）と࠷初からޙ࠷まで一定の҆શྔでߦ
う方法（非૿ྔ法）がある（ද 1）。前者の૿ྔ法には
୹1）ؒظʙ2 ि）でҡྔ࣋に近いྔまで૿ྔするٸ଎
法 10）と、数か݄かけて઴૿する؇ঃ法 11）とがある。౰વ、
前者は୹ؒظでҡྔ࣋に౸ୡできるが、૿ྔظの෭൓Ԡ
が多い。一方、؇ঃ法はҡྔ࣋に౸ୡするのに日数がか
かるがൺֱత෭൓Ԡの頻度は少ない。

で଱性֫ಘできるこؒظ଎૿ྔ法によって生体は୹ٸ
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とがূ໌された点はڵຯਂい。しかし、҆શの確อはױ
者にとって࠷も重要な点である。࠷初からޙ࠷まで一定
の҆શྔでߦう非૿ྔ法も試Έられている。࠷初さえク
Ϧアできれば҆શ性が高い方法といえる。また、଱性を
֫ಘできるױ者が存在することも確かではある。しかし、
૿ྔ法とൺ΂てその༗ޮ性がͲのఔ度なのか、時ؒさえ
かければ΄とんͲのױ者で଱性がಘられるのかといった
点もݕ౼されねばならない。

̑ɽ୤͔࡞ײӬ׮ٱ༰͔

໔Ӹྍ法によって֫ಘされる଱性は、ܧ続తなઁ取に
よってҡ࣋され、中அによってফࣦする୤ײ作（一時త
されないӬڹత中அによってもӨظ容）と、ઁ取の長׮
とに۠ผされる（ද（容׮ਅの）容׮ٱ ໔Ӹޱܦ。（1
ྍ法によってӬ׮ٱ容がಘられるかͲうかは౴えがग़て
いない 12）。

୤ײ作とӬ׮ٱ容֫ಘのػংが໌らかにされ、྆者を
਍அできる҆શかつ簡便なࠪݕ法が確ཱし、さらに、Ӭٱ
。容を֫ಘできる໔Ӹྍ法が開発されることが๬まれる׮

̒ɽ҆શੑをٻΊͨ໔Ӹྍ๏ͷվྑ（ද �）

౤༩ϧートとして、ઉԼ໔Ӹྍ法がϔーθϧφッπ、
౧、ϐーφッπで報告されている。ઁޱܦ取にൺ΂れば҆
શ性は高いが、༗ޮ性の点でさらなるݕ౼が必要である。

௿アϨϧήン化৯඼による໔Ӹྍ法も҆શ性の向上に
。଴されるظするとݙߩ

ΦϘムコイドは加೤してもアϨϧήン性をࣦいにくい
上に、加೤ޙもਫ༹性をอつ。このಛ性をར用して加೤
することによって作ྔݮਫચいしてΦϘムコイドを、ޙ
成されたΦϘムコイドྔݮ加೤ཛനは、௿アϨϧήン化
されていることがূ໌された 1�）。われわれは、このΦϘ
ムコイドྔݮ加೤ཛനの非૿ྔ法でܲཛアϨϧΪーの׮
容༠ಋを試Έている 14）。

ヒト߅ༀであるヒト化Ϛ΢スྍ࣏؅支ᄶଉؾ IHE 体߅
は、IHE め࢝体の௿Լを߅ IHE ؔ༩の൓ԠのݮऑをҾき
もݮこすことができる。౰વ、໔Ӹྍ法の෭൓Ԡのܰى
ೕڇ、ࡍ଴される。実ظ 15）΍ϐーφッπɹアϨϧΪー16）

のޱܦ໔Ӹྍ法でもこの߅体の༗用性がࣔされている。

̓ɽ͓ΘΓʹ

৯෺アϨϧΪーにରするޱܦ໔Ӹྍ法は、଱性૿加と
いう点にݶればその༗ޮ性は認められている。ޙࠓ、よ
り҆શでしかも༗ޮ性が高い方法の開発が๬まれる。
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コーデックスҕһ会はʨ৯඼のためのඍ生෺ن४の設定とద用のためのݪଇʩ（$A$�(L21ô1���）を 1��� 年に
の෇ଐ文ॻᶘ（�A$�(L 6�ô200$）「ଇとΨイドラインݪのためのࢪඍ生෺Ϧスク؅理の実」、ޙ୒した。その࠾
として新しいϦスク؅理のための数త指ඪが࠾୒されたޙ、コーデックス৯඼Ӵ生部会は、࠷新の஌見にあわͤ、
また新しいϦスク؅理の数త指ඪ（FS0
 P0 BOE P$）ٴͼそのଞの定ྔతなϦϛットの考え方をಋೖするため、ʨඍ
生෺ن४の設定とద用のためのݪଇʩのվగ作ۀに着手することをܾ定した。ୈ �6 ճコーデックス総会は、「৯
඼にؔするඍ生෺ن४の設定とద用のためのݪଇとΨイドライン」を࠾୒した。本ߘでは、そのഎܠ、վగのス
コープ、新しく加わった要素についてղઆする。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

$PEFY AMiNFOUFSiVT $PNNiTTiPO （$A$） BEPQUFE UIF PSiODiQMFT GPS UIF ETUBCMiTINFOU BOE AQQMiDBUiPO PG 
.iDSPCiPMPHiDBM $SiUFSiB （.$） GPS GPPET （$A$�(L21ô1���） iO 1���� AGUFS UIF BEPQUiPO PG FNFSHiOH NiDSPCiPMPHiDBM 
SiTL NBOBHFNFOU NFUSiDT iO UIF AOOFY II PG UIF PSiODiQMFT BOE (ViEFMiOFT GPS UIF $POEVDU PG .iDSPCiPMPHiDBM RiTL 
.BOBHFNFOU （.R.） （$A$�(L 6�ô200�）
 $PEFY $PNNiUUFF PO FPPE )ZHiFOF EFDiEFE UP VOEFSUBLF B OFX XPSL PO 
UIF SFWiTiPO PG UIF $PEFY .$ EPDVNFOU UP VQEBUF UIF QSiODiQMFT iO MiOF XiUI UIF MBUFTU LOPXMFEHF BOE QSBDUiDFT
 UP 
iOUSPEVDF UIF OFX .R. NFUSiDT （FS0
 P0 BOE P$） BOE PUIFS RVBOUiUBUiWF NiDSPCiPMPHiDBM MiNiUT
 BOE UP QSPWiEF 
HViEBODF PO UIF SFMBUiPOTIiQ CFUXFFO .$ BOE OFX .R. NFUSiDT� TIF �6UI TFTTiPO PG UIF $A$ BEPQUFE UIF SFWiTFE 
$PEFY PSiODiQMFT BOE (ViEFMiOFT GPS UIF ETUBCMiTINFOU BOE AQQMiDBUiPO PG .iDSPCiPMPHiDBM $SiUFSiB RFMBUFE UP 
FPPET� IO UIiT QBQFS
 UIF CBDLHSPVOET
 TDPQF PG UIF SFWiTiPO
 BOE LFZ OFXMZ BEEFE FMFNFOUT XiMM CF EiTDVTTFE�

ཁɹࢫ

̍ɽ͸じΊʹ

ඍ 生 ෺ ن ४（.iDSPCiPMPHiDBM $SiUFSiB、 Ҏ Լ「.$」
という）はϦスク؅理のπーϧの 1 つである。

コーデックスҕһ会は ʨ৯඼のためのඍ生෺ن४の設

定とద用のためのݪଇʩ（$A$�(L21ô1���）（ҎԼ「.$ݪ
ଇ」という）“PSiODiQMFT GPS UIF ETUBCMiTINFOU BOE AQQMiDB�
UiPO PG .iDSPCiPMPHiDBM $SiUFSiB（.$）GPS GPPET（$A$�
(L21ô1���）” を 1��� 年に࠾୒した。
「ඍ生෺Ϧスク؅理の実ࢪのためのݪଇとΨイドライ
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ン」（$A$�(L 6�ô200�）の෇ଐ文ॻᶘとして、新しい
ඍ生෺Ϧスク؅理の数త指ඪ（NFUSiDT）が࠾୒されて
から、ᶃ ࠷新の஌識と実ࡍにߦわれていることに合わ
ͤ、ᶄ 新しいඍ生෺Ϧスク؅理（.R.）数త指ඪ（FPPE 
SBGFUZ 0CKFDUiWF（৯඼҆શ目ඪʀFS0）
 PFSGPSNBODF 
0CKFDUiWF（ୡ成目ඪʀP0）ٴͼ PFSGPSNBODF $SiUFSiB（ୡ
成基४ʀP$）の֓೦ٴͼଞの定ྔతなඍ生෺Ϧϛット

（ ɿྫPSPDFTT DPOUSPM DSiUFSiB
  )B[BSE AOBMZTiT BOE 
$SiUiDBM $POUSPM PPiOU（)A$$P）のূݕのためのࠪݕ）
の考え方をಋೖし、ᶅ .$ とଞの .R. 数త指ඪとの
$.、するためڙにؔするΨイドラインをఏ܎ؔ ଇのݪ
վగ作ۀを新ن作ۀとして࢝めることになった。

コーデックスҕһ会に͓いて、৯඼のඍ生෺؅理を୲
౰しているのは৯඼Ӵ生部会（ҎԼ、「$$F)」という）
である。$$F) は、この作ۀを 2010 年に開࢝し、աڈ
5 ճの෺理త作ۀ部会（Q8(）に͓いてݕ౼した。日
本は本ٞ題の共同ٞ長をϑィンランドとともに຿めた。
ୈ 4� ճ $$F) に͓いて、ٞ論している内容がந৅తで
分かりにくいことから、実຿తな事ྫ（事ྫ 1ʙ5C）を
作成することになり、֤事ྫのϦードࠃ（一部は /(0）
と 2ʙ� のࠃྗڠ（్上ࠃ）によるνームで作成した。
そ れ ら の 事 ྫ Ҋ は 2012 年 5 ݄ に Ԥ भ ৯ ඼ ҆ શ ி

（EFSAɿイタϦア、パϧϚ）で開催された Q8( に͓
いて、発දされた。また、事ྫ作成のաఔでಘられた஌
見を .$ Ҋの本体文ॻに൓өさͤた。パϧݪଇվగݪ
Ϛでの Q8( にはࠃྗڠもコーデックス信ୗ基ۚの支ԉ
によりࢀ加した。ࠃྗڠは事ྫҊの作成段֊の早い時ظ
から作ۀにࢀ加することでੵۃతに事ྫҊ作成作ۀにؔ

༩することができた。またࠃྗڠ内に支ԉҕһ会を設け
てϦードࠃとٞ論することで、ࠃྗڠ（్上ࠃ）内での
能ྗ開発にもつながり、本取૊Έは本基ۚのよりޮ果త
な׆用方法といえた。

これらの実຿తな事ྫは本文ॻの෇ଐ文ॻにするので
はなく、FA0�8)0 による QFFS SFWiFX ┰┳┶┸┲┳┇ⓤ┨┳┳┊、ޙ
誌のಛ集߸として 2014 年 � ݄に発ץされる༧定である。

̎ɽ.$ݪଇͷओͳվਖ਼఺

2012 年 11 ݄ 12 日（݄）ʙ11 ݄ 16 日（ۚ）、米ࠃχϡー
ΦϦンζで開催されたୈ 44 ճ $$F) に͓いて、.$ ݪ
ଇの本体部分は SUFQ5�� に進Έ、201� 年 � ݄のୈ �6
ճコーデックス総会で࠾୒された。

ҎԼにओなվਖ਼点を紹介する。

（�）�λΠτϧ
タイトϧは “PSiODiQMFT GPS UIF ETUBCMiTINFOU BOE AQ�

QMiDBUiPO PG .iDSPCiPMPHiDBM $SiUFSiB （.$） GPS GPPET ”
から “PSiODiQMFT BOE (ViEFMiOFT GPS UIF ETUBCMiTINFOU 
BOE AQQMiDBUiPO PG .iDSPCiPMPHiDBM $SiUFSiB SFMBUFE UP 
FPPET” に変更になった。これは本文ॻが「ݪଇ」と「Ψ
イドライン」の྆方をؚΉことによる。また。৯඼ロッ
トの合否だけでなく、޻ఔまたは৯඼؅理シスςムのద
否を൑அすることもありಘるため “GPS GPPE” を “SFMBUFE 
UP GPPE” にվめた。
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事ྫのタイトル 原Ҋ࡞成νーム
事ྫ 1 GHP ベースのアプローν E6（リード国）、ベχン、カメルーン、ガーφ、

パφマ
事ྫ 2 食品のロットの受けೖれを評価するために食品に対してઃఆさ

れる微生物ن४
ถ国（リード国）、アルθンνン、タイ、ウルグ
アイ

事ྫ 3a HACCP システムのパフΥーマンスをূݕするために食品に対
してઃఆされる微生物ن४

IDF（リード国）、ボリビア、ガンビア、φイジェ
リア

事ྫ 3b 食品安全؅理システムのパフΥーマンスをূݕするために食品
に対してઃఆされる微生物ن४

χュージーランド（リード国）、コスタリカ、ケ
χア、キリバス、サモア

事ྫ 4 リスクベースのアプローνとして高༗ප཰の食品ഔ介ප原体に
対してઃఆされる微生物ن४

σンマーク（リード国）、ϒラジル、コロンビア、
コスタリカ、セネガル、ALA

事ྫ 5a リスクベースのアプローνとして PO を微生物ن४として運用 カφμ（リード国）、ϒラジル、フランス、インド
事ྫ 5b リスクベースのアプローνとして PO を微生物ن४として運用 ถ国（リード国）、ϒラジル

ද �ɹ࣮຿తͳ.$ద༻ྫࣄͷλΠτϧͱݪҊ࡞੒νʔϜ
5BCMF�� ɹ1SBDUJDBM�FYBNQMFT�GPS�BQQMZJOH�.$�BOE�ESBGUJOH�UFBN�NFNCFST



（�）�จॻͷߏ੒（ද （রࢀ�
新しい文ॻはᶃ 新セクション � として「一般ݪଇ」

“HFOFSBM QSiODiQMFT” がೖり、ᶄ چセクション 4 ͓よͼ
5 を一つにして新セクション「.$ の設定ٴͼద用」
“ETUBCMiTINFOU BOE BQQMiDBUiPO PG .$” を૑設し、さら
にᶅ 新セクション 4 に TVC�TFDUiPO “PVSQPTF” をछ々
の .$ の目తを໌らかにするため設けた。

4�� “.PWiOH 8iOEPX” ͓よͼ 4�10 「܏向ղੳ」“TSFOE 
AOBMZTiT” は、実຿తな事ྫの४උでಘられたٴݧܦͼ、
実ࡍに一部のࠃのۀք͓よͼߦ੓ؔػでߦわれているܦ
向ղੳは܏。をもとに新設されたݧ .$ の一部分では
ないことから、ޡղをආけるため、この 2 つのサブセク
ションはผのサブセクションとされた。

（�）�ఆٛ
֦大されたスコープと現在の .$ の࢖用法を൓өさͤ

るため、.$ の定ٛは次のようにվめられた。
 A NiDSPCiPMPHiDBM DSiUFSiPO GPS GPPE EFGiOFT UIF（ چ）

BDDFQUBCiMiUZ PG B QSPEVDU PS B GPPE MPU
 CBTFE PO 
UIF BCTFODF PS QSFTFODF
 PS OVNCFS PG NiDSPPSHBO�
iTNT iODMVEiOH QBSBTiUFT
 BOE�PS RVBOUiUZ PG UIFiS 
UPYiOT�NFUBCPMiUFT
 QFS VOiU（T） PG NBTT
 WPMVNF
 
BSFB PS MPU�

ɹ ɹ「৯඼のための .$ は、୯Ґ体ੵ、໘ੵ、重ྔまたは
ロット౰たりのඍ生෺（د生஬またはಟ素ʗ୅ँ࢈
෺をؚΉ）の存在ɾෆ在またはە数に基ͮき、੡඼、
またはある৯඼のロットのڐ容性を൑அするもの」
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ఆٛ 食品のための MC は、୯Ґ体ੵ、໘ੵ、ॏ量または
ロット౰たりの微生物（د生஬または毒素ʗ代謝産
物を含む）の存在・不在または 菌਺に基ͮき、੡品、
または͋る食品のロットの許容性を൑அするもの。

MC はリスク؅理の਺的指ඪ（metric）で、フードνェー
ンのなかの特ఆのポイントにおける、微生物、毒素、代
謝産物またはප原性に関࿈したマーカー等のݕ査݁Ռに
基ͮき、食品、工ఔまたは食品安全コントロールシステ
ムの出དྷ（performance）の許容性を示ࠦするもの。

スコープ ͜の文書の目的のため、微生物には͕࣍含まれる。
⿟ɹ 細菌、ウイルス、かび、߬母、ٴび૶類 �
⿟ɹ د生原஬ٴびᦥ஬ �
⿟ɹ 毒素ʗ代謝産物

͜れらの原ଇٴびガイドラインは国の੓෎ٴび食品事ۀ
者に対し、食品安全ٴびその他の食品Ӵ生にద用される
MC をઃఆし、ద用するための࿮組みを提供するもの。
食品加工ڥ؀のモχタリングのためにઃఆされる MC は本
文書のスコープではない。 MC はҎ下（たͩし限ఆされ
ない）にద用されうる。
⿟ɹ細菌、ウイルス、かび、߬母、ٴび૶類 �
⿟ɹ原஬ٴびᦥ஬ �
⿟ɹ毒素ʗ代謝産物 �びٴ 
⿟ɹ ප原性に関࿈したマーカー （ྫ：毒性に関࿈した遺伝

子またはプラスミド） またはその他のܗ質（ྫ：抗菌
耐性遺伝子） ͕生きている細胞との関࿈性においてࡎ
ద੾な৔合

一ൠ原ଇ なし 8 ߲目を新نに࡞成

目的 MC は঎品ઃܭཁ݅を࡞成し、原ࡐ料、෭ࡐ料ٴび最
ऴ੡品のフードνェーン上のద੾なஈ֊における微
生物ステイタスを示すために࢖用される。
出ॴ͕不໌または不ৄの食品（原ࡐ料を含む）のݕ
査に用いる͜と͕できる。
また HACCP に基ͮくシステムٴび༏ྑӴ生ൣنの
ޮ཰をূݕする他のํ法͕ないとき。
一ൠ的に MC はن制౰局または食品事ۀ者によって、
原ࡐ料、෭原料、੡品、ロット͕許容できるか、൱
かを۠別するのにద用される。
MC は工ఔ͕食品Ӵ生の一ൠ原ଇ（CAC/RCP 1ô1969）
と一கしているか൑அするために用いられる͜とも
͋る。

MC をઃఆし、ద用する目的として 5 ߲目ྫ示
i.   特ఆのロットの食品を許容できるか൱を൑அするた

めに評価するため、特に食品のཤྺ͕不໌のとき。
ii.   食品安全コントロールシステム、またはフードνェー

ン上の一部のཁ素（PrP（PrereRuisite Program� લ提৚
݅プログラム）または HACCP システム）の perform-
ance をূݕするため。

iii.    食品事ۀ者ؒで特ఆされた受ೖれ֨نに関࿈し、食
品の微生物的状ଶをূݕするため。

iv.    બ୒した制御ાஔ͕ PO または FSO を満たしている
かূݕするため。

v.   最高のӴ生؅理をしたときに達成すべき微生物レベ
ルを食品事ۀ者へ৘報提供するため。

ද �ɹ৽چରরද
5BCMF�� ɹ�$PNQBSJTPO�UBCMF�PG�TPNF�FMFNFOUT�CFUXFFO�PME�（����）�

BOE�OFX�（����）�WFSTJPO�PG�UIF�.$�EPDVNFOU



（新 ）Aⓤ┱┭┧┶┳┦┭┳┰┳┫┭┧┥┰ⓤ┧┶┭┸┩┶┭┳┲ⓤiT B SiTL NBOBHFNFOU 
NFUSiD XIiDI iOEiDBUFT UIF BDDFQUBCiMiUZ PG B GPPE
 
PS UIF QFSGPSNBODF PG FiUIFS B QSPDFTT PS B GPPE 
TBGFUZ DPOUSPM TZTUFN GPMMPXiOH UIF PVUDPNF PG 
TBNQMiOH BOE UFTUiOH GPS NiDSPPSHBOiTNT
 UIFiS 
UPYiOT�NFUBCPMiUFT PS NBSLFST BTTPDiBUFE XiUI 
QBUIPHFOiDiUZ PS PUIFS USBiUT BU B TQFDiGiFE QPiOU PG 
UIF GPPE DIBiO�

ɹ ɹ「.$ はϦスク؅理の数త指ඪ（NFUSiD）で、ϑー
ドνΣーンのなかのಛ定のϙイントに͓ける、ඍ生
෺、ಟ素、୅ँ࢈෺または病ݪ性にؔ࿈したϚー
Χー等のࠪݕ結果に基ͮき、৯඼、޻ఔまたは৯඼
҆શコントローϧシスςムのग़དྷ（QFSGPSNBODF）
のڐ容性をࣔࠦするもの」

の結果に基ͮࠪݕ൛との一൪大きなҧいは、ඍ生෺چ
き、୯に৯඼ロットのڐ容性を൑அするだけでなく、޻
ఔ΍৯඼҆શ؅理シスςムのग़དྷӫえも .$ で൑அし
ようということである。

（�）�Ұൠݪଇ
これは 1��� 年൛の .$ ଇにはなかったセクションݪ

で、次の � つからなる。
⿟ɹ .$ はফඅ者の݈߁をकるため、場合によっては

৯඼๵қに͓けるެਖ਼な取Ҿをอোするため、ద
੾であること。

⿟ɹ .$ は必要なときにのΈ設定し、実຿తで実ߦ可
能であること。

⿟ɹ .$ を設定し、ద用する目తを໌確に文ॻにهड़
すること。

⿟ɹ .$ の設定は科学తな৘報ٴͼղੳに基ͮく΂き
であり、体ཱܥったಁ໌なアプローνで設定する
こと。

⿟ɹ .$ はඍ生෺の発生ٴͼϑードνΣーンに͓ける
。ಈにؔする৘報に基ͮき設定することڍ

⿟ɹ .$ を設定するときには࠷ऴ੡඼のҙਤされる用
్、またফඅ者による実ࡍの࢖用法をݕ౼する必
要があること。

⿟ɹ ࢖用する .$ の必要とされるݫしさ（TUSiOHFODZ）
はҙਤする目తにରしてద੾なものであること。

⿟ɹ 現在の৚݅ٴͼ取りѻいに͓いても、.$ がهड़
した目తにରし、ܧ続తにద੾であることを確認
するため、.$ は定ظతな見௚しをߦうこと。

�（�）�Ξϓϩʔν
.$ の設定をݕ౼するとき、Ϧスク؅理の目తฒͼに

ೖ手可能な஌識ٴͼデータにより、छ々のアプローνを
用いることができる。アプローνにはᶃ దਖ਼Ӵ生ൣن

（()P）にؔ࿈した実஍ݧܦの஌識に基ͮくもの、ᶄ 
)A$$P のような৯඼҆શコントローϧシスςムの科学
తな஌識に基ͮくもの、またはᶅ ϦスクධՁを実ࢪし
設定するものがある。ᶅが用いられるようになったのは
Ϧスク؅理の新しい数త指ඪ（FS0
 P0 等）を׆用し、
よりϦスクに基ͮき、৯඼҆શ؅理シスςムと .$ に
要ٻされるݫしさをؔ࿈෇けられるようになったことに
よる。

Ͳのアプローνをબ୒するかはϦスク؅理の目తと一
கしている΂きで、かつ৯඼҆શٴͼ৯඼のద合性

（TViUBCiMiUZ）にؔ࿈してܾ定される΂きである。 

（�）�໨త
.$ を設定してద用するためにはෳ数の目తがありಘ

るが、.$ の目తとしては次のようなものがある（ただ
し、これがす΂てという༁ではない）。

i�  ಛ定のロットの৯඼をڐ容できるか否を൑அする
ධՁのため、ಛに৯඼のཤྺがෆ໌のとき

ii�  ৯඼҆શコントローϧシスςム、またはϑード
νΣーン上の一部の要素（前ఏ৚݅プログラムま
たは )A$$P シスςム）の QFSGPSNBODF をূݕ
するため

iii�  ৯඼事ۀ者ؒでಛ定されたडೖれن格にؔ࿈し、
৯඼のඍ生෺త状ଶをূݕするため

iW�  બ୒した੍ޚાஔが P0 または FS0 をຬたして
いるかূݕするため 

W�  ࠷高のӴ生؅理をしたときにୡ成す΂きඍ生෺Ϩ
ϕϧを৯඼事ۀ者へ৘報ఏڙするため

（�）�.PWJOH�XJOEPX（ϜʔϏϯά・΢Πϯυ΢ �）
ムーϏングɾ΢インド΢ɾアプローνでは、े分な数

のサンプϧϢχット（O）を一度に࠾取するのではなく、
定された時ن （ؒUIF “XiOEPX”）のなかで࠾取する（ྫɿ
1 िؒに 15 サンプϧ、� िؒで 45 サンプϧが O）。௚
近に࠾った O サンプϧの結果をඍ生෺Ϧϛット（N また
は 容される数ڐ、（. D とൺֱする。新しい結果がಘら
れると、それが “૭” に追加され、࠷もݹい結果が૭か
ら֎れる。これが “૭” であり、ࠪݕ結果をグラϑにプ
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ロットすると、新しい結果がಘられるたͼに O の࿮がҠ
ಈし、あたかも “૭” がҠಈするように見えるので、
.PWiOH XiOEPX（ムーϏングɾ΢インド΢）とݺばれる。

このアプローνは一度のࠪݕ結果ではなく、ෳ数の結
果にద用できる（ྫえば � िؒにಘられた結果）。 ૭は
常に O ݸの結果からߏ成され、1 つまたはෳ数の結果が
ಘられるたͼに、時ؒにԊってಈいていく。 ムーϏン
グɾ΢インド΢ɾアプローνは、޻ఔまたは৯඼҆શコ
ントローϧシスςムのඍ生෺తग़དྷ۩合をܧ続తに
νΣックするための、実຿తかつコストར便性の高い方
法である。ムーϏングɾ΢インド΢ɾアプローνは、コ
ントローϧのग़དྷӫえを൑அし、コントローϧがڐ容で
きない方向にシϑトしている場合にはରࡦを講じること

ができる。
૭の長さはタイムϦーにվળાஔを講じることができ

るようなద੾な長さである΂きである。O の結果中、D
Ҏ上がݸ N のϦϛットを௒えた場合、また 1 つの結果
でも . を௒えた場合、վળાஔが必要とされる。ムー
Ϗングɾ΢インド΢ɾアプローνは܏向分ੳ（USFOE 
BOBMZTiT） の一つのಛघなܗと考えられる。この考え方
は米ࠃの৯೑の )A$$P ଇのなかで、)A$$Pن のඍ生
෺学తূݕとしてಋೖされている。また、Ԥभのೕۀք
でもかなりಋೖが進んでいる。

な͓、201� 年վగ൛とچ 1��� 年൛とのओな変更点を
ରൺするとද 2 、また目次をൺֱするとද � のように
なる。
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（�）�෇ଐจॻ
さらに $$F) は౷ܭతٴͼ数学త事߲にؔする෇ଐ

文ॻが必要だと考え、その作成のためにҎԼの内容をؚ
ΉサンプϦングプランの性能ಛ性にؔ࿈した౷ܭతٴͼ
数学త事߲について、FA0�8)0 ઐ໳Ո会合に科学త
ॿݴをٻめた。

ಈ作ಛ性ۂઢのࡦ定ٴͼղऍの方法

৯඼中のඍ生෺の分෍ٴͼඪ४ภࠩのԾ定のӨڹ

 “ムーϏングɾ΢インド΢” の૭（ؒظ）のࡦ定方法

そのଞؔ࿈する事߲
FA0�8)0 の報告ॻは、ݶりなく、2�A 方ࣜで、数

学に詳しくないಡ者にも理ղしてもらえるように、ਤද
を多く࢖い、୯ಠでもわかり΍すいようになる༧定で、
2014 年 前 ൒ に は ެ ද さ れ る ༧ 定 で あ る。 そ の 、ޙ
$$F) として、෇ଐ文ॻにするか、ݕ౼がߦわれるこ
とになっている。

̏ɽ࡯ߟ

ճのվగでは、ैདྷの৯඼ロットの可否を൑அするࠓ
ඍ生෺ࠪݕから、޻ఔまたは )A$$P のような৯඼҆
શ؅理シスςムの QFSGPSNBODF をূݕする .$ へ、その
ద用が֦大された。զがࠃの৯඼ۀքの一部でも、すで
に認識していなくても、そのような .$ の࢖用法は૿
えていると考えられる。ޙࠓの՝題は௨常ߦわれている
O�1 による࠷ऴ੡඼΍ࢪ設内の;きとりࠪݕも、それを
一定のؒظ（ྫえば O�� とし、一िؒ � 体をͻとつݕ
の૭にする）のྦྷੵとしてとらえれば “ムーϏングɾ΢
インド΢” となり、୯一ロットの考え方から޻ఔの؅理
のূݕの考えにҠߦする。そして、データから؅理が޷
ましくない方向へシϑトしていることがࣔࠦされた場合
には、ద੾なվળાஔを講じられるようになると考えら
れ、結果として本ΨイドラインにԊった方向へҠߦし、
より科学に基ͮくඍ生෺੍ޚの考え方がਁಁするとࢥわ
れる。

1��5 年ɹް生লೖল（्ҩٕܥज़৬һ（I छ૬౰）

 ԣ඿ݕӸ所Ӵ生՝

1��� 年ɹਆಸ઒ݝӴ生部৯඼Ӵ生՝

1��� 年ɹް生ল生׆Ӵ生ہೕ೑Ӵ生՝ओࠪ

1��1 年ɹް生ল生׆Ӵ生ہೕ೑Ӵ生՝्ҩӴ生܎長

1��� 年ɹް生ল成ాۭݕߓӸ所৯඼Ӵ生՝Ӵ生ઐ໳׭

 ް生ল成ాۭݕߓӸ所৯඼Ӵ生՝ݪ໦分ࣨӴ生ઐ໳׭

1��4 年ɹऺެཱࠃӴ生ӃӴ生्ҩ学部研究һ

1��6 年ɹऺެཱࠃӴ生ӃӴ生्ҩ学部ओ೚研究׭

 ް生ল生׆Ӵ生ہೕ೑Ӵ生՝༌ग़ਫ࢈৯඼ࠪ׭࡯

1��� 年ɹ ײཱࠃછ঱研究所ײછ঱৘報センターओ೚研究׭（ਓ事

Ӄ在֎୹ཹظ学として在米）

1��� 年ɹް生ল生׆Ӵ生ہೕ೑Ӵ生՝՝長ิࠤ

 ੈքอ݈（0(8）ߏػ৯඼҆શ部 UFDIOiDBM P⒏DFS

2004 年ɹཱࠃҩༀ඼৯඼Ӵ生研究所ɹ҆શ৘報部ओ೚研究׭

200� 年ɹཱࠃอ݈ҩྍ科学Ӄ研मاը部ୈೋࣨ長

2011 年ɹ ཱࠃอ݈ҩྍ科学Ӄྗڠࡍࠃ研究部上੮ओ೚研究ػ）׭

（վֵに൐うߏ

201� 年ɹ山ޱ大学共同्ҩ学部ڭत

200� 年ʙ現在ɹ౦京ւ༸大学非常ۈ講ࢣ

内ֳ෎৯඼҆શҕһ会ɹඍ生෺ɾ΢イϧスઐ໳ҕһ（25 年 10 ݄

から自વಟɾΧϏಟઐҕһも݉຿）

೶ྛਫ࢈লɹ्ҩࠃࢣՈ試ݧ問題作成ҕһ

8)0 (MPCBM FPPECPSOF IOGFDUiPO /FUXPSL ҕһ会ҕһߦࣥ

日本৯඼Ӵ生学会会һ、日本৯඼ඍ生෺学会会һ

日本्ҩࢣ会会һ

ུྺ
๛෱ɹഹ（ͱΑ;͘ɹ͸じΊ）
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目తɿΧンϘジアਓޱอ݈調ࠪ 2010 によると 500 万ਓҎ上のࠃຽがශ݂にጶױし、学ߍ΍৬場に͓けるパ
ϑΥーϚンスの௿Լが生じるだけでなく݈߁ɾ生命の危ػにවしている。զ々は、ΧンϘジアのΧンϙット、シΣ
ムϦアップ、プϊンϖンに͓いて2年ؒにわたるమڧ化ڕেɾে༉のϚーέットɾトライアϧを実ࢪした。そのؒ、
年ྸɾ性ผのҟなる 6 つのグϧープに͓けるශ݂の༗病཰について調΂た。また、৯෺、మのઁ取ྔ、͓よͼ೛৷
可能年ྸの女性の体内మ状ଶにӨڹをٴ΅すようなҼࢠについてݕ౼した。

デβインɿ૚化நग़法を用いたԣஅ研究を 200� 年から 200� 年に実ࢪした。200� 年 �ʙ� ݄、北部の内཮஍Ҭ
であるシΣムϦアップभとೆ部のւ؛஍ҬであるΧンϙットभに着目し、ॅਓを年ྸ͓よͼ性ผに合ܭ 6 つのΧς
ΰϦー（5 ະຬ、5ʙ14ࡀ �15ʙ4、ࡀ �の೛৷していない女性、15ʙ4ࡀ உ性、50ࡀ Ҏ上女性、50ࡀ （Ҏ上உ性ࡀ
に分ྨし、ΧςΰϦー͝とにແ作ҝにநग़した合ܭ 4
402 ໊をର৅者として、ශ݂の༗病཰を調ࠪした。また、ແ
作ҝにબ୒した݈߁な೛৷可能年ྸの女性（O�2�0）について、͓قסよͼӍقに͓いてそれͧれ「24 時ؒࢥいग़
し法」により৯事ઁ取ྔにؔするインタϏϡーを実ࢪし、そのう֤ͪ஍Ҭ �0 ਓͣつのデータについて現時点での
ධՁがऴྃした。

結果ɿΧンϙットभ、シΣムϦアップभに在ॅの 6 つのΧςΰϦーに͓けるශ݂༗病཰は、シΣムϦアップの方
がΧンϙットにൺ΂て高かった。

24 か݄ؒのమڧ化ڕেൢചの結果、Χンϙットभ͓よͼシΣムϦアップभの 5ʙ14 よͼシΣムϦアップभ͓ࡀ
の 50 Ҏ上の女性の༗病཰が௿Լした。೛৷可能年ྸの女性に͓ける総మઁ取ࡀ （ྔʶTUBOEBSE EFWiBUiPO （S%））は、
Χンϙットभでは 16�� ʶ 11�� NH �EBZ 、シΣムϦアップभでは 1��2ʶ4�1 NH �EBZ であった。قסに͓けるమઁ取
ྔはそれͧれ 14�4 ʶ ��6 NH �EBZ 、12��ʶ4�0 NH �EBZ であった。一方、Ӎظに͓けるమઁ取ྔは、それͧれ 15�1
ʶ 6�2 NH �EBZ 、14�1 ʶ 5�6 NH �EBZ であった。

結論ɿೕ༮ࣇ΍೛৷可能年ྸの女性ばかりでなく高ྸ者のශ݂の༗病཰が高く、シΣムϦアップभの方がΧン
ϙットभにൺ΂てශ݂の༗病཰が高いことがࣔされた。また、೛৷可能年ྸの女性に͓けるమઁ取ྔは、在ॅ஍Ҭ
΍قઅのӨڹをडけることがࣔࠦされた。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
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̍ɽഎܠ

మܽ๡঱は、Ϗタϛン A、Ϥードとฒんでੈքのࡾ大
ඍྔӫཆ素ܽ๡঱として஌られて͓り、ಛに開発్上ࠃ
ではݦஶである。మܽ๡঱をはじめඍྔӫཆ素ܽ๡঱の
大部分は༧๷できるものであるが、ੈքの �5 ԯਓҎ上
の݈߁΍生࢈性にٴ΅すӨڹは重大なڴҖとなってい
る。女性΍ڙࢠは生৩΍成長のためにӫཆతな要ྔٻが
૿加するため、మܽ๡性ශ݂΍ଞのӫཆ素ܽ๡঱になり
΍すい܏向がある。ಛにڙࢠの発ҭ΍஌能の発ୡを๦げ、
฼ࢠの݈߁にもਂࠁなѱӨڹをٴ΅し、ࢮ๢཰૿加のݪ
Ҽともなる。更に、このܽ๡঱は、成ਓޙも労ಇྗの௿
Լ΍ਓࡐのҭ成を๦げるなͲ、ࣾ会શ体の生࢈性の௿Լ
をটき、ශࠔをॿ長さͤる。

開発్上ࠃに͓けるమܽ๡性ශ݂঱（I%A）は、༮ࣇ
の女性に頻発するӫظのஉ女͓よͼ೛৷可能ظय़ࢥ、ظ
ཆো֐であり、৯෺からのమྔڅڙෆ଍΍৯事మの೉ٵ
ऩ性がそのओな要Ҽである。

ಛ定非Ӧར׆ಈ法ਓࡍࠃ生命科学研究ߏػ（ILSI 
JBQBO）では、మܽ๡性ශ݂঱を๾໓するための PSPKFDU 
I%EA（ISPO %FGiDiFODZ EMiNiOBUiPO ADUiPO）を௨じて、
アジアの開発్上ࠃに͓いて、それͧれの஍Ҭの৯生׆
パターンに合わͤて、ൢࢢされているओ৯΍調ຯྉに༗

ޮなమ化合෺をఴ加し、ຖ日の৯事を௨してܽ๡してい
るӫཆ素をิڅすることにより、మܽ๡性ශ݂঱を༧๷
する׆ಈを 1��� 年Ҏདྷ、続けている。中ࠃではে༉、
ϕトφムではڕে、ϑィϦϐンでは米にమをڧ化するプ
ログラムをల開している。

多くの開発్上ࠃと同༷にΧンϘジアに͓いても、ශ
݂はެऺӫཆ上の大きな՝題である。ILSI JBQBO では、
これまでにΧンϘジアに͓いてՈఉで日常తに࢖用され
るओ要なൢࢢ調ຯྉであるڕেに着目し、日常తなమڧ
化ڕেのઁ取がශ݂վળにٴ΅すӨڹについて調΂た。
成長ظである学ಐ ŋ 生ె（6 ʙ21ࡀ のう݂ͪ中ϔ（ࡀ
ϞグロϏンと݂ᕶϑΣϦνンからమܽ๡性ශ݂が認めら
れた 140 ໊をର৅とした EGGiDBDZ SUVEZ を実ࢪし、ڕ
েあるいはమڧ化ڕেを 1 日 1 ճ、1� िؒ（6 日ʗि）、
10 NH FFʗ10 NM をםとともにఏڙした。その結果、ର
রであるڕেをઁ取した܈ではϔϞグロϏンೱ度が開࢝
時にൺ΂てऴྃ時には༗ҙに௿Լしていたが、మڧ化ڕ
েをઁ取した܈では、༗ҙな௿Լは認められなかった。
一方、ϑΣϦνンೱ度は、ରর܈では変化がなかった
が、మڧ化ڕেをઁ取した܈では、༗ҙに૿加してい
た。మڧ化ڕেのΧンϘジアࠃ内でのൢࢢ化は、మܽ๡
性ශ݂のվળ ŋ ༧๷に༗ޮなઓུの一つとなりうること
をࣔしている 1）。

�4VNNBSZ�
0CKFDUiWF� #BTFE PO %)S 2010 NPSF UIBO 5 NiMMiPO $BNCPEiBOT TVGGFS BOFNiB BOE BSF BU SiTL GPS B IPTU PG 

UISFBUT UP IFBMUI BOE TVSWiWBM BT XFMM BT QFSGPSNBODF EFGiDiUT iO TDIPPM BOE iO UIF XPSLQMBDF� 8F DPOEVDUFE 2 
ZFBST�NBSLFU USiBM PG iSPO GPSUiGiFE GiTI�TPZ TBVDF （IFFS�IFSS） iO ,BNQPU
 SiFN RFBQ
 BOE PIOPN PFOI� %VSiOH 
UIF NBSLFU USiBM
 XF iOWFTUiHBUFE GPPE TPVSDFT BOE iOUBLFT PG iSPO
 BOE EiFUBSZ GBDUPST BTTPDiBUFE XiUI CPEZ iSPO 
TUBUVT iO SFQSPEVDUiWF BHFE XPNFO MiWiOH iO ,BNQPU BOE SiFN RFBQ QSPWiODFT
 $BNCPEiB�

%FTiHO� A DSPTT�TFDUiPOBM TVSWFZ FNQMPZiOH QSPQPSUiPOBUF DMVTUFS TBNQMiOH XBT DPOEVDUFE EVSiOH 200� UP 200�� 
%iFUBSZ iOUBLFT XFSF BTTFTTFE VTiOH 24�IPVS SFDBMM iOUFSWiFX EVSiOH ESZ BOE SBiOZ TFBTPO
 SFTQFDUiWFMZ� 
)FNPHMPCiO
 TFSVN GFSSiUiO BOE $�SFBDUiWF QSPUFiO XFSF BOBMZ[FE GSPN OPO�GBTUiOH CMPPE TBNQMFT BOE HFOFSBM 
TPDiP�EFNPHSBQIiD EBUB XFSF DPMMFDUFE�

SFUUiOH� WiMMBHFT iO 2 EiTUSiDUT FBDI iO ,BNQPU BOE SiFN RFBQ QSPWiODFT
 $BNCPEiB�
SVCKFDUT� RBOEPNMZ TFMFDUFE IFBMUIZ SFQSPEVDUiWF BHFE XPNFO （O�2�0）�
RFTVMUT� TPUBM iSPO iOUBLFT （ʶTUBOEBSE EFWiBUiPO （S%）） BNPOH SFQSPEVDUiWF BHFE XPNFO iO ,BNQPU BOE SiFN 

RFBQ QSPWiODFT XFSF 14��ʶ4�� NH �EBZ BOE 1��2ʶ4�1 NH �EBZ
 SFTQFDUiWFMZ� ISPO iOUBLFT EVSiOH ESZ TFBTPO XFSF 
14�4 ʶ ��6 NH �EBZ BOE 12��ʶ4�0 NH �EBZ
 SFTQFDUiWFMZ� ISPO iOUBLFT EVSiOH SBiOZ TFBTPO XFSF 15�1ʶ6�2 NH �EBZ 
BOE 14�1 ʶ 5�6 NH �EBZ
 SFTQFDUiWFMZ�

$PODMVTiPOT� ISPO iOUBLFT BNPOH SFQSPEVDUiWF BHFE XPNFO XFSF BGGFDUFE CZ MiWiOH BSFB BOE TFBTPO iO $BNCPEiB�
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̎ɽ೥ྸ ŋੑผ֊૚ผͷශ݂༗ප཰

2000 年、2005 年、2010 年にߦわれたΧンϘジアਓ
อ݈調ޱ （ࠪ$%)Sɿ$BNCPEiB  %FNPHSBQIiD BOE IFBMUI 
TVSWFZ）によると、ೕ༮͓ࣇよͼ೛৷可能年ྸ女性のශ
݂ጶױ཰は、それͧれ 64 ˋ ˰ 62 � ˰ 55 �、5� � ˰ 
4� � ˰ 44 � であり（ਤ 1）、これまでのӫཆڭҭ΍サ
プϦメントなͲによるශ݂ରࡦがޮ果を発شしていない
ことがਪ࡯される。また、その΄かの年ྸ૚に͓いても
ශ݂の危ݥ性は高いとਪଌされるが、΄とんͲ報告され

ていない。
ΧンϘジアでは、ࠃ内のྲྀ௨ܦ࿏がະだे分に発ୡし

ていないことから、஍Ҭによって৯生׆श׳がҟなるで
あΖうことは容қにਪ࡯できる。զ々は、૚化நग़法を
用いたԣஅ研究を200�年から200�年に実ࢪした。まͣ、
200� 年 �ʙ� ݄、北部の内཮஍ҬであるシΣムϦアップ
भとೆ部のւ؛஍ҬであるΧンϙットभに着目し（ਤ
2）、ॅਓを年ྸ͓よͼ性ผに合ܭ 6 つのΧςΰϦー（5
ະຬ、5ʙ14ࡀ �15ʙ4、ࡀ 、の೛৷していない女性ࡀ
15ʙ4� உ性、50ࡀ Ҏ上女性、50ࡀ Ҏ上உ性）に分ࡀ
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Figure ϭ

ਤ �ɹ ���� ೥ʙ���� ೥ʹ࣮͞ࢪΕͨΧϯϘδΞਓޱอ݈ௐࠪʹΑΔශ݂ͷ༗ප཰ͷมԽ
'JHVSF���1SFWBMFODF�PG�BOFNJB�JO�$BNCPEJB�%FNPHSBQIJD�BOE�)FBMUI�TVSWFZ�GSPN������UP�����
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:Phnom Penh
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Figure 2

ਤ �ɹௐࠪର৅஍ҬͰ͋ΔγΣϜϦΞοϓभͱΧϯϙοτभ
'JHVSF�� ɹ.BQ�PG�4JFN�3FBQ�BOE�,BNQPU�QSPWJODFT�JO�$BNCPEJB



ྨし、ΧςΰϦー͝とにແ作ҝにநग़した合ܭ 4
402 ໊
をର৅者として、ශ݂の༗病཰を調ࠪした。ର৅者には、
あらかじめ研究のझ͓ࢫよͼ方法をޱ頭͓よͼ文ॻでઆ
໌し、ྗڠをґ頼し、同ҙॻにอޢ者͓よͼ本ਓのॺ໊
を ಘ た。 本 研 究 は、$BNCPEiBO EUIiDT $PNNiUUFF GPS 
)FBMUI RFTFBSDI のঝ認をಘて実ࢪした。ශ݂の൑定基
४は、8)0 の൑定基४に४じた（ද 1）2）。஍Ҭؒの༗
病཰について、SPSS（SUBUiTUiDBM PBDLBHF GPS SPDiBM 
SDiFODFT
 7FSTiPO 1��0
 SPSS IOD� $IiDBHP
 6SA） を
用いてΧイೋ৐ݕ定をߦった。

Χンϙットभ͓よͼシΣムϦアップभに͓ける年ྸɾ
性ผの 6 つのΧςΰϦーผのශ݂༗病཰をਤ � にࣔし
た。ΧンϙットभよりもシΣムϦアップभの΄うが高い
༗病཰をࣔす܏向にあり、ಛに 5ʙ14 15ʙ、ڙࢠのࡀ
4� の女性、50ࡀ Ҏ上の女性に͓いてシΣムϦアップࡀ
भの方が༗ҙに༗病཰が高かった。ΧンϘジアに͓いて、
高ྸ者もශ݂の༗病཰が高く、ڙࢠ΍女性だけのެऺӫ

ཆ上の՝題ではないことが໌確になった。また、஍Ҭࠩ
も大きいことがࣔされた。

̏ɽ�మڧԽڕে͓Αͼে༉ͷࢢ৔౤ೖʹΑΔ஍
Ҭͷශ݂༗ප཰ʹٴ΅すӨڹ

北部の内཮஍ҬであるシΣムϦアップभとೆ部のւ؛
஍ҬであるΧンϙットभに着目し、ॅਓを年ྸ͓よͼ性
ผに合ܭ 6 つのΧςΰϦー（5 ະຬ、5ʙ14ࡀ 15ʙ、ࡀ
4� �の೛৷していない女性、15ʙ4ࡀ உ性、50ࡀ Ҏࡀ
上女性、50 Ҏ上உ性）に分ྨし、ΧςΰϦー͝とにࡀ
ແ作ҝにநग़した合ܭ 4
402 ໊（200� 年）͓よͼ 4
�1�
（໊200� 年）をର৅者として、ශ݂の༗病཰を調ࠪした。

మ化合෺をࢎਣ࢛ে͓よͼে༉は、ΤνϨンジアϛンڕ
用いて 40 NH FF�100 NM のమڧ化ڕে͓よͼమڧ化ে
༉を੡଄し、ଜのࢢ場΍঎ళなͲを௨じて 24 か݄ؒൢ
ചした。このؒ、ର৅஍Ҭのॅຽશ体にରして、మڧ化
った。஍Ҭߦしてߦҭもฒڭেɾে༉についてのӫཆڕ
ؒの༗病཰について、Χイೋ৐ݕ定をߦった。

24 か݄ؒのൢചの結果、ϕースラインのශ݂༗病཰
（ਤ �）と 24 か݄ؒのమڧ化ڕেൢചޙのශ݂༗病཰（ਤ
4）を౷ܭ学తにൺֱすると、Χンϙットभ͓よͼシΣ
ムϦアップभの 5ʙ14 よͼシΣムϦアップ͓ڙࢠのࡀ
भの 50 。Ҏ上の女性のශ݂༗病཰が༗ҙに௿Լしたࡀ
日常తなమڧ化ڕে͓よͼে༉のઁ取について研究νー
ムの؅理Լにஔかれていない一般ॅຽのൢࢢ੡඼のߪೖ
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Figure ϯ

ਤ �ɹ�γΣϜϦΞοϓभͱΧϯϙοτभͰͷශ݂༗ප཰（ϕʔεϥΠϯ）
'JHVSF��ɹ�1SFWBMFODF�PG�BOFNJB�BU�UIF�CBTFMJOF�JO�4JFN�3FBQ�BOE�,BNQPU

ද � ɹශ݂ͷ൑ఆج४
5BCMF�� ɹ$SJUFSJB�PG�BOFNJB�BNPOH�QPQVMBUJPOT

ශ݂൑ఆج४（݂தϔϞάϩϏϯೱ౓）

�������͔݄ྸͷೕ༮ࣇ ����H�M ະຬ

ڙࢠͷࡀ������� ����H�M ະຬ

೛৷͍ͯ͠ͳ͍ঁੑ
（Ҏ্ࡀ��）

����H�M ະຬ

உੑ（�� （Ҏ্ࡀ ����H�M ະຬ

�8)0ͷශ݂ڀݚάϧʔϓʹΑͬͯ����೥ʹใ͞ࠂΕͨ஋ʹ४͍ͯ͡Δ�ʣ



͓よͼ࢖用によって、஍Ҭのශ݂༗病཰が௿Լしている
ことは、非常にҙٛのある結果であると考える。

̐ɽ�৯ࣄௐࠪʹΑΔమઁऔྔͷقઅมԽ

ແ作ҝにબ୒した݈߁な೛৷可能年ྸの女性（O�2�0）
について、৯事ઁ取ྔを、͓قסよͼӍقに͓いてそれ
ͧれ 24 時ؒࢥいग़し法によりインタϏϡーし、そのう
֤ͪ஍Ҭ �0 ਓͣつのデータについて現時点でのධՁが
ऴྃした。

ද 2 に、ΧンϙットभとシΣムϦアップभのӍقとס
に͓けるΤωϧΪーઁ取ྔ、ओ要ӫཆ素͓よͼ৯෺ણق
ҡのઁ取ྔをࣔした。

のΤωϧΪーઁ取ྔ͓よͼ୸ਫ化෺のقよりもӍقס
ઁ取ྔが多く、またΧンϙットभの΄うがシΣムϦアッ
プभよりも࣭ࢷのઁ取ྔが多かった。

さらに、ශ݂にؔ࿈するӫཆ素として、మ͓よͼϏタ
ϛン $ のઁ取ྔを調΂た。

೛৷可能年ྸの女性に͓ける総మઁ取ྔ（ʶ TUBOEBSE 
EFWiBUiPO （S%））は、Χンϙットभ 16��ʶ11�� NH �EBZ 
͓よͼシΣムϦアップभ 1��2 ʶ 4�1 NH �EBZ であった。
に͓けるమઁ取ྔはそれͧれقס 14�4 ʶ ��6 NH �EBZ 
BOE 12�� ʶ 4�0 NH �EBZ であった。一方、Ӎقに͓ける
మઁ取ྔは、それͧれ 15�1ʶ6�2 NH �EBZ BOE 14�1ʶ5�6 
NH �EBZ であった。また、৯事中にؚまれるແػమのٵ
ऩをଅ進するϏタϛン $ のઁ取ྔについても調΂たと
こΖ、قסに͓けるϏタϛン $ ઁ取ྔ（ʶ S%）は、 Χ
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Figure 4

ਤ �ɹ�� ͔݄ͷమڧԽڕেൢചޙͷශ݂༗ප཰
'JHVSF��ɹ�1SFWBMFODF�PG�BOFNJB�BGUFS� MBVODIJOH� JSPO�GPSUJGJFE�GJTI�TBVDF�GPS�

���NPOUIT

ද �ɹ�� औྔௐࠪ݁Ռ（ୈઁࣄग़͠๏ʹΑΔ৯͍ࢥؒ࣌ �ใ）
5BCMF��ɹ�%JFUBSZ� *OUBLF�PCUBJOFE�CZ����)PVS�3FDBMM� *OUFSWJFXFE� JO�3FQSPEVDUJWF�"HFE�8PNFO�-JWJOH� JO�,BNQPU�

BOE�4JFN�3FBQ�1SPWJODF

ΤωϧΪʔ�（,DBM） λϯύΫ࣭（H） （H）࣭ࢷ ୸ਫԽ෺（H） ৯෺ણҡ（H）

Χϯϙοτ（O���） ����ʶ ��� ��.� ʶ ��.� 34.4ʶ��.� ���ʶ �� ��.� ʶ ��.�

قס 2079ʶ��� ��.� ʶ ��.� ��.� ʶ ��.� 393ʶ��� ��.� ʶ ��.�

Ӎق 2310ʶ��� ��.� ʶ ��.� ��.� ʶ ��.� 445ʶ��� ��.� ʶ �.�

γΣϜϦΞοϓ（O���） ����ʶ ��� ��.� ʶ ��.� 19.3ʶ�.� ���ʶ �� ��.� ʶ �.�

قס 1968ʶ��� ��.� ʶ ��.� ��.� ʶ �.� 377ʶ�� ��.� ʶ �.�

Ӎق 2342ʶ��� ��.� ʶ ��.� ��.� ʶ ��.� 454ʶ��� ��.� ʶ �.�



ンϙットभ 5��0 ʶ 40�� NH �EBZ、 シΣムϦアップभ
56�4 ʶ ���1 NH�EBZ であった。Ӎقに͓けるϏタϛン
$ ઁ取ྔは、それͧれ 46�1 ʶ ���� NH�EBZ ͓よͼ 26�� 
ʶ 20�� NH�EBZ であった。మのઁ取ྔ、Ϗタϛン $ の
ઁ取ྔともに஍Ҭ͓ࠩよͼقઅࠩがあり、その結果とし
てශ݂の༗病཰にもࠩが現れる可能性がࣔされた。

̑ɽޙࠓͷల๬

మڧ化ڕেがࢢ場にྲྀ௨することは、生׆श׳を大き
く変化さͤることなくΧンϘジアࠃ内のශ݂ጶױ཰を௿
Լさͤることができる༗用なઓུとなりうる。しかしな
がら、ΧンϘジアの஍Ҭॅຽはమܽ๡性ශ݂についての
஌識΍మઁ取の重要性の認識がे分ではないことから、
法཯です΂てのڕেにమがڧ化されるのではなく、ࢢ場
に੡඼が౤ೖされるだけという現状では、మڧ化ڕেの
ࠓ。される࡯೉であるとਪࠔങ૿加に結ͼつくことはߪ
 ڭにؔする߁েの༗用性をؚめたమと݈ڕ化ڧはమޙ
ҭ ŋ 発プログラムを開発し、஍Ҭॅຽにରしてల開しܒ
ていくことが重要となると考える。

本研究成果は、ඍྔӫཆ素学会（京都、2012）͓よ
ͼୈ 16 ճࡍࠃӫཆ学会（グラφダ、201�）でϙスター
発දした。現在、ࡍࠃ科学学ज़ࡶ誌に౤ߘするため、৯
事調ࠪ結果のղੳをさらに進ߦ中である。

ʻߟࢀจݙʼ

 1）  P LPOHGiMT
 % .PODIZ
 S SPXBUI
 ) 8FiOIFiNFS
 7 
$IBWBTiU
 : /BLBOiTIi
 , SDIVFNBOO� A DPNQBSBUiWF 
iOUFSWFOUiPO USiBM PO GiTI TBVDF GPSUiGiFE XiUI /BFF�
E%TA BOE FFS04�$iUSBUF iO iSPO EFGiDiFODZ BOFNiD 
TDIPPM DIiMESFO iO ,BNQPU
 $BNCPEiB� ┅┷┭┥ⓤ└┥┧⓲ⓤ┎⓲ⓤ
┇┰┭┲⓲ⓤ┒┹┸┶⓰ⓤ⓵⓻（⓶）⓰ⓤ⓶⓹⓴ô⓶⓹⓻⓰ⓤ⓶⓴⓴⓼

 2）  /VUSiUiPOBM BOBFNiBT� RFQPSU PG B 8)0 TDiFOUiGiD 
HSPVQ� (FOFWB
 8PSME )FBMUI 0SHBOi[BUiPO
 1�6�� 

（8)0 TFDIOiDBM RFQPSU SFSiFT
 /P�405）� AWBiMBCMF 
BU IUUQ���XIRMiCEPD�XIP�iOU�UST�8)0@TRS@405�QEG

1��1 年ɹ౦北大学೶学部৯ྐ化学科ɹଔۀ

1��� 年ɹ ౦北大学大学Ӄ೶学研究科博士՝ఔ前ظɹमྃ（৯ྐ化

学ઐ߈）

1��� 年ɹ  京都大学大学Ӄ೶学研究科৯඼޻学ઐ߈博士՝ఔظޙɹ

मྃ

1��� 年ɹ京都大学৯ྐ科学研究所講ࢣ（研究ؔػ研究һ）

1��� 年ɹ ͓ ஡のਫ女ࢠ大学生ڥ؀׆研究センター講ࢣ（研究ؔػ

研究һ）

1��� 年ɹ )VNBO /VUSiUiPO RFTFBSDI $FOUFS
 ILSI の PPTUEPDUPSBM 

RFTFBSDIFS としてত࿨女ࢠ大学大学Ӄ生ߏػ׆研究科

໦ଜ研究ࣨにग़向

2000 年ɹILSI JBQBO プログラムϚωージϟー

2000 年ɹ͓஡のਫ女ࢠ大学生ڥ؀׆センター講ࢣ（研究ؔػ研究һ）

2001 年ɹILSI $)P JBQBO プログラムϚωージϟー

2002 年ɹ)BSWBSE SDIPPM PG PVCMiD )FBMUI RFTFBSDI FFMMPX

2004 年ɹত࿨女ࢠ大学大学Ӄ生ߏػ׆研究科٬һ研究һ

2005 年ɹ ত࿨女ࢠ大学大学Ӄ生ߏػ׆研究科٬һ।ڭत（ϠϚβ

キパンد෇講࠲）

2010 年ɹࢠߕԂ大学ӫཆ学部ϑードデβイン学科।ڭत

2014 年ɹਓؒ総合科学大学ਓؒ科学部݈߁ӫཆ学科ڭत

ུྺ
த੢ɹ༝ࢠق（ͳ͔ʹ͠ɹΏ͖͜）ത࢜（೶ֶ）
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*OUFSOBUJPOBM�%BJSZ�'FEFSBUJPO�（*%'）�
8PSME�%BJSZ�4VNNJU�����

ʮࡍࠃཙ೶࿈ ʢໍ*%'ʣϫールυσイϦーαϛοτ
����ʯग़੮ใࠂ

ಊഭ　ढ़Ұ
ઇҹϝάϛϧΫࣜג会ࣾ

4)6/`*$)*�%04",0
.FHNJML�4OPX�#SBOE�$P�
�-UE�

.JML�4DJFODF�3FTFBSDI�*OTUJUVUF

ཙ೶࿈ໍ（I%F）ϫーϧドデイϦーサϛットࡍࠃ」 201�」が 201� 年 10 ݄ 2� 日ʙ11 ݄ 1 日にかけてԣ඿ࢢにて
開催された。I%F 日本ࠃ内ҕһ会と૊৫ҕһ会は「ڇೕの再認識ʵ฼なる大஍からのଃり෺ʵ」を౷一ςーϚに
げ、ಛผ講演会（10ܝ 分໺）、ϙスター発ද、ϫークショップ、లࣔ、ςクχΧϧπアー、͓ よͼࣾަߦ事を実ࢪした。

ಛผ講演会「ϫーϧドデイϦーϦーダーζϑΥーラム」では、ੈքをݗҾするϦーダーたͪから、ཙ೶ೕۀが௚
໘している՝題とରԠࡦについて講演があり、ࢀ加者で共༗化した。ಛผ講演会「ڙࢠとϛϧク」では、ڙࢠにڇ
ೕを༩える科学తࠜڌをࣔしたޙ、いくつかのࠃの୅දが֤ࠃで実ࢪしている学څߍ৯とڇೕఏڙの׆ಈ状況を報
告した。さらに、ӫཆ໘Ҏ֎のࣾ会文化తなڇೕのՁ஋についてもٞ論した。

ಛผ講演会「ӫཆと݈߁」では、ೕɾೕ੡඼ઁ取がもたらす༷々なӫཆ͓よͼ݈ޮ߁果、ಛにメタϘϦックシン
ドロームの཈੍΍ೕەࢎによる௎؅໔Ӹ੍ػޚ能について、ओとしてヒトでಘられた科学తࠜڌが発දされた。さ
らに、認஌঱༧๷なͲ新しく見ग़されたػ能、FA0 がݕ౼しているタンパク࣭の新しいӫཆՁධՁ法、ならͼに
。われたߦについても༗ҙٛな講演が܎問題とೕのӫཆとのؔڥ؀

ϙスター発දは໿ 2�0 ݅のԠืがあり、׆発な౼ٞがߦわれた。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

I%F （IOUFSOBUiPOBM %BiSZ FFEFSBUiPO）8PSME %BiSZ SVNNiU 201� XBT IFME iO :PLPIBNB
 JBQBO
 GSPN 0DU� 2� UP 
/PW� 1
 201�
 VOEFS UIF UIFNF “RFEiTDPWFSiOH .iML ”�  TIF JBQBOFTF /BUiPOBM $PNNiUUFF BOE UIF 0SHBOi[iOH 
$PNNiUUFF PSHBOi[FE 10 DPOGFSFODFT
 QPTUFS QSFTFOUBUiPOT
 XPSLTIPQT
 FYIiCiUiPOT
 UFDIOiDBM UPVST
 BOE TPDiBM FWFOUT�

TIF HMPCBM EBiSZ TFDUPS GBDFT UIF EiGGiDVMU EVBM DIBMMFOHFT PG IBWiOH UP SFEVDF iUT FOWiSPONFOUBM GPPUQSiOU XIiMF 
BU UIF TBNF UiNF SFTQPOEiOH UP TiHOiGiDBOU HSPXUI iO EFNBOE GPS EBiSZ QSPEVDUT ESiWFO CZ BO iODSFBTiOH XPSME 
QPQVMBUiPO� 8PSME EBiSZ MFBEFST QSFTFOUFE UIFiS TUSBUFHiFT UP NBOBHF UIFTF DIBMMFOHFT BU UIF DPOGFSFODF “8PSME 
%BiSZ LFBEFST FPSVN” �  TIF MFBEFST IiHIMiHIUFE UIF iNQPSUBODF PG DPOUiOVPVT iOOPWBUiPO UP EFWFMPQ OFX WBMVF�
BEEFE QSPEVDUT XIiMF BMTP SFEVDiOH UIF FOWiSPONFOUBM iNQBDU�

TIF DPOGFSFODF “$IiMESFO BOE .iML” FYQMPSFE IPX UIF EBiSZ TFDUPS DBO DPOUSiCVUF UP DIiMESFO `T IFBMUI
 OVUSiUiPO 
BOE FEVDBUiPO�  TIF DPOGFSFODF QSPWiEFE TDiFOUiGiD FWiEFODF UP TVQQPSU UIF QPTiUiWF FGGFDUT PG NiML BOE EBiSZ 
QSPEVDU DPOTVNQUiPO PO DIiME IFBMUI BOE OVUSiUiPO�  TIiT XBT GPMMPXFE CZ B HMPCBM PWFSWiFX BOE iOEiWiEVBM DPVOUSZ 
DBTF SFQPSUT GPS TDIPPM NiML QSPHSBNT BSPVOE UIF XPSME�  TIF CFOFGiUT PG TDIPPM NiML QSPHSBNT BSF OPU MiNiUFE UP 

ཁɹࢫ
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̍ɽ͸じΊʹ

ཙ೶࿈ໍ（IOUFSOBUiPOBM %BiSZ FFEFSBUiPO� I%F）ࡍࠃ
はཙ೶ೕۀքを୅දするੈքで།一の団体で、ࣾࡍࠃ会
に͓けるཙ೶ೕۀに共௨する՝題について問題ղܾを目
指す非Ӧར、非੓࣏団体である。I%F では問題ղܾの
ために、ຖ年、加ໍࠃのͪ࣋ճりでサϛットを開催し、
研究成果の発ද΍౼ٞをߦっている。日本は 1�56 年に
加ໍし、日本でのサϛット開催はࠓճが � ճ目である。

「―ೕの再認識―฼なる大஍からのଃり෺ڇ」年はࠓ
を౷一ςーϚとし、ಛผ講演会（10 分໺）、ϙスター発
ද、ϫークショップ、లࣔ、ςクχΧϧπアー、ࣾަߦ
事なͲがߦわれた。ྫ年、1
000 ໊前ޙのؔ܎者がੈք
年はࠓ、加するがࢀから集まり、༷々な分໺にࠃ֤
2
000 ໊を௒えるࢀ加者が集まった。

̎ɽαϛοτ֓ཁ

会ظɿฏ成 25 年 10 ݄ 2� 日ʙ11 ݄ 1 日
会場ɿ パシϑィコԣ඿、ԣ඿ϕイϗςϧ౦ٸ、ϤコϋϚ

グランドインターコンνωンタϧϗςϧ、ԣ඿ࢢ
ҭ会ؗ、ԣ඿ロイϠϧパークϗςϧڭ

ओ催ɿ ࡍࠃཙ೶࿈ໍ日本ࠃ内ҕһ会
共催ɿ ࡍࠃཙ೶࿈ໍ
ް ԉɿޙ 生労ಇল、೶ྛਫ࢈ল、ԣ඿ࢢ、（ಠ）೶சۀ࢈

ৼߏػڵ

̏ɽϓϩάϥϜ֓ཁ

10 ݄ 2� 日ɿ 開会ࣜ、I%F ϑΥーラム、(%AA（TIF 
(MPCBM %BiSZ AHFOEB GPS ADUiPO）（׆ڥ؀
ಈ進௙報告）

10 ݄ 2� 日ɿ ಛผ講演会 1 ɹデイϦーϦーダーζϑΥー
ラム、ಛผ講演会 2 ɹཙ೶੓ࡦɾࡁܦ

10 ݄ �0 日ɿ ಛผ講演会 2 ɹཙ೶੓ࡦɾࡁܦ、ಛผ講演
会 � ɹཙ೶科学ɾೕٕۀज़、ಛผ講演会 4 ɹ
とϛϧクڙࢠ

10 ݄ �1 日ɿ ಛผ講演会 5 ɹՈசの݈߁ɾ෱ࢱ、ಛผ講
演会 6 ɹ೶場؅理、ಛผ講演会 � ɹӫཆɾ
� ಛผ講演会、߁݈ ɹϚーέςィング

11 ݄ 1 日ɿ ಛผ講演会 � ɹӫཆɾ݈߁、ಛผ講演会 � ɹ
Ϛーέςィング（ࢢ場࡯ࢹ）、ಛผ講演会 � ɹ
ಛผ講演会、ڥ؀ 10 ɹ৯඼҆શ

̐ɽ։ձࣜ֓ཁ

ळࣰٶ఼Լ、ྛ๕ਖ਼೶ྛਫ࢈大ਉ、ྛ文ࢠԣ඿ࢢ長ら
の͝དྷෂを͓ܴえし、ࡍࠃཙ೶࿈ໍϫーϧドデイϦーサ
ϛット 201�（I%F 8%S 201�）が࢝まった。ւ໺研一（ࠃ
ࡰ内ҕһ会（JI%F）会長）よりओ催者ѫࠃཙ೶࿈ໍ日本ࡍ
があり、Ҿき続いてळࣰٶ఼Լの͓ݴ༿をいただいた。
さらに、ྛ೶ྛਫ࢈大ਉのॕࣙ、I%F 会長の JFSFNZ )iMM
のѫࡰ、ྛԣ඿ࢢ長のॕࣙがあった。続いて、中໺٢晴

（日本ೕڠۀ会会長、ઇҹメグϛϧク᷂୅ද取క໾ࣾ長）
のѫࡰがあり、ా中要 201� サϛット૊৫ҕһ会ҕһ長

iNQSPWFE DIiMESFO `T IFBMUI BOE OVUSiUiPO CVU BMTP iODMVEF iOUFMMFDUVBM BOE FEVDBUiPOBM PQQPSUVOiUiFT�
TIF DPOGFSFODF “/VUSiUiPO BOE )FBMUI” GPDVTFE PO UIF CFOFGiUT PG NiML GPS IVNBO OVUSiUiPO BOE IFBMUI
 XIiDI 

VOGPSUVOBUFMZ GFX NFEiDBM QSPGFTTiPOBMT
 MFU BMPOF DPOTVNFST
 USVMZ VOEFSTUBOE�  AGUFS SFWiFXiOH UIF QPTiUiWF 
FGGFDUT PG EBiSZ QSPEVDUT PO UIF SFEVDUiPO PG NFUBCPMiD TZOESPNF SiTL
 FQiEFNiPMPHiDBM SFTVMUT XFSF QSFTFOUFE 
GPDVTiOH PO UIF WBSiFUZ PG GPPE DVMUVSFT BSPVOE UIF XPSME� TIF CFOFGiUT PG EBiSZ QSPEVDUT PO iOUFTUiOBM IFBMUI BOE 
HVU NiDSPCiPUB XFSF EiTDVTTFE
 GPDVTiOH QBSUiDVMBSMZ PO UIF iNNVOF GVODUiPOT PG UIF HVU�  TIiT DPOGFSFODF QSPWiEFE 
OFX BOE EFUBiMFE GiOEiOHT PO UIF IFBMUI CFOFGiUT PG EBiSZ
 TVDI BT QSFWFOUBUiWF FGGFDUT PO UIF PDDVSSFODF PG 
iOGFDUiPO
 EFNFOUiB
 BOE IFBU TUSPLF�

0UIFS iNQPSUBOU UPQiDT XFSF BMTP EiTDVTTFE
 GPDVTiOH PO EBiSZ QSPUFiO RVBMiUZ
 EBiSZ OVUSiUiPO BOE TVTUBiOBCiMiUZ�  
TIFTF QSFTFOUBUiPOT XFSF QBSUiDVMBSMZ iNQPSUBOU BT UIFZ IFMQ VT UP SFEiTDPWFS UIF WBMVF PG NiML BOE EBiSZ QSPEVDUT 
BOE UIFZ DBO IFMQ QSPWiEF TPMVUiPOT GPS CPUI DVSSFOU BOE GVUVSF XPSME IFBMUI iTTVFT�

ASPVOE 2�0 QPTUFST XFSF TVCNiUUFE GSPN �4 DPVOUSiFT�  PBSUiDiQBOUT FOHBHFE iO BDUiWF EiTDVTTiPOT CFUXFFO 
QSFTFOUBUiPOT�
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が大会એݴをߦった。
アトラクションのޙ、日本のཙ೶ۀ࢈のྺ࢙について

細໺ͻΖΈ（౦京大学）からプϨθンςーションがߦわ
れ、開会ࣜはऴྃした。

ҎԼ、ච者がࢀ加したものについて簡୯に報告する。

̑ɽ�ಛผߨԋձ �ɹσΠϦʔϦʔμʔζϑΥʔϥϜ

がෆ଍څڙが૿加し、ೕのޱ発లに൐いੈքのਓࡁܦ
するݒ೦がある。一方、ڥ؀にٴ΅すཙ೶のӨڹはແࢹ
できない。ڥ؀ෛՙを௿ݮしつつ、ੈքతなೕのध要を
࿫うために、ੈքతなࢹ点のΈならͣ஍Ҭతࢹ点と調࿨
しながら問題ղܾしていかねばならない。

本ಛผ講演会では、ੈքをݗҾするཙ೶ೕۀքのϦー
ダーが上هのような՝題についてそれͧれの考えを൸࿐

し、ࢀ加者શһで共༗化した。ࠓճはҎԼの � ໊の方々
か ら 講 演 を い た だ い た。 す な わ ͪ、%FOOiT JÖOTTPO

（PSFTiEFOU BOE $E0
 TFUSB PBL (SPVQ
 ス΢Σーデン）、
PFEFS TVCPSHI （$E0
 ASMB FPPET BNCB
 デンϚーク）、
:iQiOH SVO（$E0
 .FOHOiV %BiSZ (SPVQ $P�
 LUE
 中

JFSSZ ,BNiOTLi（EYFDVUiWF 7iDF PSFTiEFOU、（ࠃ LBOE 0`
LBLFT
 IOD�
 米ࠃ）、%iOP %FMMP SCBSCB （PSFTiEFOU BOE 
$00
 SBQVUP IOD�
 Χφダ）、TIFP SQiFSiOHT（$E0
 FPOUFSSB 
$P�PQFSBUiWF (SPVQ LiNiUFE
 χϡージーランド）、ઙ໺
ໜଠ࿠（一般ࣾ団法ਓ Jôϛϧク会長、໌࣏ϗーϧディ
ングス᷂୅ද取క໾ࣾ長）である。

֤Ϧーダーは、それͧれの会ࣾ΍団体の紹介をしたޙ
に、՝題とରԠࡦについてड़΂た。֤Ϧーダーの共௨し
た認識は、
ᶃɹ ੈ քਓޱが、ಛに開発్上ࠃで૿加し、それに൐い

༏れたӫཆݯであるೕへのध要が高まる。また、ೕ
のӫཆ݈ػ߁能にؔする認識も޿がる。

ᶄɹ ࣋続可能なཙ೶ೕۀを目指すために、ফඅ者、ཙ೶
Ո、ೕۀメーΧー、஍Ҭࣾ会とのコϛϡχέーショ
ンをਂめること、ならͼにڥ؀ෛՙを௿ݮさͤるこ
とが必要である。

ᶅɹ ৯඼҆શの確อはੈքతな՝題であり、I%F はϦー
ダーシップを発شす΂きである。

ᶆɹ ফඅ者の݈ࢤ߁向΍χーζの多༷化にԊうような෇
加Ձ஋の高い঎඼開発΍ڥ؀ෛՙ௿ݮに向けて、ܧ
続తなٕज़ֵ新に取૊Ή必要がある。

なͲであった。

̒ɽಛผߨԋձ �ɹڙࢠͱϛϧΫ

本ಛผ講演会では、ڙࢠのӫཆɾ݈߁໘΍学ڭߍҭに
ରし、ཙ೶ɾೕۀがͲのようにد༩できるか、աڈɾ現
在の研究ɾ調ࠪ結果からকདྷのあり方について発දとٞ
論をߦった。

（�）�ηογϣϯ �ɹڙࢠͷӫཆͱϛϧΫ�⼟ڇʹڙࢠ�ೕ
を༩͑ΔՊֶతࠜڌ

1） ೕ੡඼ઁ取によるখࣇɾ੨年ظの৺݂؅୅ँへの
ޮ果（基調講演）

LZOO .PPSF
（#PTUPO 6OiWFSTiUZ
 米ࠃ）
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ɹɹɹɹɹ#Z�DPVSUFTZ�PG�+*%'

ࣸਅ �ɹܴ׻Ϩηϓγϣϯɹ ��݄ �� 日ɺׂڸΓ
1IPUP�� ɹ�8FMDPNF� SFDFQUJPO
�0DU�� ��
�,BHBNJXBSJ�

$FSFNPOZ
� #Z�DPVSUFTZ�PG�+*%'



のメタϘϦックシンドローム（.S）が大ਓࠒのڙࢠ
になってからの౶೘病΍৺ଁ病のҾきۚになっている。
%AS)（%iFUBSZ AQQSPBDI UP SUPQ )ZQFSUFOTiPO）৯は
高݂ѹを༧๷するために米ࠃで開発された৯事パターン
であり、໺ࡊ、果෺、௿ࢷ๱ೕ、φッπなͲを多くؚΉ
৯事である。この %AS) ৯とڙࢠのංຬ༧๷とのؔ܎
について調ࠪした。その結果、ೕઁ取が多いڙࢠ΄Ͳ体
ೕでࢷ๱ೕでもશࢷ๱཰΍ෲғが༗ҙに௿かった。௿ࢷ
もこのޮ果にࠩはなかった。また、ංຬࣇに͓いてはೕ
ઁ取が多い（24ʙ�5 ճʗि）方が༗ҙに࣭ࢷҟ常者は
少なかった。Ҏ上より、ڙࢠのࠒからೕをؚΉ݈߁తな
৯事をઁ取していると、成長してからも݈߁తな生׆を
ૹることができると結論した。
2）日本の学څߍ৯（学څ）に͓けるڇೕの໾ׂ

ੴా༟ඒ
（女ࢠӫཆ大学）

౦京͓よͼԬ山のখ学 5 年生 �1� ໊に � 日ؒ（2 日は
学څのある日、1 日は学څのない日）の৯事調ࠪをߦっ
た。学څのある日とない日で、大きなࠩが認められたӫ
ཆ素は、உ女とも $B、Ϗタϛン #1（7#1）、/B であり、
$B ͓よͼ 7#1 は学څのある日で༗ҙに高く、/B は学
。のない日で༗ҙに高かったڅ

ઁ取した৯඼では、உ女とも学څのない日では、໺ࡊ
は༗ҙに௿く、ҿྉは༗ҙに高かった。ݦஶなࠩはೕɾ
ೕ੡඼ઁ取ྔであり、学څのある日はない日にൺ΂て、
1��ʙ2�� 倍多かった。Ϡセئ๬のڧい女ࢠでは、「ڇೕ
をҿΉとଠる」というؒҧった෩ධにӨڹされている可
能性がある。
�） 日本ਓೕࣇɾখࣇでのΧϧシ΢ム͓よͼϏタϛン %

ܽ๡の問題
ࢠߒۄࣇ

（ఇ京ฏ成大学）
日本では $B ͓よͼϏタϛン %（7%）のઁ取ෆ଍に

よる、くる病とͻきつけが૿加している。また、少し年
ྸが上がるとંࠎが૿加する。೛්、तೕ්、ڙࢠ、ಛ
に中学生Ҏ上の੨年ظに͓いてڇೕઁ取ྔを૿΍し、日
ޫをཋͼるӡಈをߦうことをڧくਪ঑する。

（�）�ηογϣϯ �ɹੈքͷֶڇߍೕ（ֶೕ）ࡦࢪͷ঺հ
ͱల๬

にؔするੈքڅは学（FA0）ؔػۀ࿈合৯ྐ೶ࡍࠃ
తな再調ࠪ（前ճは 1��0 年୅初め）を実ࢪして͓り、

I%F も FA0 の調ࠪにશ໘ྗڠしている。そこで、ここ
ではいくつかのࠃに͓ける学څとそこにఏڙされるڇೕ

（学ೕ）の実ଶについて事ྫ報告がߦわれた。
1）I%F�FA0 による学ڇߍೕにؔする調ࠪ結果の報告

JVEiUI #SZBOT
（TIF %BiSZ $PVODiM 6,
 ӳࠃ）

演者は FA0 にྗڠして׆ಈしている I%F アクション
νームのϦーダーであり、FA0 の調ࠪ結果について報
告した。61 かࠃからճ౴があり、現在ղੳ中であるた
め、ࠓճは中ؒ結果のΈの報告となった。ओなϙイント
は、ᶃɹ学ೕఏڙの �1 ˋはແྉでఏڙされて͓り、そ
の �� ˋはখ学生をର৅としている。ᶄɹ学ೕఏڙの 52 
ˋはิॿۚによって࿫われ、その多くはখ学生を、次い
でখ学ߍ前の༮ࣇをର৅としている。ᶅɹ学ߍに͓ける
ೕよりଞのҿڇ、ೕとଞのҿྉにؔするফඅ実ଶではڇ
ྉを΍΍多く、あるいはかなり多くҿΉ܏向があった。

さらに、日本（中ᖒ弥ࢠɿ長໺ݝ୹ظ大学）、中ࠃ（马 ף
生ɿ中࣬ࠃ病预๷੍߇中৺  营䟙༩৯඼҆શ所）、ϙー
ランド（AHOiFT[LB .BMiT[FXFTLB� PPMiTI .iML $IBNCFS）、
Ϟロッコ（ANKFE ADIPVS� FPOEBUiPO $FOUSBMF LBiUiÈSF 
QPVS MB /VUSiUiPO EF I `EOGBOU）、タイ（8BODIBi SVXBO�
OBUF� TFUSB PBL）、メキシコ（LBVSB 7BSHBT $BSSiMMP� 
SiTUFNB /BDiPOBM QBSB FM %FTBSPMMP IOUFHSBM EF MB FB�
NiMiB）、͓よͼ E6（.BSFiLF PSFMMFS� EVSPQFBO %BiSZ 
ATTPDiBUiPO）に͓ける学څと学ೕの事ྫ報告がߦわれ
たが、誌໘の都合上、ׂѪする。

（�）�ηογϣϯ �ɹӫཆҎ֎ͷޮՌ�r�ֶߍʹ͓͚Δೕ
ͱཙ೶ͷՁ஋ݟൃ࠶

໘の向߁がೕɾೕ੡඼をઁ取するҙٛは、ӫཆ݈ڙࢠ
上にあることはいうまでもない。しかし、ೕのՁ஋はそ
れにཹまらない。ڙࢠの৘緒ҭ成΍ڙࢠを取りғΉࣾ会
とのؔわりをਂめる、といったࣾ会文化໘でのՁ஋があ
る。セッション�ではそのようなࣾ会ɾ文化໘に着目した。
1）日本に͓けるཙ೶ڭҭϑΝームの׆ಈ

ా中博೭
（早Ҵా大学）

日本の学څに͓ける問題点として、৯΂࢒し΍、৯΂
෺΍その作り手にରするँײのͪ࣋ؾがܽける点がڍげ
られる。そこで、近ྡのཙ೶Ոと࿈ܞし、ཙ೶実श（ࡡ
ೕ、ブラッシング、Τサ΍り、ਗ਼૟）をߦい、そのײ૝
文をॻき（ޠࠃ）、ҹ৅をֆにඳき（ඒज़）、ೕのӫཆを
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学शし（生׆）、生命のଚݫを学Ϳ（道ಙ）、という総合
学श科目をཱҊした。খ学ߍ 1 年生͓よͼ 2 年生をର
৅に試ݧతに実ࢪしたとこΖ、΢シの体にؔする஌識が
૿え、΢シの命の変化を஌り、ཙ೶Ո΍΢シにରするײ
ँのͪ࣋ؾがҭまれた。そのͤいで、1 年生では学शޙ
には৯΂࢒しがݦஶにݮ少した。
2） ϑΥンςラࣾによるখ学ߍへのڇೕແྉ഑෍׆ಈ

の紹介
$BSMZ RPCiOTPO

（FPOUFSSB
 χϡージーランド）
�）ロシアに͓ける学ڇߍೕにؔ࿈するイϕントの紹介

:VMiB LBTiUTB
（TFUSB PBL
 ロシア）

2）͓よͼ �）の講演では、χϡージーランドならͼ
にロシアに͓ける学ೕの׆性化について、׆ಈ状況を報
告した。学ೕ੍度にҧいはあるものの、Ͳͪらのέース
もೕۀメーΧー、ཙ೶Ո、਌、ࢣڭ、஍Ҭࣾ会が一体と
なった取り૊Έ΍イϕントをߦうことで૬ޓ理ղがਂま
り、ڇೕをҿΉことの重要性を認識さͤるޮ果があった。

̓ɽಛผߨԋձ�� ɹ݈߁ӫཆ

本ಛผ講演会は 2 日ؒにわたり、4 セッションでߏ成
された。このうͪセッション 4 は、Jô.iML がओ࠻する

科学会߁ೕೕ੡඼݈ڇ」 （ٞೕの学ज़࿈合）」との共催で、
高ྸ者ӫཆについて発දと౼ٞをߦった。ここでは、
セッション 1ʙ� について報告する。セッション 4 につ
いては本誌 2� ทにผ్報告があるのでࢀরされたい。

（�）�ηογϣϯ �ɹϝλϘϦοΫγϯυϩʔϜʹ͓͚
Δೕ製඼ͷར఺

1） ୅ँ調અ͓よͼメタϘϦックシンドロームの発঱
Ϧスクにٴ΅すڇೕɾೕ੡඼のӨڹ（基調講演）

AOHFMP TSFNCMBZ
（LBWBM 6OiWFSTiUZ
 Χφダ）

ංຬ者のྔݮରࡦでしばしば問題となるのがϦό΢ン
ドである。ೕ੡඼をઁ取すると (I ஋をԺ΍かに上ঢさ
ͤ、Ώる΍かに௿Լさͤることから、ൺֱత҆定した
(I ஋となる。このことが৯欲を݈߁తに཈え、Ϧό΢
ンドͤͣ体重をҡ࣋することに༗ޮであると報告した。

ೕɾೕ੡඼ઁ取とメタϘϦックシンドロームɿڇ （2
ϑランスでの前向き研究（%�E�S�I�R� 研究）

FSÉEÉSiD FVNFSPO
（6OiW� PBSiT %iEFSPU
 ϑランス）

�） ؖ ೕɾೕ੡඼ઁ取とメタϘϦックڇਓに͓けるࠃ
シンドローム

)ZPKFF JPVOH
（SFPVM /BUiPOBM 6OiWFSTiUZ
（ࠃؖ 

4） 日本ਓに͓けるڇೕɾೕ੡඼ઁ取とメタϘϦック
シンドローム

上੢一߂
（女ࢠӫཆ大学）

Ҿ き 続 き、FSÉEÉSiD FVNFSPO（6OiW� PBSiT %iEFSPU
 
ϑランス）、)ZPKFF JPVOH（SFPVM /BUiPOBM 6OiWFSTiUZ
 
がೕઁ取と（ӫཆ大学ࢠ女）߂よͼ上੢一͓、（ࠃؖ
.S ཈੍ޮ果のؔ܎について֤ࠃで実ࢪしたӸ学調ࠪの
結果を報告した。いͣれの発දでも、ೕઁ取ྔが多く、
$B ઁ取ྔが高いਓ΄Ͳ .S のϦスクが௿かった。アジ
アではϤーロッパにൺ΂てೕઁ取ྔが少ないためか、உ
女ผでは女性でのޮ果がݦஶであったのにରし、உ性で
は༗ҙࠩがつかなかった。ただし、உ性でも高݂ѹにର
しては໌確な཈੍ޮ果を認めた。
Ϧスクױ࣬ثೕɾೕ੡඼のઁ取と॥؀ڇ（5

中ଜඒӵࢠ
（඿দҩ大）

ࠃ、Ϧスクについてױ࣬ثೕɾೕ੡඼のઁ取と॥؀ڇ
内֎の論文をもとにϨϏϡーした。
6） ೕ੡඼ઁ取とܰ度のຫ性Ԍ঱ɿそのਅِはʁ（基調

講演）
#FOPiU LBNBSDIF

（LBWBM 6OiWFSTiUZ
 Χφダ）
.S ؔ࿈のϚーΧーとなるサイトΧイン（$RP
 ILô6
 

T/FôЋ）とೕઁ取のؔ܎をաڈの文ݙを࢖って調΂た。
ೕઁ取がԌ঱をଅ進するという報告は 1 ݅もなかった
が、߅Ԍ঱ޮ果があるとの報告とແؔ܎という報告が
൒々であり、ޙࠓさらなる研究のੵΈ重ねが必要である。
�）高݂ѹɾ೴ଔ中の༧๷に͓けるೕ੡඼の༗ӹ性

ү博߁
（大ࡕ大学）

日本ਓの৯事は $B ઁ取が௿く、/B ઁ取が高い。し
かし、日本ਓでも $B ઁ取ྔを 100 NH� 日૿΍すと、ऩ
ѹがԼがった。$B݂ظॖ がे分取りࠐまれるとᢄଁか
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ら /B のഉग़がଅされ、その結果、݂ٿ容ੵが௿Լし݂
ѹがԼがると考えられる。一方、$B ઁ取は೴ଔ中のϦ
スク௿Լにも༗ޮであり、݂ѹがਖ਼常になるために೴ଔ
中になるϦスクもԼがる。ނに、ೕɾೕ੡඼ઁ取は高݂
ѹ΍೴ଔ中の༧๷にదしている。
�） ϤーグϧトのϗΤイタンパク࣭ྔを૿΍すと、┭┲ⓤ┺┭┸┶┳

ではফ化性が変化し、┭┲ⓤ┺┭┺┳ ではຬෲײを高める
SZMWiF TVSHFPO

（LBWBM 6OiWFSTiUZ
 Χφダ）
ճのサϛットでは、ϙスター発දとしてԠืされたࠓ

ものの中から、新ن性が高く、重要な஌見をؚΈ、૊৫
ҕһ会のԼに૊৫されたプログラムখҕһ会が必要と൑
அしたものにޱ頭発දのػ会を༩えた。本発දはϙス
ター発දの中からબばれたものである。ରর（Χθインʗ
ϗΤイタンパク࣭（$�8）� 2�� 、௨常のϤーグϧト）、
$�8 � 1�5 としたϤーグϧト、Χθインʗ৯෺ણҡ � 
2�� のϤーグϧトを試作した。20 ໊の݈常உ性にこれら
の試作ϤーグϧトをؚΉ৯事をઁ取さͤ、1 日にઁ取し
た৯事શ体のΤωϧΪーをଌ定した。ରরとした௨常
Ϥーグϧトの場合にൺ΂、$�8 � 1�5 のϤーグϧトをઁ
取した܈ではઁ取ΧロϦーが༗ҙに௿かった。また、
$�8 � 1�5 のϤーグϧトではң内ཹ࢒෺がଞより多く、
Ώる΍かにফ化された。このようなΏる΍かなফ化がຬ
ෲײをもたらし、ઁ取ΤωϧΪーを཈えたと考えられ
た。

（�）�ηογϣϯ �ɹ௎ͷ݈߁ͱ௎಺ٴʹەࡉ΅すೕ製
඼ͷӨڹ

1） ௎内細ە、プロόイΦςィクスと௎؅໔Ӹܥ―そ
の૬ޓ作用と݈߁（基調講演）

上໺઒म一
（౦京大学໊༪ڭत）

௎内ەは௎؅໔Ӹ細胞と૬ޓ作用し、զ々の݈߁をҡ
は௎؅໔ӸのϗメΦスタシەしている。さらに、௎内࣋
スをҡ࣋し、IHA し、アϨϧΪー൓Ԡを཈えڧ生を૿࢈
るಇきも୲っている。プロόイΦは IHE 、生を཈え࢈
Ϛスト細胞の୤ᰒཻを཈੍することで、アϨϧΪーにな
りにくくしている。
2） プロόイΦςィクスの࠷ઌ୺―ラςンアメϦΧの

状況（基調講演）
RiOB (PO[BMF[ $FSWBOUFT

（6OiWFSTiEBE AVUPOPNB .FUSPQPMiUBOB
 メキシコ）

ೆ米に͓けるプロόイΦ研究の方向性は、プロόイΦ
とそれをؚΉ新঎඼੡଄ٕज़にؔする生理త、分ࢠ論త
取り૊Έ、ೆ米࢈ݪのە分཭とそのプロόイΦػ能がओ
なもので、アϧθンνン、ブラジϧ、メキシコなͲでߦ
われている。
�）日本に͓けるػ能性Ϥーグϧト研究の発ల

ᜊ౻஧෉
（౦北大学）

日本にはԤ米とはҟなるಛ定อ݈用৯඼の੍度があ
り、ओ要な঎඼に࢖用されているプロόイΦとૌٻされ
ているػ能を紹介した。কདྷతには、ݸ々ਓの௎内ە૓
に合わͤたΦーダーメイドのϤーグϧトが๬まれる。
4） ೕࣇの௎内ە૓ɿ݈߁と࣬ױに͓けるプϨόイΦ

ςィクスの作用
JBO ,OPM

（8BHFOiOHFO 6OiWFSTiUZ
 Φランダ）
新生ࣇは基本తにແەの状ଶであるが、֎քに઀৮す

ると௎内ە૓がܗ成される。このە૓ܗ成は生ҭしてか
らの݈߁に大きくӨڹする。ҭࣇ用คೕにプϨόイΦと
してΦϦΰ౶を഑合すると฼ೕӫཆࣇにࣅたە૓にな
り、໔Ӹܥも発ୡする。アϨϧΪーྺのある਌から生ま
れた新生ࣇ（ϋイϦスクࣇ）にプϨόイΦఴ加คೕを༩
えると、アϨϧΪー発঱Ϧスクが 10 ˋ௿Լし、このޮ
果は 5 。された࣋になってもҡࡀ
5）プロόイΦςィクスの༗ӹな作用と৯඼へのԠ用

$BUIFSiOF SUBOUPO
（TFBHBTD FPPE RFT� $US�
 アイϧランド）

$LA 高生ە࢈をϚ΢スに༩えると؊ଁ中の EPA ΍೴
中の %)A ྔが高まった。(A#A 高࢈生ەを༩えると、
された。また、EPSڧෆ҆ޮ果が૿߅ 高生ە࢈では݂
ਗ਼コϨスςローϧがԼがり、便中へのコϨスςローϧഉ
ग़が૿えた。プロόイΦは一般తに生࢒性が௿く、生࢒
性を向上さͤるために必要なגەのબ定、഑合の޻෉、
੡଄৚݅のݕ౼についてもղઆした。

本講演Ҏ߱は、ϙスター発දからબばれたもので、日
本のೕۀメーΧー（৿Ӭೕ࣏໌、ۀ、ઇҹメグϛϧク、
Ϡクϧト本ࣾ）が実ࢪした֤ࣾओ要発߬੡඼のヒト試ݧ
結果が発දされた。

（�）ηογϣϯ �ɹೕͱ݈߁ʹؔすΔকདྷͷํ޲
本セッションは � 分໺からߏ成され、࠷初はೕタンパ

ク࣭の࣭（ӫཆՁ）にؔする新しいධՁ方法、次いでೕ
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の新しい݈ػ߁能、ޙ࠷にڥ؀とೕのӫཆとのؔ܎につ
いて講演がߦわれた。

ʻλϯύΫ࣭ͷ࣭（ӫཆՁ）ؔ࿈ʼ
1）タンパク࣭の࣭にؔするධՁ方法

%BOiFM TPNÈ
（AHSP PBSiT TFDI
 ϑランス）

ैདྷ、৯඼タンパク࣭の࣭は、P%$AAS（QSPUFiO 
EiHFTUiCiMiUZ�DPSSFDUFE BNiOP BDiE TDPSF）法を用いてධ
Ձされてきた。この方法は、便でଌ定したタンパク࣭のফ
化཰でิਖ਼したアϛϊࢎスコアである。P%$AAS � 100 
は੍ݶアϛϊࢎが少なくとも 1 、あることをҙຯしݸ
P%$AAS ʾ 100 は੍ݶアϛϊࢎがないことをҙຯする。
100 Ҏ上の場合、P%$AAS � 100 とする。しかし、便で
のଌ定は多くの場合ਖ਼確さにܽけ、P%$AAS ʾ 100 の
৯඼タンパク࣭（ྫ、ಈ෺性タンパク࣭）ؒのൺֱがで
きないなͲの問題が指ఠされていた。このような問題点
をվྑする目తで、FA0 は新たに %IAAS（EiHFTUiCMF 
iOEiTQFOTBCMF BNiOP BDiE TDPSF）法をఏҊした。この方
法では、ফ化཰をճ௎に͓けるଌ定஋からࢉग़する。ྫ
えば、ೕタンパク࣭のফ化཰は、便からٻめると �6 
ˋ、ճ௎からٻめると �5 ˋ、大౾タンパク࣭では、そ
れͧれ �5 ˋ͓よͼ �1 ˋ、খഴグϧςンでは、それͧ
れ �� ˋ͓よͼ �0 ˋとなる。ޙࠓは、P%$AAS 法を
%IAAS 法にஔき׵えるために必要なデータの஝ੵが重
要となる。
2） ΢シはͲのようにして非可৯௿࣭なタンパク࣭を

高࣭なೕタンパク࣭にޮ཰తに変׵しているのか
TPPO WBO )PPiKEPOL

（8BHFOiOHFO 6OiWFSTiUZ
 Φランダ）
΢シにࣂྉを༩えて೑΍ೕを生࢈さͤるより、ヒトが

௚઀ࣂྉ作෺をઁ取した方がޮ཰తだというٞ論があ
る。しかし、΢シのࣂྉのうͪヒトが実ࡍに৯΂ること
ができる部分は一部でしかない。΢シはヒトがઁ取でき
ないࣂྉを、ヒトがઁ取できるӫཆతにۃめて༏れた৯
඼に変׵する。ڇೕとしてઁ取すれば、ΤωϧΪーࢉ׵
で �5� ˋ、タンパク࣭ࢉ׵では 4�� ˋもの高い変ޮ׵
཰となる。しかし、この高い変׵཰も、΢シのࣂҭ方法
΍ೕ生࢈性により大きく変わる。΢シのഇغ෺をݮらし、
しつつ、΢シݮෛՙを௿ڥ؀ 1 頭あたりのೕ生ྔ࢈を૿
΍すことが重要となる。

ʻೕͷ৽͍͠ػೳؔ࿈ʼ
છ༧๷の可能性（基調ײೕタンパク࣭による௎内ڇ （1

講演）
ܟؙٛۚ

（ෞ大学ذ）
୤ࢷνーζϗΤイをϚイクロϑィϧトϨーション

（.F）ॲ理した時にಘられるϦςンςートը分には΢
シ IH(、ラクトϑΥϦン（LQI）、͓よͼラクトアドϔ
Ϧン（LBI）がؚまれる。これらにはヒトロタ΢ィϧス
にରするྗڧなײછ཈੍ޮ果がある。
2） ஍Ҭ高ྸॅຽに͓けるڇೕɾೕ੡඼のઁ取と認஌

঱発঱とのؔ࿈
খᖒະԝ

（۝भ大学）
高ྸ者の৯事パターンを分ྨし、その中でೕɾೕ੡

඼、大౾、໺ࡊ、ւ૲ઁ取が高く、米のઁ取が௿い৯事
パターンで、౶೘病を発঱していなければ、アϧπϋイ
Ϛー͓ܕよͼ೴݂؅性認஌঱ともに発঱Ϧスクがଞの৯
事パターンにൺ΂て༗ҙに௿かった。さらに、ೕɾೕ੡
඼のઁ取頻度とのؔ܎を調΂、ೕɾೕ੡඼のઁ取頻度が
高い΄ͲアϧπϋイϚーܕ認஌঱では༗ҙに௿く、೴݂
؅性認஌঱では༗ҙではなかったが௿い܏向であった。
�） ӡಈトϨーχング中のϛϧクઁ取が、体Թ調અ能

とྗے向上に༩えるӨڹ
能੎博

（信भ大学）
୸ਫ化෺ ʴ ϗΤイタンパク࣭を༗ࢎ素ӡಈ௚ޙの高

ྸ者に༩え、これを � ճʗि、� िؒܧ続さͤた。する
と、݂しΐう容ੵが૿加し、ྗےも૿加した。さらに、
中年͓よͼ高ྸ女性に、଎歩き（20 分ؒҎ上）௚ޙに
本ҿྉを༩え、これを 4 ճʗिのϖースで 1� िؒߦっ
た。この場合にも、ے೑૿ڧが認められた。

ʻڥ؀ͱೕͷӫཆʹؔすΔ෼໺ʼ
1）次ੈ୅に向けた࣋続可能なೕのӫཆ

(SFHPSZ .iMMFS
 （%BiSZ RFTFBSDI IOTUiUVUF
 米ࠃ）

われࢥとӫཆといってもϐンとདྷない方が多いとڥ؀
る。そこで、ڥ؀とӫཆにؔする研究がなͥ必要かを講
演した。ޙࠓのਓ૿ޱ加に൐い৯ྐ生࢈を૿΍ͤば、؀
ީؾෛՙも૿大する。΢シが発生するԹࣨΨスによるڥ
へのӨڹはܾしてແࢹできない。一方で、ೕɾೕ੡඼の
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ӫཆՁはۃめて༏れているので、୯ҐӫཆՁ౰たりの؀
཰が上がれば、必要ޮ࢈ෛՙは௿い。また、生ೕの生ڥ
な౔஍΍ਫは少なくてすΈ、便もݮり、ΧーϘンϑット
プϦントも௿くなる。さらに、ೕɾೕ੡඼のઁ取が多い
΄Ͳ生׆श׳病のϦスクが௿Լする。ޙࠓさらなる研究
をੵΈ重ね、ڥ؀ෛՙをできるだけݮらし、かつӫཆ݈
しࡧしていく΍り方を໛ڙ༩するೕɾೕ੡඼をఏدに߁
なければならない。
2） কདྷతに࣋続可能な৯事の一部を୲うཙ೶ೕۀ―

会ػ໘に͓けるղܾす΂き重要՝題とڥ؀
AOOB�,BSiO .PEiO

（SXFEiTI %BiSZ ATTPDiBUiPO
 ス΢Σーデン）
演者は I%F 常設ҕһ会෭ҕһ長であり、現在ڥ؀

I%F で実ࢪしている取૊Έについて報告があった。؀
ڙ果の高いೕɾೕ੡඼をఏޮ߁らし、ӫཆ݈ݮෛՙをڥ
し て い く た め に、200� 年 � ݄ 24 日 に 設 ཱ さ れ た
(%AA（ੈքཙ೶ೕۀのߦಈ֮ॻ）に I%F もࢀըした。
この中で FA0 と共同で、ᶃ 生ೕ生࢈がީؾに༩えるӨ
方法、についてࢉܭᶄ ΧーϘンϑットプϦントの、ڹ
取૊んでいる。I%F のڥ؀常設ҕһ会でも、上هの内
容にԊって、ੈք共௨のਫのϑットプϦントࢉग़方法΍
生෺多༷性の௿ԼରࡦなͲについてもݕ౼している。ཙ
೶ೕۀをؚめ、৯ྐ生࢈がڥ؀に༩えるӨڹはܾしてθ
ロにはならない。しかし、ೕɾೕ੡඼は༏れたఱવӫཆݯ
であり、কདྷとも࣋続可能な৯事の重要な໾ׂを୲う。
�）୭もがޱをそΖえるӫཆと࣋続性

.BSZ AOOF #VSLNBO
（%BiSZ $PVODiM PG $BMiGPSOiB
 米ࠃ）

演者は I%F ӫཆ݈߁常設ҕһ会の中に設ஔされた؀
部会Ϧーダーであり、2010ۀとೕのӫཆにؔする作ڥ
年にまとめたࢿྉ集のվగ作ۀ状況を報告した。このࢿ
ྉ集の࠷ऴ目తは、ᶃ ೕɾೕ੡඼は݈߁な৯生׆にෆ
可ܽなものである、ᶄ ཙ೶ೕۀքはೕ੡඼の生࢈と੡
଄にؔわるڥ؀コストをݮ࡟し、その成ޭ事ྫをۀքで
共༗する、ᶅ ೕ੡඼をઁ取することはڥ؀に഑ྀした
৯事であるという理ղを޿めることにある。現在、վగ
作ۀ中であり、୯にԹࣨΨス発生の問題のΈならͣ、
ਫ、౔஍ར用、生෺多༷性、৯඼ഇغ෺なͲにもয点を
౰てる。ཙ೶ೕۀքはこうした৘報を共༗し、੠をそΖ
えてӨྗڹを発شする必要がある。

̔ɽϙελʔηογϣϯ

ϙスター発දは、10 ݄ 2� 日から 11 ݄ 1 日にかけて
われた。�4ߦ かࠃから多数のϙスターԠืがあり、ա
多となる໿࠷ڈ 2�0 ݅がड理され、ւ֎からも多数の
発දがあった。౰初の૝定をはるかにӽえる発ද数で
あったため、ϙスターのలࣔを分໺ผに 2 ճに分けた。
10 ݄ 2� 日、�0 日は、ཙ೶੓ࡦɾࡁܦ分໺͓よͼཙ೶
科学ɾೕٕۀज़分໺、10 ݄ �1 日、11 ݄ 1 日にはڙࢠ
とϛϧク、Ոசの݈߁ɾ෱ࢱ、೶場؅理、ӫཆɾ݈߁、
った。サϛッߦよͼ৯඼҆શのϙスター発දを͓、ڥ؀
トؒظを௨じ、னٳΈ中 1�ɿ00ʙ1�ɿ�0 の �0 分ؒを
ϙスター౼ٞ時ؒとし、׆発な౼ٞがߦわれた。
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ࣸਅ �ɹϙελʔൃදɹ ��݄ �� 日
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�0DU����
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ࣸਅ �ɹ��ϋοϐʔΞϫʔɹ ��݄ �� 日ɺνʔζϓϥτʔɹ
�හय़ࢠۚ：ɺ؂म޾ଜ੉ඒ：࡞

1IPUP�� ɹ��)BQQZ�)PVS
�0DU�������$IFFTF�QMBUFBV�XBT�
QSFQBSFE� CZ�.JZVLJ�.VSBTF� VOEFS� UIF�
TVQFSWJTJPO�PG�5PTIJIBSV�,BOFLP�

� ɹ#Z�DPVSUFTZ�PG�+*%'



1��4 年 ౦京大学大学Ӄ೶学研究科म士՝ఔɹमྃ

1��4 年 ઇҹೕࣜגۀ会ࣾೖࣾ

1��5 年 同ࣾɹٕज़研究所

1��4 年ɹ同ࣾɹٕज़اը部

1��� 年ɹ同ࣾɹٕज़研究所

1��� 年ɹ同ࣾɹӫཆ科学研究所長

2000 年ɹ同ࣾɹҭࣇ඼開発部長

2002 年ɹ同ࣾɹٕज़研究所長

200� 年ɹ同ࣾɹ定年ୀ৬

200� 年ɹ同ࣾɹ৤ୗɹٕज़ओ事

2011 年ɹઇҹメグϛϧク᷂৤ୗɹٕज़ओ事

現在にࢸる

ུྺ
ಊഭɹढ़Ұ（Ͳ͏͜͞ɹ͠ΎΜ͍ͪ）
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1SPEVDUT�)FBMUI�4DJFODF�$PVODJM

�࠵ڞձڠۀཙ೶࿈ໍͱ೔ຊೕࡍࠃ
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ਓؒՊֶ෦େֶӃ
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�1I�%�
1SPGFTTPS

6OJWFSTJUZ�PG�)VNBO�"SUT�BOE�4DJFODFT

日本ೕڠۀ会（̟ôϛϧク）は、ڇೕೕ੡඼݈߁科学会ٞがओ催するୈ 26 ճࡍࠃ学ज़ϑΥーラムとの共催で「高
。ೕ、ೕ੡඼の果たしうる໾ׂ」をओ題とするセッションを開催したڇのӫཆに͓けるタンパク࣭の重要性とظྸ
本セッションは「ࡍࠃཙ೶࿈ （ໍI%F）ϫーϧドデイϦーサϛット 201�」の「ಛผ講演会 �ɿӫཆ、݈߁のセッショ
ン 4」として、201� 年 11 ݄ 1 日ԣ඿ϕイϗςϧで開催された。

これまでのϑΥーラムでは、高ྸ化と共に૿加する॥ױ࣬ث؀、高݂ѹ、ૈࠎᱷ঱、がん、メタϘϦック঱ީ܈
΍、加ྸの進ߦに൐って௿Լする生体ػ能、ࠎとے೑の݈߁にٴ΅すメΧχΧϧストϨスとӫཆにؔ࿈して、৯事
に͓けるڇೕ、ೕ੡඼のҙٛを取り上げてきた。現在、高ྸ化がٸ଎に進Ή中、ਓ々の݈߁ण命を伸ばすための試
Έがߦわれている。�5 を༧๷するために、ઁ取するタンパク࣭にয点をױҎ上の高ྸ者に͓ける加ྸに൐う࣬ࡀ
౰て、高ྸ者のӫཆઁ取にؔする講演プログラムをاըした。本年度はᶃ 高ྸ者ӫཆに͓けるタンパク࣭の重要
性、ᶄ 高ྸظに͓けるサϧコϖχア༧๷のためのೕタンパク࣭ઁ取とϨジスタンスӡಈ、ᶅ 時ؒӫཆ学のཱ場か
らධՁしたே৯に͓けるタンパク࣭ઁ取のҙٛ、ᶆ タンパク࣭のӫཆと加ྸɿے೑だけでない生理ػ能に༩える
Өڹ、ᶇ ӫཆෆྑを๷͙ための高ྸ者の৯事ઁ取基४、と題し、ࠃ内֎ 5 ໊のઌ生方による新஌見について講ٛ
していただき、パωϧ౼論を実ࢪした。

ೕタンڇೕ、ೕ੡඼の༏れている点、高ྸ者ӫཆに͓けるڇճのセッションを௨じて、日本ਓの৯事に͓けるࠓ
パク࣭の重要性΍ڇೕ、ೕ੡඼の果たしうる໾ׂを認識していただいたものと確信している。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

TIF 26UI IOUFSOBUiPOBM SDiFOUiGiD FPSVN PSHBOi[FE CZ UIF JBQBO %BiSZ PSPEVDUT )FBMUI SDiFODF $PVODiM （JBQBO 
.iML ADBEFNiD AMMiBODF） XBT IFME VOEFS UIF UIFNF “TIF iNQPSUBODF PG NiML QSPUFiOT iO FMEFSMZ OVUSiUiPO BOE UIF 
QPUFOUiBM SPMF PG NiML BOE EBiSZ QSPEVDUT
 ” iO DPOKVODUiPO XiUI 8%S201� BT SFTTiPO4 PG $POGFSFODF � “/VUSiUiPO 
BOE )FBMUI” PO /PWFNCFS 1
 201� BU UIF :PLPIBNB #BZ )PUFM�  PBTU GPSVNT IBWF EFBMU XiUI TVDI UIFNFT BT UIF 
TiHOiGiDBODF PG EiFUBSZ NiML BOE EBiSZ QSPEVDUT iO SFMBUiPO UP DiSDVMBUPSZ EiTFBTFT
 IiHI CMPPE QSFTTVSF
 
PTUFPQPSPTiT
 DBODFS BOE NFUBCPMiD TZOESPNFT
 UIBU BSF PO UIF SiTF XiUI UIF BHiOH PG TPDiFUZ BT XFMM BT BHF�SFMBUFE 
EFDMiOF iO QIZTiPMPHiDBM GVODUiPOT
 BOE UIF iNQBDU PG NFDIBOiDBM TUSFTT BOE OVUSiUiPO PG CPOF BOE NVTDMF�

IO UIiT FPSVN GFBUVSFT QSPHSBNT PO FMEFSMZ OVUSiUiPO GPDVTiOH PO QSPUFiO iOUBLF UP QSFWFOU BHF�SFMBUFE EiTFBTF iO 

ཁɹࢫ
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̍ɽ͸じΊʹ

日本ೕڠۀ会（௨শ「̟ôϛϧク」）はڇೕの生࢈、ॲ
理加޻、ൢചに౰たるす΂てのۀ຿にؔ܎するۀ者のد
෇ۚでӡӦされている。̟ôϛϧクはաڈ 25 年ؒຖ年、
を発信する目ݧ࣏なنೕ、ೕ੡඼のӫཆ生理学上の新ڇ
తでࡍࠃシンϙジ΢ムを開催してきている。ࡢ年（201�
年）は 10 ݄にԣ඿で「ࡍࠃཙ೶࿈ （ໍI%F）ϫーϧドデ
イϦーサϛット 201�」が開催される৘報をೖ手し、ྫ
年の開催時ظと近いこともあったので、ಠཱしての開催
ではなく同サϛットの会ظ中での共催として実ࢪした。

シンϙジ΢ムはࡍࠃճのࠓ “高ྸظのӫཆに͓けるタ
ンパク࣭の重要性とڇೕ、ೕ੡඼の果たしうる໾ׂ” を
ओ題として、ࠃ内、ւ֎ 5 ໊の講演者で実ࢪした。ૂい
はطに௒高ྸ化ࣾ会にೖった日本ਓの݈߁ण命のԆ伸を
ਤる上で、日本ਓの৯生׆に͓けるద੾なタンパクઁ取
ྔをҟなるྖҬから֓આし、૬ޓに౼論していただくこ
とにあった。201� 年から開࢝された「݈߁日本 21」の
プランに、新たに「ロコϞςィブシンドローム（ུশ「ロ
コϞ」）」なるݴ༿がొ場した。新たな「݈߁日本 21」
のプランでは、ैདྷの「メタϘϦックシンドローム」ର
能を長ػの更なる高ྸ化にඋえ、ӡಈޱに加えて、ਓࡦ
らくอ࣋して自ཱした状ଶでの「݈߁長णのԆ伸」につ
なげることを目ඪにしている。

̎ɽߨԋ֓ཁ

ӫཆʹ͓͚ΔλϯύΫ࣭ͷॏཁੑऀྸߴ（�）
ࣲా博

（ਓؒ総合科学大学）
౦京都࿝ਓҩྍセンターを基൫に高ྸ者のӫཆ、生き

がいなͲ多໘తに高ྸ者のӸ学研究を長年実ࢪされてき
たデータをݩに、日本ਓの৯生׆のաڈから現在にࢸる
までの変ભ、࣬病ߏ଄の変化、௒高ྸ者の৯生׆の実ଶ
なͲを෯޿く紹介された。ઓޙのڇೕ、ೕ੡඼、೑ྨの
ઁ取ྔの૿加と米、ダイζ੡඼のઁ取ݮ少の結果、
1��5 年にはಈ෺性タンパク࣭ઁ取ྔが২෺性のそれを
逆సした。高ྸ者の༨命をਪଌするのに݂ਗ਼アϧブϛン
஋がద੾なϚーΧーであり、��� ̶�L ҎԼではଛࣦ༨
命を૿΍すϦスクとなりಘることを報告している。݈常
高ྸ者では৯の多༷性がҡ࣋されて͓り、ࣲాらのఏএ
した৯඼多༷性指数が高い΄Ͳ݂ਗ਼アϧブϛン஋が高い
ことをࣔした。また 100 を௒える「センνωϦアン」ࡀ
では、ฏۉతな日本ਓよりಈ෺性タンパク࣭のઁ取ׂ合
が高いことなͲを報告した。一方で、1��5 年をϐーク
に、日本ਓの総ΤωϧΪーならͼにタンパク࣭のઁ取ྔ
がݮ少にసじる一方で、ࢷ๱ઁ取ྔは着実に૿加܏向を
続けていることを指ఠし、長ظతにΈて、৸たきりにな
らない݈常高ྸؒظのԆ伸を્Ή܏向にあるとして、ӫ
ཆ໘からܯ৊を໐らした。

�ߴ（�） ΔαϧίϖχΞ༧๷ͷͨΊͷೕ製඼͚͓ʹظྸ
ઁऔͱϨδελϯεӡಈ

AMBO )BZFT
（7iDUPSiB 6OiWFSTiUZ
 ΦーストラϦア）

「サϧコϖχア」というݴ༿がӫཆ学のྖҬで一般化
してからはまだ日がઙい。加ྸに൐うے೑ྔのݮ少（ے
೑のҤॖ）をࣔして͓り、ࠎのૈࠎᱷ঱とซͤてロコϞ
のϦスクを૿加さͤる要Ҽである。サϧコϖχアはے೑
๱ྔと結合૊৫ྔの૿ࢷ೑に͓けるےの௿Լとྗے、ྔ
加を൐う生理現৅で、加ྸによりආけることができない
生理現৅ではあるが、ద੾なӡಈとタンパク࣭ӫཆによ
り、௒高ྸظにいたるまでग़現を஗らͤることができる

UIF FMEFSMZ PWFS �5� SQFDiGiDBMMZ
 GiWF LFDUVSFST GSPN IPNF BOE BCSPBE TIBSFE UIFiS MBUFTU GiOEiOHT FOUiUMFE� （1） 
TIF iNQPSUBODF PG QSPUFiO iO UIF OVUSiUiPO PG UIF FMEFSMZ� （2） %BiSZ QSPUFiO iOUBLF BOE SFTiTUBODF FYFSDiTF GPS UIF 
QSFWFOUiPO PG TBSDPQFOiB iO FMEFSMZ QFPQMF� （�） SiHOiGiDBODF PG QSPUFiO iOUBLF BU CSFBLGBTU GSPN UIF WiFXQPiOU PG 
OVUSiUiPOBM DISPOPCiPMPHZ� （4） PSPUFiO OVUSiUiPO BOE BEWBODiOH BHF� INQBDU PO QIZTiPMPHiDBM GVODUiPO CFZPOE NVTDMF� 

（5） %iFUBSZ RFGFSFODF IOUBLFT（%RIT）GPS UIF FMEFSMZ UP QSFWFOU NBMOVUSiUiPO�
TISPVHI UIiT GPSVN
 XF BSF DPOGiEFOU UIBU QFPQMF SFDPHOi[F UIF TVQFSiPS OVUSiUiPOBM WBMVF PG NiML BOE EBiSZ 

QSPEVDUT iO UIF JBQBOFTF EiFU
 UIF iNQPSUBODF PG NiML QSPUFiO iO FMEFSMZ OVUSiUiPO BOE UIF QPUFOUiBM SPMF PG NiML BOE 
EBiSZ QSPEVDUT�
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と考えられている。ے૊৫中のタンパク࣭の૿加ɾҡ࣋
はӡಈを௨じてしかଅ進できない。༗ࢎ素ӡಈである歩
ಈよりෛՙの大きなϨジスタントӡ׆΍、ܰ度の਎体ߦ
ಈ（RT）によるଅ進ޮ果は大きい。ظޙ高ྸ者に RT
をਪ঑するにはϦスクを൐うので、被ݧ者͝とにෛՙྔ
を઴૿するきめ細かなプログラムにԊって実ࢪされる。
۩体తには自重でෛՙをֻけるཱͪ࠲り試ݧ΍、٭の伸
లྗをଌる試ݧから開࢝される。RT ୯ಠでもےタンパ
クの合成が高まるが、同時に৯事に加えڇೕタンパク࣭
をิڅするとݦஶにے೑ણҡ合成଎度が高まることをࣔ
した。ิڅするタンパクྔが多い（40 ̶� 日Ҏ上）́ Ͳ
合成଎度は高い。

タンパク࣭のछྨとしては、ڇೕのタンパク࣭ではϗ
Τイタンパク࣭が、Χθインよりもےタンパク合成଎度
が଎い。必ਢアϛϊࢎのうͪ分࠯ذアϛϊؚࢎ༗ྔが高
いことがその要Ҽと考えられる。ิڅのタイϛングとし
ては、ӡಈ介ೖ試ݧ前ޙでの౤༩がޮ果తである。

ӫཆֶͷཱ৔͔ΒධՁͨ͠ே৯ʹ͓͚Δλϯؒ࣌�（�）
ύΫ࣭ઁऔͷҙٛ

ɹ߳઒༃༤
（女ࢠӫཆ大学）

ӫཆ学ྖҬに時ؒ生理学の考えをಋೖし、৯事の内容
ばかりにภったӫཆのධՁだけでなく、生体Ϧζムに合
கさͤて一日のうͪ「いつ」৯事をઁるかに着目した研
究のୈ一ਓ者の߳઒ઌ生にදهの演題で講演いただい
た。とりわけே৯のܽ৯が޿がり、༦৯に一日のઁ取Τ
ωϧΪーの 50 ˋҎ上を௒えるような৯事ઁ取パターン
がश׳化すると生׆श׳病のϦスクが高まる。ࠥަࢹ上
֩にある中਻時ܭのҐ૬はே日で、؊ଁ、ফ化؅にある
຤ধ時ܭのҐ૬はே৯で、日पϦζムがϦセットされ
る。同一૊成の৯事でも、ே৯は໷৯の 4 倍の৯事༠ಋ
発೤ྔ（ਓ体のফඅ೤ྔの໿ 10 ˋを઎める）をফඅす
るため、ΤωϧΪーऩ支上、ே৯でのઁ取が๬ましい。
ேɾனɾ൩ � ճの৯事からのઁ取ΤωϧΪーのόランス
は �ɿ�ɿ4 くらいが理૝తとのΤϏデンスがあるが、
近では「ϏッグɾブϨックϑΝストɾダイΤット」の࠷
。౶೘病ޮ果にؔする論文もग़てきている߅、ංຬ߅

ே৯時に͓けるઁ取ӫཆ素のόランスを見た場合、ੵ
に෋Ή高タンパク࣭の৯事をઁ取ࢎతにෆ可ܽアϛϊۃ
すると、時ܭҨ఻ࢠのϦセットと׆性化にޮ果తで、ޕ
前中の体Թ、೴׆ಈྔが高まり、集中ྗの࣋続ޮ果΍ன

৯までのٌծײが཈੍され、結果తにன৯時の৯事ྔの
཈੍ޮ果がもたらされる。

このようなコンセプトを৯ҭの中に取りࠐΈ、ே৯ܽ
৯の֐とே৯ઁ取の໾ׂをܒ発するのに༗ޮである。

（�）�λϯύΫ࣭ͷӫཆͱՃྸ：ے೑͚ͩͰͳ͍ੜཧػ
ೳʹ༩͑ΔӨڹ

/BPNi FVLBHBXB
（6OiWFSTiUZ 7FSNPOU
 米ࠃ）

加ྸに൐うআࢷ๱ྔの௿Լにରしてӫཆに઎めるタン
パクઁ取ྔを高める΂きか。高める場合はͲのఔ度必要
か。ਪ঑されるタンパク࣭のݯڅڙはʁɹա৒ઁ取に൐
う෭作用はʁɹӡಈのෛՙも実ࢪす΂きかʁɹظޙ高ྸ
者でݒ೦されるサϧコϖχアの༧๷にରするこうしたӫ
ཆの՝題がະղܾのまま࢒されている。このうͪओ要ӫ
ཆ素ڐ容分෍ൣғとしては、タンパク࣭では、10 ˋʙ
�5 ˋと෯が޿く設定されている。࠷దϨϕϧはまだ໌
らかではないが、ਛଁػ能௿ԼなͲのಛ定の৚݅をআ
き、タンパク࣭ઁ取の૿加のѱӨڹは͝くۇかであΖ
う。タンパクの࣭に͓いてはফ化଎度、͓よͼタンパク
࣭中のロイシンؚྔとؔ܎して͓り、২෺性よりもಈ෺
性タンパク࣭がے೑同化作用は大きい。一方、タンパク
࣭ઁ取ྔを高めるとࠎԘີ度が高くなりロコϞの発঱に
༧๷తޮ果を༗する。そのଞ、໔Ӹػ能、॥ױ࣬ث؀、
2 果が実ূされてきてޮݮ౶೘病にରしてもϦスク௿ܕ
いる。

ଞにೕ੡඼のઁ取と認஌能ྗとのؒにもؔ࿈性がある
との指ఠがあり、ڇೕ、ೕ੡඼がӨڹをٴ΅すとされる
生理学తػ能は޿がりを見ͤている。౦༸ਓで問題にな
るೕ౶ෆ଱঱へのରԠとしてೕࢎ発߬ೕがීٴしてきて
いるが、発߬ೕ੡඼΍プロόイΦςィクスにはڇೕを௒
える生体ػ能調અ作用が多数報告されてきて͓り、高ྸ
者の݈߁長णに果たす໾ׂのূݕがظ଴される。

（�）�ӫཆෆ଍を๷͙ͨΊͷऀྸߴͷ৯ઁࣄऔج४（%3*）
৿ా໌ඒ

（Ԃ大学ࢠߕ）
2010 年൛の日本ਓをର৅とした৯事ઁ取基४のࡦ定

にࢀըされた৿ాઌ生より、ࡦ定のഎܠを௚઀࢕うこと
とした。৯事ઁ取基४の目తは݈߁のҡ࣋、૿進、ӫཆ
素のաෆ଍によるӫཆো֐の༧๷、生׆श׳病の༧๷
で、ର৅者は݈߁なݸਓ、または集団で৯事ྍ法がਪ঑
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されていないਓ々であり、ର৅෺は৯事としてઁޱܦ取
されるものと定ٛしている。高ྸ者の場合はܰ度の介ॿ
を要する者、ܰ度の࣬ױを༗する者もର৅にؚんでい
る。�0 能の௿Լ、ӫཆのػҎ上では加ྸに൐う਎体ࡀ
ઁ取、ٵऩ、ഉᔔٴͼ਎体׆ಈྔの௿Լする現৅がΈら
れる。高ྸ者のӫཆઁ取状ଶについて、ࠃຽ݈߁、ӫཆ
調ࠪ、ٴͼཱࠃ長णҩྍ研究センターが実ࢪしている࿝
化にؔする長ظॎஅӸ学研究（/ILSôLSA）のデータ
をղੳしたとこΖ、ΤωϧΪー、タンパク࣭、࣭ࢷと
いったࡾ大ӫཆ素ઁ取ྔは、உ性では年ྸが上がるに൐
い（5 向が認められたが、そのଞの܏少するݮ（Έࠁࡀ
ӫཆ素については、同じ性ผ内では年ྸ֊ؒڃに大きな
ҧいは認められなかった。高ྸ者のӫཆにؔするデータ
がෆ଍しているため、�0 Ҏ上の高ྸ者ಠ自のઁ取基ࡀ
४をࢉ定しているのは、ΤωϧΪー、タンパク࣭、Χϧ
シ΢ム、మにݶられて͓り、そのଞの大部分のӫཆ素の
ઁ取基४は、�0 。用されている࠾ະຬの成ਓの数஋がࡀ
高ྸ者ಛ༗の加ྸ変性に൐う࣬܈ױの発঱༧๷ରࡦ、݈
定が必要である。しࡦ長णを目指した৯事ઁ取基४の߁
かし一方で、௒高ྸ者では֤ݸਓの生׆श׳が大きく൓
өするため、集団でのฏۉ஋に基ͮく基४஋をࡦ定する
Ҏ上に、֤々のӫཆ状ଶに合わͤたӫཆઁ取指ಋが重要
であり、要介ޢの高ྸ者にରしてはӫཆアセスメントを
൓өさͤた৯事のఏڙが重要になる。

1�6� 年ɹ北ւ道大学大学Ӄ೶学研究科म士՝ఔɹमྃ

1�6� 年ɹ໌࣏ೕࣜגۀ会ࣾೖࣾɹ中ԝ研究所ۈ຿

1��0 年ʙɹ Χφダ、ブϦςッシϡɾコロンϏア大学৯඼学部にཹ

学（2 年 6 か݄）

 ɹ その࣏໌、ޙೕࣜגۀ会ٕࣾज़開発部長、ӫཆ研究所

所長、常຿取క໾研究本部長をྺ೚

200� 年ɹ໌࣏ೕࣜגۀ会ࣾސ問

200� 年ɹਓؒ総合科学大学大学Ӄڭत

1��� 年ɹILSI JBQBO 理事

2004 年ɹILSI JBQBO ෭理事長

ུྺ
࢜ɹ༗（͘Θͨɹͨ΋ͭ）೶ֶതా܂
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%JSFDUPS
�4DJFOUJGJD�"GGBJFST

*-4*�+BQBO

̍ɽ͸じΊʹ

ࡍࠃ 0ô$)A 学ज़会ٞ（IOUFSOBUiPOBM 
$POGFSFODF PO 0ô$)A （TFB） $VMUVSF 
BOE SDiFODF、ུশ I$0S）は、ੈք֤
΍࢈から஡の研究者が集まり、஡の生ࠃ
ޮ能にؔする研究発දをߦい、ٞ論をਂ
めるため、2001 年に࠷初に開催された。
そのޙも、݈ࢤ߁向からੈքతに஡にؔ
する研究が発లし、このࡍࠃ会ٞも � 年
͝とにܧ続して開催されている。5 ճ目
をܴえるࠓճは、201� 年 11 ݄ 6 日から
� 日まで੩Ԭࢢで開催された。஡の生࢈、
ධՁ法、ޮ能、ྺ࢙文化なͲについて、
1� 題の講演、1�� 題のϙスターセッショ
ン が あ り、 ׆ 発 な ౼ 論 が ߦ わ れ た。
ILSI JBQBO はこの会ٞを共催し、� 日の
ޕ ILSI JBQBO、ޙ セ ッ シ ョ ン と し て
ILSI JBQBO 会һをؚめࠃ内֎ 4 ໊の講
演をߦった。I$0S201� 実ߦҕһ長であ
るݪ੐඙ࢯに࠲長を͓ئいし、ҎԼ 4 題
の講演と࣭ٙԠ౴をߦった。会場には、
120 ਓ΄Ͳの೤৺なௌऺが集まり、׆発
な౼論がなされた。ILSI JBQBO セッショ
ンの講演内容について、ҎԼに報告する。
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（�）�ʮ*-4*�+BQBO ͷ঺հͱͦͷ׆ಈʹ͍ͭͯʯ
ɹ “IOUSPEVDUiPO BOE BDUiWiUiFT PG ILSI JBQBO”

ਿ࡚༞࢘
（ILSI JBQBO 事຿ہ）

ʻཁࢫʼ
IOUFSOBUiPOBM LiGF SDiFODFT IOTUiUVUF（ILSI）は、

1��� 年に設ཱされたੈքతな非Ӧར団体で、科学
ৼڵを௨して一般ࣾ会の෱ࢱ向上を追ٻしている。
ILSI は、学ք、ߦ੓、ۀ࢈քの科学者を結集して、
ӫཆ学、৯඼҆શ、ಟ性学、ϦスクධՁ、ڥ؀問題

の理ղをਂめることを目తとしている。ಛ定非Ӧར
、は（ILSI JBQBO）ߏػ生命科学研究ࡍࠃಈ法ਓ׆
1��1 年に ILSI の支部として設ཱされ、ੈքతな
ಈの一ཌྷを୲うとともに、日本ಠ自の問題にもੵ׆
తに取り૊んでいる。ILSI JBQBOۃ の会һは、֤
研究部会に自༝にࢀ加し、࠷新の科学৘報に৮れな
がら問題ղܾをਤる。஡ྨ研究部会では、݈߁にର
する஡༿のޮ果について研究している。஡ྨ研究部
会は、ੈքの஡थの生෺学తɾ化学త多༷性、ҿྉ
そのଞ੡඼にؔする஡成分のػ能、そしてؔ࿈の研
究͓よͼ঎඼開発について会һؒでີに৘報ަ׵を
うことを目తとしている。また、֎部から৘報をߦ
ಘることも進めている。

FPVOEFE iO 1���
 UIF IOUFSOBUiPOBM LiGF SDiFODFT 
IOTUiUVUF （ILSI ） iT B OPOQSPGiU
 XPSMEXiEF 
GPVOEBUiPO UIBU TFFLT UP iNQSPWF UIF XFMM�CFiOH PG 
UIF HFOFSBM QVCMiD UISPVHI UIF BEWBODFNFOU PG 
TDiFODF� IUT HPBM iT UP GVSUIFS UIF VOEFSTUBOEiOH PG 
TDiFOUiGiD iTTVFT SFMBUiOH UP OVUSiUiPO
 GPPE TBGFUZ
 
UPYiDPMPHZ
 SiTL BTTFTTNFOU
 BOE UIF FOWiSPONFOU CZ 
CSiOHiOH UPHFUIFS TDiFOUiTUT GSPN BDBEFNiB
 
HPWFSONFOU
 BOE iOEVTUSZ� A TQFDiGiFE OPOQSPGiU 
DPSQPSBUiPO
 ILSI JBQBO XBT FTUBCMiTIFE iO 1��1 BT 
B SFHiPOBM CSBODI
 BOE QMBZT B SPMF iO XPSMEXiEF 
BDUiWiUiFT PG ILSI
 BOE QPTiUiWFMZ DPOTVMUT PO UIF 
TQFDiGiD iTTVFT iO JBQBO� TIF NFNCFST PG ILSI 
JBQBO DBO GSFFMZ QBSUiDiQBUF iO TBTL FPSDFT BOE 

̎ɽϓϩάϥϜ

（1） 「ILSI Japan の঺介とその活動について」
 “Introduction and activities of ILSI Japan”
 ਿ࡚༞࢘（ILSI Japan 事務局）

（2） 「྘஡の健康ޮՌを୳しٻめるアメリカ人」
 “Americans SeeLing The Health #enefits of Green Tea”
 Rona Tison （ITOEN （North America） Inc.
 6SA）

（3） 「インドにおける྘஡生産ʵ現在とޙࠓ」
 “Green Tea Production in India - Present and Future”
 Subhash C. #arua （Assam Agricultural 6niversity
 India）

（4） 「؊ଁに対する྘஡の健康ޮՌに関する疫学調査のレビュー」
 “Review of epidemiological reports on health effect of green tea in the liver ”
 ླ໦ᆴ޾（ILSI Japan ஡৘報分科会）
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GiOE TPMVUiPOT PG UIF QSPCMFNT CZ IBWiOH BDDFTT UP 
VQ�UP�EBUF TDiFOUiGiD iOGPSNBUiPO� ETQFDiBMMZ
 TFB 
TBTL FPSDF iT TUVEZiOH UIF FGGFDUT PG UFB MFBWFT PO 
IVNBO IFBMUI� TIF BiN PG UIF UBTL GPSDF iT UP 
EFFQFO iOGPSNBUiPO FYDIBOHF CFUXFFO iUT NFNCFST 
DPODFSOiOH UIF CiPMPHiDBM BOE DIFNiDBM EiWFSTiUZ PG 
UFB QMBOUT XPSMEXiEF
 UIF GVODUiPOT PG UFB 
DPNQPOFOUT iO SFMBUiPO UP CFWFSBHFT BOE PUIFS 
QSPEVDUT
 BOE BOZ SFMFWBOU SFTFBSDI BOE QSPEVDU 
EFWFMPQNFOU� TIF UBTL GPSDF BMTP TFFLT UP PCUBiO 
iOGPSNBUiPO GSPN FYUFSOBM TPVSDFT�

ILSI は 1��� 年米ࠃで設ཱされたੈքن໛の非Ӧརの
団体で、݈߁と஍ڥ؀ٿの問題について科学తなアプ
ローνをしている。׭࢈学の科学者を集めて、ӫཆ、৯
඼҆શ、ಟ性学、ϦスクධՁそしてڥ؀について、理ղ
をਂめることを目తとして׆ಈしている。本部は、米ࠃ
ϫシントン %�$� にあり、15 の஍Ҭ支部（日本、北米、
メキシコ、北アンデス、ೆアンデス、ブラジϧ、アϧθ
ンνン、Ԥभ、北アϑϦΧ、ೆアϑϦΧ、インド、౦ೆ
アジア、中ࠃؖ、ࠃ、୆࿷）がある（ਤ 1）。౦ೆアジ
ア支部にはΦーストラϦア、χϡージーランドもࢀ加し
ている。୆࿷支部は 201� 年にできたばかりである。こ
れらの支部には、合ͤて໿ 500 ࣾがࢀ加して͓り、ۀ
छは、৯඼、೶ۀ、化学、੡ༀ、όイΦέϛΧϧなͲで
ある。15 の஍Ҭ支部のଞに、݈ڥ؀߁科学研究所、2
つのࡍࠃҕһ会（ؔػࡍࠃҕһ会、ࡍࠃ৯඼όイΦςク
ϊロジーҕһ会）、4 つの研究財団（Ҩ఻ࢠ૊׵え作෺
、ϦスクධՁセンター、ϦスクサイΤンスセンターڥ؀
ӫཆɾ݈߁ਪ進ྗڠセンター、࣋続ܕ೶ۀとӫཆ҆શ性

の౷合Ϟデϧ化研究所）を࣋っている。ILSI は、݈߁、
ӫཆ、҆શ、ڥ؀にؔする研究をߦい、またサϙートを
っている。研究成果はシンϙジ΢ム΍論文発දを௨じߦ
てੈք中にެදしている。࠷近は、4 つのੈքプロジΣ
クトᶃ ৯඼͓よͼਫの҆શ、ᶄ ಟ性学͓よͼϦスク科
学、ᶅ ӫཆ、݈߁、෱ࢱ、ᶆ ࣋続可能な೶ۀとӫཆ҆
શ、にয点を౰てている。さらに 8)0（ੈքอ݈ؔػ）
と࿈ܞし、そのプロジΣクトにࢀըしている。また、
FA0（ࠃ࿈৯ྐ೶ؔػۀ）のಛผࢾ問ࢿ格を࣋っている。

ILSI JBQBO（ࡍࠃ生命科学研究ߏػ）は、ILSI の஍
Ҭ支部として 1��1 年に設ཱされ、2001 年には、ಛ定
非Ӧར׆ಈ法ਓとして認ূされた。ILSI としてのੈք
త׆ಈの一ཌྷを୲うとともに、日本ಠ自の問題にも取り
૊んでいる。৯඼、化学、όイΦέϛΧϧを中৺に 65
ࣾが会һۀاとしてࢀ加している。会һは、研究部会΍
分科会に自༝にࢀ加し、࠷新の科学৘報にアクセスし
て、問題ղܾに౰っている。ILSI JBQBO は総会のもと
に、1� ਓの理事からなる理事会がある。また、研究部
会の中に分科会があり、それͧれの՝題に取り૊んでい
る。ILSI JBQBO $)P（݈߁ਪ進ྗڠセンター）は、ӫཆ、
ެऺӴ生、ҩༀ分໺の科学஌識΍ςクϊロジーを௨して
ࣾ会にݙߩしている。ྗڠࡍࠃҕһ会は、ILSI 本部、
஍Ҭ支部、コーデックスҕһ会、FA0、8)0 なͲと࿈
。っているߦಈを׆してܞ

ILSI JBQBO の׆ಈは、ᶃ 調ࠪ研究ٴͼग़൛、ᶄ 科学
৘報のීٴ、ᶅ ؔؔػ܎との࿈ܞ、の � つに大ผされ
る。ILSI JBQBO のメンόーは研究部会にࢀ加し、ࠃ内
֎の࠷新の研究৘報を集める。৯඼҆શ、ϦスクサイΤ
ンス、ӫཆとΤイジングなͲ共௨の՝題について調ࠪ研
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究し、成果はग़൛される。ILSI JBQBO には、৯඼҆શ、
όイΦςクϊロジー、ӫཆ݈߁、৯඼ػ能性の 4 つの研
究会がある（ਤ 2）。৯඼҆શ研究会には、৯඼҆શ調ࠪ、
৯඼アϨϧΪー、৯඼ඍ生෺、৯඼Ϧスク、߳ྉの֤研
究部会がある。όイΦςクϊロジー研究会には২෺研究
部会があり、Ҩ఻ࢠ૊׵え生෺の҆શ性にؔする৘報を
集めている。ӫཆ݈߁研究会には、ӫཆ研究部会、஡ྨ
研究部会がある。৯඼ػ能性研究会では、ػ能性৯඼に
ؔする৘報を集める一方、౦京大学にدෟ講࠲を設け
χϡートϦήϊϛクスの研究をߦっている。

஡ྨ研究部会では、ヒトの݈߁にٴ΅す஡༿のޮ果に
ついての調ࠪをߦっている。ੈքの஡थの生෺学త、化
学త多༷性について研究するとともに、஡成分のػ能に
ついても研究している。また、ඍྔϙϦϑΣϊーϧの分
ੳ΍、ੈքの஡༿のऩ集もߦっている。

ILSI JBQBO は、調ࠪ研究の成果΍科学シンϙジ΢ム
の講演࿥をग़൛し、ؔػ誌「イϧシー」΍、χϡーζϨ
ターを発ߦしている。また、ӫཆ、৯඼҆શ、ಟ性学、
ϦスクサイΤンスなͲについてシンϙジ΢ムを開催して
いる。さらに、΢Σブサイトに׆ಈ状況をࡌܝし、新し
くਖ਼確な科学৘報をఏڙしている。

ILSI JBQBO はຖ年、シンϙジ΢ムをओ催しているが、
多くはؔ܎するࠃ内֎のؔػと共催している。また、
コーデックスなͲࠃ࿈ؔػのࡍࠃ会ٞにࢀ加し৘報ަ׵
をߦっている。さらに、ILSI $)P JBQBO では、ੈքత
る՝題に取り૊Έ、科学に基ͮいた܎໛のެऺӴ生にن
༧๷ɾվળ׆ಈをߦっている。

（�）�ʮ྘஡ͷ݈ޮ߁Ռを୳͠ٻΊΔΞϝϦΧਓʯ
ɹ “ANFSiDBOT SFFLiOH TIF )FBMUI #FOFGiUT PG (SFFO TFB”

RPOB TiTPO
 （SFOiPS 7iDF PSFTiEFOU
 $PSQPSBUF RFMBUiPOT
 IT0E/ 

（/PSUI ANFSiDB） IOD�
 6SA）

ɹʻཁࢫʼ
1ɽ 米ࠃの݈߁ҿྉΨイドライン
  ɻ 米ࠃӫཆ指਑
 ʵアメϦΧਓの৯事、ଞࠃとのൺֱ
2ɽ ϛシΣϧɾΦόϚのʠLFUîT .PWF” ݈߁イχシ

アνブ
  ɻ తなఱવ෺、ఱવ成分のҿ৯߁݈
 ʵখࣇංຬとのઓい
�ɽ ݈ ҿྉへのফඅ者シϑト߁
  ɻ χϡーϤークࢢఏҊの୸ࢎҿྉࢭېӡಈ
 ʵ͓஡のಛ性にରするより大きな認識
4ɽ ංຬɾ౶೘病とのಆいに໾ཱつ྘஡
 ʵ྘஡の߅ංຬޮ果を基に高まるڭҭ
5ɽ 米ࢢࠃ場に͓ける྘஡のޙࠓ
  ɻ 自વ৯ࢢ場からओྲྀࢢ場へと続く成長
 ʵ੡඼中の成分として૊Έࠐまれる྘஡

1ɽ )FBMUIZ #FWFSBHF (ViEFMiOFT iO UIF 6�S�
  � 6�S� /VUSiUiPOBM HViEFMiOFT
  �  TIF ANFSiDBO %iFU $PNQBSFE UP 0UIFS $PVOUSiFT
2ɽ .iDIFMMF 0CBNB`T ʠLFU`T .PWFʡ )FBMUI IOiUiBUiWF
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  � EBU � %SiOL )FBMUIZ�/BUVSBM PSPEVDUT � 
IOHSFEiFOUT 

  � TIF FiHIU AHBiOTU $IiMEIPPE 0CFTiUZ
�ɽ $POTVNFS SIiGU UP )FBMUIZ #FWFSBHFT
  � /FX :PSL $iUZ`T PSPQPTFE SPEB #BO
  � (SFBUFS AXBSFOFTT PO UIF AUUSiCVUFT PG TFB
4ɽ (SFFO TFB )FMQiOH $PNCBU 0CFTiUZ BOE %iBCFUFT
  � IODSFBTFE FEVDBUiPO PO UIF CFOFGiUT PG HSFFO 

UFB GPS BOUi�PCFTiUZ
5ɽ FVUVSF PG (SFFO TFB iO UIF 6�S� .BSLFU
  � $POUiOVFE HSPXUI GSPN /BUVSBM .BSLFUT UP 

.BiOTUSFBN .BSLFUT
  � IODPSQPSBUiPO PG (SFFO TFB BT BO IOHSFEiFOU iO 

.BOVGBDUVSFE (PPET

「஡はཆ生のઋༀなり、Ԇྸのົज़なり」。ષૐӫ੢は
1211 年「٤஡ཆ生ه」に、こうॻいている。ࠓ日͓஡は、
米ࠃのセンタースςージにある。

米ࠃでྲྀߦする病ؾが問題となって͓り、米ࠃਓの
�5 ˋはංຬ、খࣇの 1� ˋがංຬであり、2 、౶೘病ܕ
৺݂ױ؅࣬、೴ଔ中がຮԆしている。米ࠃਓの৯事は、
๞࿨ࢷ๱ࢎが多く、加޻৯඼が多く、Ԙ分౶分が高く、
一ਓ前の分ྔがಛ大である。その要Ҽは、৯඼科学者が、
とても؁くࢷ๱が多くԘ分が高い常श性の৯඼を作って
きたことにある。
「大きさを໭す時ظにདྷている」。1�50 年Ҏ߱、米ࠃ

に͓いて一ਓ前の分ྔは倍Ҏ上になっている。զ々の৯
΂る一ਓ分のサイζは大きくなっている。ࠓ日のϋン
όーΨーは 1�50 年୅にൺ΂ � 倍になって͓り、உ性の
体重は 2� ϙンド（12 LH）૿えている。このׂ合でい
くと 2050 年にはͲうなっていること΍らとݒ೦される。

をするのは簡୯なことで、֎৯で৯΂る׆తな生߁݈
ྔをݮらす、少ないྔを注文する、༑ୡと分ける、൒分
৯΂て࢒りをؼͪ࣋る、ϨストランのϚωジϟーに少ྔ
サイζをग़すよう頼Ή、なͲである。

ଠったڙࢠがฒͿこんなϙスターがある。「ؙΆͪΌ
のڙࢠは྆਌より長生きできないかもしれない」「ଠっ
たڙࢠはଠった大ਓになる」「ࠎଠのͤいでこうなった
のではなく、৯΂ա͗のͤい」「൴は෕਌の目、সإ、
そして౶೘病さえ࣋っているかもしれない」
「#iHHFTU MPTFS（࠷大のྔݮ者）」（/#$ ςϨϏシϦー

ζ）というςϨϏ൪૊もある。
大౷ྖ෉ਓϛシΣϧɾΦόϚの「Ϩッπɾムーブ（ߦ

ಈしよう）」キϟンϖーンは、ᶃ ڙࢠのために݈߁తな
ୈ一歩を౿Έग़そう、ᶄ ਌にྗを༩えよう、ᶅ 学ߍで
な৯඼をࠒతで手߁݈ しよう、ᶆڙతな৯事をఏ߁݈
手にೖれ΍すくしよう、ᶇ 体をಈかそう、とૌえている。

ϋーόードެऺӴ生大学Ӄの「݈߁తなҿྉのΨイド
ライン」では、ຖ日ҿ用するӷ体の大部分はਫ、（؁く
ない）͓஡ɾコーヒーにす΂きであるとݴっている。

2006 年ϏϧɾクϦントンは、൓ංຬ「୸ࢎҿྉࢭې
キϟンϖーン」を指شし、学ߍから高ΧロϦー୸ࢎҿྉ
をഉআするڠ定をશ米ҿྉڠ会と結Ϳことに成ޭした。
これは大きなಥഁޱであった。
「χϡーϤークࢢは 16 Φンス（450 NL）࠭౶ೖりҿ

ྉࢭېをఏҊ」。2006 年ブϧームόーグࢢ長がχϡー
Ϥークࢢで୸ࢎҿྉࢭېをఏҊし、࠭౶ೖりҿྉのϦス
クに基ͮき「あなたは 1 日 � ഋの࠭౶ೖりҿྉで 40 ା
の࠭౶をҿんでいる」というメディアキϟンϖーンを開
。した࢝

ୈ 5 ճࡍࠃ「஡と݈߁の科学シンϙジ΢ム」（2012 年
� ݄ 1� 日米ࠃ೶຿লジΣϑΝーソンϗーϧ）で、信用
の͓ける研究と一ྲྀҩ学ࡶ誌に発දされた研究によっ
て、݈߁に͓ける஡の໾ׂをཱূし支࣋するূڌがࣔさ
れた。6SA TPEBZ がこのシンϙジ΢ムについて報道ࢴ
し、米ࠃຽに஡の༗ޮ性を஌らͤた。

さま͟まな研究から、஡はຫ性࣬ױのϦスクを௿ݮす
ることが分った。ᶃ ංຬと体重؅理、ᶄ ਆܦ学తݮୀ

（認஌঱、パーキンソン病、アϧπϋイϚー病）、ᶅ が
んϦスクの༧๷（ߢޱ、前ཱથ、ң௎、ೕ、ഏ、ൽෘ、
ཛ૥）、ᶆ ࠎの݈߁（ૈࠎᱷ঱）なͲ、஡༿中の生理׆
性成分はਓ体の֤細胞に૬৐తにޮ果をもたらす。྘஡
成分の݈ޮ߁果をද 1 にࣔす。
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米ࠃに͓いて݈ࢤ߁向が高まり、高ڃ৯ྉ඼スーパー
「ϗーϧϑーζɾϚーέット」では、ᶃ 自વɾ༗ػ、ᶄ 
೶場から৯୎まで（҆શ）、ᶅ Ҩ఻ࢠ非૊׵え、ᶆ グ
ϧςンϑϦー、ᶇ ௿ΧロϦー৯、等をᨳっている。݈
にֻけ、͓஡をҿΉライϑスタイϧをडけೖれるؾを߁
ਓが૿えている。ফඅ者はラϕϧをಡΈ、ݡいબ୒をす
る。ओ要なスーパーはళ内にӫཆ士をೖれて͓஡のఏҊ
を޿げている。また、ϑィットωス、΢Σϧωス、ϤΨ
で新しく͓஡をҿΉਓが૿えている。そして、新しいϛ
Ϩχアϧζੈ୅（1��0ʙ2000 年୅生まれ）が、年を重
ねたϕϏーブーϚー（1�46ʙ1�64 年生まれ）と共に、
͓஡をडけೖれている。ۀاに͓いて、ैۀһのために
ೖすߪまり、৯඼ɾҿྉを࢝తな৯事プログラムが߁݈
るࡍのݫしい݈߁指਑が実ߦされ、ࣾһ৯ಊでは֤ࡼが
తかͲうかのఔ度にԠじて৭分けされる、というこ߁݈
とがىこり࢝めている。஍ݩの༗ػ໺ࡊと果෺のఏڙが
૿え、θロΧロϦーɾࢎ߅化という点でແ౶஡が޷まれ
。めている࢝

（�）�ʮΠϯυʹ͓͚Δ྘஡ੜ࢈ʵࡏݱͱޙࠓʯ
ɹ “(SFFO TFB PSPEVDUiPO iO IOEiB � PSFTFOU BOE FVUVSF”

%S� SVCIBTI $� #BSVB 
（PSPGFTTPS
 %FQBSUNFOU PG TFB )VTCBOESZ � 

TFDIOPMPHZ
 ATTBN AHSiDVMUVSBM 6OiWFSTiUZ
 JPSIBU
 
IOEiB）

ɹʻཁࢫʼ
྘஡は、インドだけでなくੈք中の͓஡のফඅ者

のؒで、これからの݈߁ҿྉとして支࣋されてき
た。݈߁にରする྘஡のޮ用は޿くެදされ、それ
によって、都会にॅΉ݈߁をҙ識したڭཆのある༟
෱なਓ々のؒで、྘஡はҿྉとして࠷も୳しٻめら
れるものの一つとなった。྘஡中に存在するࢎ߅化
成分は、ҩༀ඼΍化হ඼なͲ༷々な੡඼に࢖われて
いる。このように྘஡は非常にকདྷ性がある。྘஡
はརӹを生Ήようになってきたので、࠿ഓ೶Ո、੡
଄者、ൢചۀ者は、ؔ৺をঃ々に྘஡へと੾りସえ
ている。
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ද �ɹ྘஡੒෼ͷ݈ޮ߁Ռ
5BCMF�� ɹ)FBMUI�CFOFGJUT�PG�HSFFO�UFB

੒෼ ޮՌ ੒෼ ޮՌ
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Μ͕߅
୅ँଅਐ

Ϗλϛϯ#� ർ࿑ճ෮

Ϗλϛϯ#� ൽෘ࣬ױʹ༗ޮ

Ϗλϛϯ$ ෩अ༧๷
Խࢎ߅

Ϗλϛϯ& Խࢎ߅

Χϩςϯ ͕Μ༧๷
ςΞχϯ࣋ೳอػ֮ࢹ ϦϥοΫεײ

ѹ݂ߴ߅
݂ѹ্ঢ཈੍
೴ػೳอ࣋

αϙχϯ Ԍ঱๷ࢭ

("#" ѹ݂ߴ߅

ϑϥϘϊΠυ Խڧ؅݂

ΧϑΣΠϯ ֮੧ಛੑ
ർ࿑؇࿨
ར೘࡞༻
Ξϧίʔϧ୅ँଅਐ

ΫϩϩϑΟϧ ଄݂
ࢭष๷ޱ
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(SFFO UFB IBT CFFO BEWPDBUFE BT UIF GVUVSF IFBMUI 
ESiOL BNPOHTU UIF UFB DPOTVNFST PG OPU POMZ IOEiB
 
CVU XPSMEXiEF� TIF CFOFGiDiBM FGGFDUT PG HSFFO UFB 
PO IVNBO IFBMUI IBWF CFFO XiEFMZ QVCMiDiTFE BOE 
UIFTF IBWF NBEF HSFFO UFB POF PG UIF NPTUMZ TPVHIU 
GPS ESiOLT BNPOHTU UIF IFBMUI DPOTDiPVT
 FEVDBUFE 
BOE XFMM�UP�EP QPQVMBUiPO MiWiOH NPTUMZ iO UIF VSCBO 
BSFBT� TIF BOUiPYiEBOUT QSFTFOU iO HSFFO UFB BSF 
BMTP VTFE iO EiWFSTiGiFE QSPEVDUT MiLF NFEiDiOFT BOE 
DPTNFUiDT� AT TVDI HSFFO UFB IBT TIPXO B CSiHIU 
GVUVSF� (SPXFST
 NBOVGBDUVSFST BOE USBEFST BSF 
HSBEVBMMZ TXiUDIiOH PWFS UIFiS iOUFSFTUT NPSF UP 
HSFFO UFB TiODF iU IBT CFDPNF NPSF SFNVOFSBUiWF�

ݯى（1
஡ҿ用の఻આతなݯىは 4
000 年Ҏ上前の中ࠃにあ

る。྘஡はਆ೶ఇの時୅、すなわͪݩل前 2��� 年に࠷
初にᔸれられたと఻えられている。྘஡は、中ࠃ、日本、
、々でࠃタイ、ϕトφムなͲアジアの΄とんͲの、ࠃؖ
ҿྉ͓よͼༀとして、苦௧を࿨らげ、ইを༊し、体Թ、
݂౶஋を調અし、ফ化をॿけるために࢖われている。

日本では྘஡はͲこにでもあるため、୯に「͓஡」と
まり、日本へはષफ࢝૙ேにࠃばれている。͓஡は中ݺ
のૐཿ、໌ᣨӫ੢がྟࡁफと共にؼͪ࣋ったのである
が、日本஡とݺばれている。
2）インドの஡生࢈

インドはੈքの஡の໿ 2� ˋを生࢈している。インド
に͓ける஡の࠿ഓ໘ੵは໿ 5� 万ϔクターϧで、໿ 105
万トンの஡༿を生࢈している。インドは基本తに、生࢈
ফඅともに $T$（ԡしつͿし DSVTI、Ҿき྾き UFBS、
ؙめる DVSM ఔを޻ 1 ୆のػցでߦう੡法で、୹時ؒで
ཻ上に࢓上がる）ߚ஡がओで、Φーソドックス஡༿は໿
10 ˋにա͗ͣ、྘஡の生࢈は 1 ˋにもຬたない。イン
ド北部に͓いて、ヒϚνϟϧɾプラデシϡ、΢ッタラー
Χンド、ドアーζ、ςライ、アッサム等のभฒͼに北౦
部のかつては஡生࢈がߦわれていなかった஍Ҭで、྘஡
は生࢈されている。インドೆ部では、χϧΪϦス͓よͼ
タϛϧɾφードΡで྘஡が生࢈されて͓り、インド੓෎
೶Ոのऩೖ૿加のため、ॿ成ۚを࢈ではೆ部の生ہ஡ߚ
ग़して྘஡への੾ସえをਤっている。
�）྘஡の状況

インドではߚ஡にൺ΂て྘஡の生࢈は非常に少なく、
૊৫化されていない。྘஡はΦーソドックス੡法で੡଄

され、ൢചもݸਓのϨϕϧでߦわれている。インドߚ஡
によれば、2002ہ 年の྘஡生࢈は஡生࢈શ体のわͣか
0�6 ˋである。重ྔにして 5
4�6 トンで、そのうͪ 1
1��
トンがアッサムで生࢈された。インドでは੡଄された྘
஡の大部分はアムϦトサϧςィーɾΦークションࢢ場で
ചられる。྘஡はその༗ޮ性からফඅ者のਓؾが高まっ
て͓り、྘஡の੡଄とফඅはঃ々に૿加܏向にある。྘
஡は、都会の上ྲྀ֊ڃの、݈߁に༗用な࠷新の৘報にහ
が高まっている。さらに、྘஡のັؾなਓ々のؒでਓײ
ྗతな৭΍ਗ਼ྋײがফඅ者のؒでਓؾとなっている。そ
の結果、྘஡の੡଄΍ϚーέςィングはۀىՈにとって
ັྗతである。
4）྘஡の੡଄

アッサムをはじめとしてインドでは、྘஡は఻౷తに
Φーソドックス੡法で作られている。੡଄޻ఔは༷々で
あり、఻౷తな道۩を࢖った஍Ҭಠಛの੡法である。多
くの場合、࠿ഓ೶Ոは自分のՈで、手作りで੡଄してい
る。࠷初に新ժをৠし、あるいはᖱってΦキシダーθを
٫したのͪ、ѹྗをかけ（あるいはかけͣྫྷ、さͤ׆ࣦ
に）、ؒܽతにᎍ೧していく。ᎍ೧した஡༿は、ܰくᖱ
り、ᝲผしたޙ、ѹྗをかけ（あるいはかけͣに）、再
ͼᎍ೧してܗを੔え、࠷ऴతにਫ分が �ʙ4 ˋになるま
でס૩さͤる。アッサムに͓いて༷々な੡଄者が༷々な
方法、੡଄૷ஔを開発し྘஡を੡଄している。఻౷తに
は、߬素をࣦ׆さͤるために新ժを数分ؒ෸ಅਫにೖれ
るが、࠷近ではਫ分ؚྔを௿くするために、多くがזᖱ
り法を用いている。ଞの޻ఔは΄とんͲ変わらない。྘
஡は $T$ ੡法で作ることもできる。新઱な஡༿はਫ分
ؚྔが高く、$T$ ఔの前޻、こすためىఔで問題を޻
に൒ס૩が必要になる場合がある。$T$ ྘஡は、஡ఠ
Έ作ۀの簡素化、ૈい஡༿の༗ޮར用、޻ఔの簡素化、
ςィーόッグの੡଄に༗རである。$T$ ྘஡はまだあ
まり一般తではないが、ਓ々が一度׳れればকདྷ༗๬で
ある。੡଄޻ఔはΦーソドックス੡法にൺ΂て簡便であ
り、ਗ਼ܿである。྘஡の੡法ϑローνϟートをද2にࣔす。
5）͓わりに

インドの྘஡ࢢ場はطに૿加܏向にある。஡༿生࢈೶
Ո͓よͼ੡଄ۀ者は、རӹをಘるため྘஡に੾りସえよ
うとしている。高඼࣭の྘஡を大ྔに੡଄するために、
কདྷతに࠷新の૷ஔ、設උが必要であΖう。近いকདྷ、
インドがੈք࠷大の྘஡ফඅࠃの一つになることをظ଴
している。
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（�）ʮ�؊ଁʹ͓͚Δ྘஡ͷ݈ޮ߁ՌʹؔすΔӸֶௐࠪใ
ͷϨϏϡʔʯࠂ

ɹ “ RFWiFX PG FQiEFNiPMPHiDBM SFQPSUT PO IFBMUI FGGFDU 
PG HSFFO UFB iO UIF MiWFS”

ླ໦ᆴ޾
（ILSI JBQBO ஡৘報分科会） 

ɹʻཁࢫʼ
྘஡（┇┥┱┩┰┰┭┥ⓤ ┷┭┲┩┲┷┭┷ⓤL⓲）のҿ用には長いྺ࢙

があり、その調੡඼は޿くサプϦメントとしてར用
されてきた。࠷近、྘஡ઁ取の؊Ԍへのޮ果にؔす
る報告があり、その生理ಛ性が注目されている。一
方で྘஡あるいは྘஡நग़෺を非現実తな৚݅でಈ
෺に౤༩した試ݧの結果を基に、྘஡の҆શ性にؔ
するѱӨڹにରしてؔ৺が高まっている。そのため、
ヒトの݈߁にٴ΅す྘஡のӨڹを確かめるために、
྘஡による؊ಟ性͓よͼ؊発がん性をݒ೦する論文
についてධՁした。.FEMiOF、ENCBTF、#iPTiT なͲ
のデータϕースを、UFB（஡）、FQiEFNiPMPHZ（Ӹ学）、
MiWFS（؊ଁ）ؔ࿈のキーϫードでࡧݕし、4�6 報を
ಘた。さらに、ද題、要ࢫに基ͮいて �6 報をಛ定
した。Ϧスク૿加と結論෇けた報告はなく、΄とん
Ͳの報告はϦスク௿ݮをࣔした。この調ࠪに基ͮい
て、΄とんͲのӸ学తあるいはྟচత報告は、ヒト
の؊ಟ性ならͼに؊発がん性のϦスクが྘஡ઁ取に
より௿ݮされることを支࣋している、と考えられる。

(SFFO UFB （┇┥┱┩┰┰┭┥ⓤ┷┭┲┩┲┷┭┷ⓤL�） DPOTVNQUiPO IBT 
B MPOH IiTUPSZ BOE iUT QSFQBSBUiPOT IBWF CFFO XiEFMZ 
BWBiMBCMF BT TVQQMFNFOU� RFDFOUMZ
 QIZTiPMPHiDBM 
QSPQFSUiFT PG HSFFO UFB IBWF CFFO QBiE UP B 
QBSUiDVMBS BUUFOUiPO TiODF TPNF DBTFT PG IFQBUiUiT 
BGUFS iUT DPOTVNQUiPO BSF SFQPSUFE� /FWFSUIFMFTT
 
UIF HSPXiOH iOUFSFTUT iO TBGFUZ DPODFSO PG HSFFO UFB 

PO QMBVTiCMF BEWFSTF FGGFDU IBT CFFO BMMFHFE CBTFE 
PO UIF SFTVMUT PG BOiNBM FYQFSiNFOUT BENiOiTUFSFE 
HSFFO UFB BOE�PS FYUSBDUT VOEFS VOSFBMiTUiD DPOEi�
UiPOT� TIVT
 XF DVSSFOUMZ FOHBHFE UP SFWiFX 
BWBiMBCMF MiUFSBUVSF PO TVTQFDUFE IFQBUPUPYiDiUZ BOE 
MiWFS DBSDiOPHFOFTiT GSPN HSFFO UFB UP EFUFSNiOF BO 
FGGFDU PG HSFFO UFB PO IVNBO IFBMUI� %BUBCBTFT 
iODMVEiOH .FEMiOF
 ENCBTF
 #iPTiT
 XFSF TFBSDIFE 
VTiOH LFZXPSET SFMBUFE UP UFB
 FQiEFNiPMPHZ
 BOE 
MiWFS BOE 4�6 QBQFST BOE GVSUIFS TQFDiGiFE �6 
QBQFST CBTFE PO UiUMFT BOE BCTUSBDUT XFSF iEFOUiGiFE� 
8F GPVOE OP SFQPSU DPODMVEiOH iODSFBTFE SiTL� iO 
DPOUSBTU
 NPTU PG UIF SFQPSUT iOEiDBUFE UIF SFEVDFE 
SiTL� #BTFE PO UIiT TVSWFZ
 XF DPOTiEFSFE UIBU NPTU 
PG FQiEFNiPMPHiDBM BOE�PS DMiOiDBM SFQPSUT TVQQPSUFE 
SFEVDFE SiTL PG IFQBUPUPYiDiUZ BOE�PS MiWFS DBSDiOP�
HFOFTiT iO IVNBOT XiUI HSFFO UFB DPOTVNQUiPO�

྘஡の生ྔ࢈は、2005 年Ҏ߱、日本に͓いてはԼ߱
ϕトφムを中৺に、ࠃຯであるが、ੈքతに見ると中ؾ
して͓り、2010૿ٸ 年のશੈք生ྔ࢈は໿ 1�0 万トン
と、2005 年にൺ΂て �� ˋの伸ͼをࣔしている。྘஡
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ද �ɹ྘஡製଄޻ఔ
5BCMF�� ɹ1SPEVDUJPO�GMPX�DIBSUT�GPS�HSFFO�UFB

製๏ ఔ޻

఻౷తΦʔιυοΫε྘஡ ৠࣽʵྫྷ٫ʵୈҰᎍ೧ʵ൒ס૩ʵᝲผʵ࠶ᎍ೧ʵ࠷ऴס૩ʵબผ・แ૷

؆ུ๏ ৠࣽʗᖿઝʗזᖱΓʵྫྷٸ（ණਫਁ௮）ʵᎍ೧ʵס૩ʵબผ・෼ڃ

ඪ४$5$製๏ ᖿઝʗזᖱΓʗৠࣽʵᎍ೧ʵ൒ס૩ʵ$5$ʵ࠷ऴס૩ʵબผ・෼ڃ

վม๏ ᖿઝʗזᖱΓʗৠࣽʵ൒ס૩ʵ$5$ʵ࠷ऴס૩ʵબผ・෼ڃ

؆ུ๏ ྘஡༿ ��������ˆ೤෩മ࿐ʵ೤͍͏ͪʹ$5$ʵ࠷ऴס૩ʵબผ・෼ڃ
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のޮ能にରするؔ৺も高く、Χςキンにؔする論文は
1��� 年に 400 報଍らͣだったものが、2012 年には໿
2
200 報にまでୡして͓り、その � ׂが஡と݈߁にؔす
る論文である（$AQMVT � .FEMiOF）。

一方、サプϦメントのա৒ઁ取による݈߁被֐のݒ೦
もある。200� 年、重঱ྫをؚΉ؊োྫ֐が報告された
ため、ϑランス͓よͼスϖインのอ݈౰ہは、྘஡サプ
Ϧメント「Τクソライζ」のൢചを一時ࢭېした。
200� 年には、Χφダのอ݈౰ہが、྘஡サプϦメント

「グϦーンライト」ઁ取の؊োྫ֐をެදした。ଞにも
྘஡サプϦメントによる؊ো֐事ྫがいくつか報告され
ているが、؊ো֐とサプϦメントઁ取との௚઀తなؔ܎
をࣔすূڌは見つからなかった。また、2012 年には、
ϑランス৯඼ڥ؀労ಇӴ生҆શி（A/$ES）が、サプ
Ϧメントに྘஡ค຤を࢖用することの҆શ性についてҙ
見ॻをެදした。米ࠃࠃՈಟ性プログラム（/TP）の
൓෮౤༩試ݧの結果をࢀরし、ΤϐΨロΧςキンΨϨー
ト（E($(）の 1 日ڐ容ઁ取 （ྔA%I）として、0�5 NH�LH
体重ʗ日をఏࣔした。

/TP 発がん性試ݧの֓要はҎԼのと͓りである。
E($( をؚΉ྘஡நग़෺の߅がん作用が注目されてい
るが、長ظ౤༩時の༗֐作用にؔする஌見に๡しいた
め、米ڥ؀ࠃӴ生科学研究所（/IE)S）が྘஡நग़෺
のຫ性ಟ性͓よͼ発がん性にؔする長ظ試ݧを実ࢪし
た。ラット͓よͼϚ΢スを࢖った �0 日ؒ൓෮౤༩試ݧ

（発がん性༧උ試ݧ）に͓いて、いͣれも༤ࣁともに
1
000 NH�LH 体重で؊ଁへのӨڹが見られた（┘┳┼┭┧┳┰⓲ⓤ
└┥┸┬┳┰⓲ⓤ（2010） ��
 10�0 ）。続けて 2 年ؒのຫ性ಟ性͓
よͼ発がん性試ݧが実ࢪされ、近々結果がެදされる༧
定である。このಈ෺試ݧで࢖用したΧςキン౤༩ྔをヒ
トのઁ取ྔに౰てはめてΈると、1 ճの౤༩ྔ 1
000 
NH�LH 体重は、50ʙ60 LH の体重のਓで 50ʙ60 H ઁ取
に౰る。これは、྘஡ �00ʙ400 ഋに૬౰し、現実には
ありえないྔである。

日本では、طに発がん性試ݧがߦわれている。৯඼ఴ
加෺として࢖用されている྘஡நग़෺の҆શ性ධՁをす
るために、ཱࠃ৯඼ҩༀ඼Ӵ生研究所が、྘஡நग़෺の
ຫ性ಟ性͓よͼ発がん性にؔする長ظ試ݧをߦった。
�0 日ؒ൓෮౤༩試ݧ（┊┳┳┨ⓤ┇┬┩┱⓲ⓤ┘┳┼┭┧┳┰⓲ （200�） 46
 
2224ô222�）の2、ޙ 年ؒにわたるຫ性ಟ性͓よͼ発が
ん性試ݧ（Χςキンࠞ合෺ � ˋࠞӤ౤༩）をߦった。
その結果、Χςキンࠞ合෺は༤ࣁラットにରして発がん

性をࣔさなかった（┎⓲ⓤ┘┳┼┭┧┳┰⓲ⓤ┗┧┭⓲⓰ （2011） �6
2��ô�11）。
/TP の発がん性試ݧの結果は、化学෺࣭の発がん性

の基४として޿く࢖用され、信頼性が高く、΢Σブ上に
ہ౰੍نされるデータは、ੈք中の҆શのઐ໳Ո΍ࡌܝ
にࢀরされる。このため、E($( の試ݧ結果がެදさ
れた時に、次のようなことがݒ೦された。

ᶃ   ؊ଁにԿらかの変化（जᙾ性病変）が見られる可
能性がある。

ᶄ   ۮ発తな変化で、྘஡ઁ取の発がん性がٙわれて
しまう可能性がある。

そこで、ILSI JBQBO ஡ྨ研究部会では、ヒトの݈߁
にٴ΅す྘஡の作用を調΂るため、྘஡と؊ಟ性͓よͼ
؊がん発がん性にؔする文ݙの༧උݕ౼をߦい、ヒトӸ
学研究のデータとಈ෺試ݧの結果とをরらし合ͤること
を考えた。
「྘஡、Χςキン」にؔするӸ学研究論文は๲大にあ

るため、「؊ଁ」へのӨڹにؔする論文にߜってબ୒す
ることとした。%iBMPH（.FEMiOF
 ENCBTF
 #iPTiT
 TPYMiOF）
で、HSFFO UFB（྘஡）、DBUFDIiO（Χςキン）、FQiEFNiPMPHZ

（Ӹ学）、DMiOiDBM TUVEZ（ྟচ試ݧ）をキーϫードにしてݕ
し、4�6ࡧ 報நग़した。ද題໊から、Ӹ学ؔ࿈の文ݙか
否かの൑定をߦいߜりࠐΈ、2� 報のӳޠ文ݙをநग़し
た。日本ޠ文ݙを $i/ii（IUUQ���Di�Oii�BD�KQ�）にてࡧݕɾ
நग़し、� 報追加して、合ܭ �6 報について研究部会メ
ンόーで、内容ݕ౼をߦった。༧උݕ౼の結果はද �
の௨り。

Ҏ上まとめると、次の௨りである。
ᶃ   ヒトの݈߁にରする྘஡の作用を調΂るため、྘

஡と؊ಟ性͓よͼ؊がん発がん性にؔする文ݙを
調ࠪした。

ᶄ   .FEMiOF、ENCBTF、#iPTiT なͲのデータϕースを、
஡、Ӹ学、؊ଁにؔ࿈するキーϫードでࡧݕした。

ᶅ   4�6 報と、さらに文ݙのද題͓よͼ要ࢫに基ͮき
�6 報をಛ定した。

ᶆ   Ϧスク上ঢの報告は 1 報もなく、΄とんͲの報告
はϦスク௿ݮをࣔしていた。

ᶇ   ́ とんͲのӸ学͓よͼྟচ試ݧの報告は、ヒトに
͓いて྘஡のઁ取が؊ಟ性͓よͼ؊がん発がんの
Ϧスクを௿ݮすることを支࣋していると考えられる。

ୈ�ճ0ࡍࠃô$)"ֶज़会ٞ *-4*�+BQBO ηογϣϯ

Πϧγʔ No.117  (2014.5)  ― ��



ʻँࣙʼ

ୈ 5 ճࡍࠃ 0ô$)A 学ज़会ٞ実ߦҕһ会にରし、ILSI 
JBQBO セッションをاըして௖いたことにँײகしま

す。また、౰セッションに͓いて講演௖いたւ֎からの
演者、ロφɾςィソンࢯ、サόッシϡɾόϧア博士にײ
ँします。

1��� 年ɹ౦京大学೶学部೶ܳ化学科ɹଔۀ

1��2 年ɹ౦京大学大学Ӄ೶学ܥ研究科博士՝ఔɹमྃ

1��2 年ɹ キッコーϚンࣜג会ࣾೖࣾ（研究開発部໳、όイΦέϛ

Χϧ事ۀ部等に所ଐ）

2012 年ɹILSI JBQBO へ೿ݣ、現在にࢸる

ུྺ
ਿ࡚ɹ༞࢘（す͖͗͞ɹΏ͏じ）೶ֶത࢜
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ද �ɹจݙௐࠪまͱΊ
5BCMF�� ɹ4VNNBSZ�PG�SFWJFXT

۠෼ ෼͚࢓

จݙ ࿦จ ��ใதɺௐࠪର৅࿦จ ��ใ
（؊͕Μ：�� ใɺ؊ো֐：�ใɺ؊͕Μ͓Αͼ؊Ԍ：�）

݁Ռ ؊͕Μ �� ใதɺ཈੍：�� ใɺมԽͳ͠：�ใɺଅਐ：ͳ͠
؊ো֐ ��ใதɺ཈੍：�ใɺมԽͳ͠：�ใɺଅਐ：ͳ͠

ௐࠪର৅ 日本ਓ：��ใɺதࠃਓ：�ใɺӳࠃਓ・ถࠃਓ：֤ �ใɺଞ：�ใ

஡छ ྘஡：�� ใ（製ࡎ：�ใ）ɺ஡ͷ۠ผͳ͠：�ใ

・྘஡ઁऔʹΑΔ؊͕Μ΍؊ো֐ͷϦεΫ্ঢをࣔす࿦จ͸ͳ͍ɻ
・྘஡ઁऔʹΑΔ؊͕Μ΍؊ো֐ͷϦεΫ௿ݮをࣔす࿦จ͸ଟ਺͋Δɻ
・ϦεΫ্͕ঢすΔͱͷใࠂ͸ �ใ΋ͳ͘ɺ΄ͱΜͲͷใࠂ͸྘஡ͷઁऔ͕؊ଁϦεΫ௿ݮをࣔす΋ͷͰ͋ͬͨɻ
・͜ΕΒͷྟচݧࢼ͸ओʹɺ日本͓ΑͼதࠃͰ࣮͞ࢪΕͨ΋ͷͰ͋ͬͨɻ



3FQPSU�PG�UIF���UI�4FTTJPO�PG�UIF�$PEFY�$PNNJUUFF�PO�
'PPE�)ZHJFOF�（$$')��）

஑ຊ　ঘਓ

αϯτϦʔϏδωεΤΩεύʔτࣜג会ࣾ
඼࣭อূຊ෦　҆શੑՊֶηϯλʔ

)*4"50�*,&.050
�1I�%�
(FOFSBM�.BOBHFS

4BGFUZ�4DJFODF�*OTUJUVUF
�2VBMJUZ�"TTVSBODF�%JWJTJPO
4VOUPSZ�#VTJOFTT�&YQFSU�-JNJUFE

ୈ 45 ճコーデックス৯඼Ӵ生部会（$$F)45）は、201� 年 11 ݄ 11 日から 15 日の日ఔで、ϕトφムのϋϊイ
で開催された。ࠓճのࢀ加者は、�� 加ໍ1、ࠃ 加ໍ16、ؔػ ܭから合ؔػࡍࠃ 2�� ໊。日本からの୅ද団は 6 ໊で、
。加者も日本からのච者のΈであったࢀ加した日本ਓはච者のΈ、またILSIとしてのࢀからΦブβーόーؔػࡍࠃ
$$F)45 のٞ事内容は報告ॻ（REP14�F)）になって͓り、コーデックス࿈བྷٞڠ会のサイトでも日本ޠで詳ड़
されている。ࠓճの会合では、新ن作ۀఏҊの༏ઌॱҐをܾめるࡍの൑அ基४߲目と重Έͮけが౼ٞ、ܾ定され、
これに基ͮいて 2 ݅の新ن作ۀが次ճ総会のঝ認をٻめることとなった。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
�4VNNBSZ�

TIF 45UI TFTTiPO PG UIF $PEFY $PNNiUUFF PO FPPE )ZHiFOF （$$F)45） XBT IFME iO )B /Pi
 7iFU /BN
 GSPN 11�
15 /PWFNCFS 201�� TIF TFTTiPO XBT BUUFOEFE CZ 2�� EFMFHBUFT SFQSFTFOUiOH �� NFNCFS DPVOUSiFT
 POF NFNCFS 
PSHBOi[BUiPO （E6） BOE 16 iOUFSOBUiPOBM PSHBOi[BUiPOT iODMVEiOH FA0 BOE 8)0� TIF GVMM SFQPSU PG UIF TFTTiPO iT 
BWBiMBCMF BT REP14�F) PO UIF $PEFY 8FCTiUF� TIF QIZTiDBM XPSLiOH HSPVQ GPS FTUBCMiTINFOU PG $$F) XPSL 
QSiPSiUiFT XBT IFME iNNFEiBUFMZ CFGPSF UIF TFTTiPO UP QSPQPTF UIF DSiUFSiB BOE XFiHIUiOHT GPS QSiPSiUi[iOH OFX XPSL� 
TIF SFWiTFE DSiUFSiB XFSF BQQMiFE UP TFMFDU BOE TUBSU UXP OFX XPSLT�

ཁɹࢫ

̍ɽ�*-4*�+BQBO�৯඼҆શڀݚձ৯඼ඍੜ෺ڀݚ
෦ձͷ׆ಈͱ$$')

「৯඼҆શ研究会」は、ILSI JBQBO の研究׆ಈ૊৫の
中の�つの研究会のͻとつであり、6つの研究部会を࣋っ
ている。そのͻとつが「৯඼ඍ生෺研究部会」であり、
現在、24 ࣾ �� ໊（事຿ہをআく）がࢀ加している。部
会では、「.AL%IôT0F .S 分科会」と「ݪྉժ胞ەϦ

スク分科会」の 2 つの分科会׆ಈがల開されて͓り、「ν
ϧド分科会」の४උが新たに進められている。これらの
分科会׆ಈとはผに、部会શ体の׆ಈとして、「ඍ生෺
試ݧのグローόϧಈ向」にؔする৘報ऩ集΍部会һのษ
。会を重ねてきているڧ

部会ではこれまで、コーデックスҕһ会がਪ঑する܏
向をڧめている「Ϧスクに基ͮく考え方」を理ղする目
తで、ೕࣇ用調੡คೕ中の ┉⓲ⓤ┷┥┯┥┾┥┯┭┭ のϦスクධՁ΍

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը

ୈ��ճίーσοΫε৯඼Ӵੜ෦ձ
ʢ$$')��ʣͷ࿩୊

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ��ճίʔσοΫε৯඼Ӵੜ෦会ʢ$$')��ʣͷ࿩୊
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ඍ生෺ن格の設定にؔする文ॻの内容を共༗してきた。
さらに、ࠃ内に͓ける生৯用ڇ೑に͓ける৯中ಟの発生の
あと、新しいඍ生෺ن格が、本格తにコーデックスの考え方
を取りೖれて設定されたܦҢをडけて、コーデックス৯඼
Ӵ生部会（$PEFY $PNNiUUFF PO FPPE )ZHiFOF
 $$F)）、
あるいはコーデックスҕһ会΍ FA0�8)0 を科学తに
支ԉするࡍࠃ৯඼ඍ生෺ن格ҕһ会（IOUFSOBUiPOBM 
$PNNiTTiPO PO .iDSPCiPMPHiDBM SQFDiGiDBUiPOT GPS FPPET
 
I$.SF）等の࠷新の׆ಈ内容を理ղするためのษڧ会
を 201� 年に進めてきた。

2012 年 11 ݄に米ࠃχϡーΦーϦンζで開催されたୈ
44 ճコーデックス৯඼Ӵ生部会（$$F)44）の௚ޙに、
日本からの୅ද団の一һとしてࢀ加され、ٞ題となって
いる「৯඼中のඍ生෺ن४（.iDSPCiPMPHiDBM $SiUFSiB
 
.$）の設定とద用にؔする一般ݪଇのվగ」の෺理త
作ۀ部会（QIZTiDBM XPSLiOH HSPVQ
 P8(）をϦードさ
れた山ޱ大学共同्ҩ学部の๛෱ഹڭतから、作ۀ部会
が作成した文ॻの֓要をղઆしていただき、これらを 1
年ؒかけて部会でಡΈ合わͤた。題ࡐとした文ॻは、ઁ
৯時৯඼҆શ目ඪ஋（FPPE SBGFUZ 0CKFDUiWF
 FS0）、
ୡ成目ඪ஋（PFSGPSNBODF 0CKFDUiWF
 P0）、ୡ成基४

（PFSGPSNBODF $SiUFSiB
 P$）なͲの数త指ඪを取りೖ
れた新しいϦスク؅理の֓೦を、� つの実຿తなϞデϧ
事ྫをఏڙしながら、޿くීٴさͤる目తで४උされた
もので、50 ϖージにわたる文ॻでղઆした XPSLiOH 
UFYU（$9�F) 12�44�6ôAEE�1） と、$R%（DPOGFSFODF 
SPPN EPDVNFOU）として഑෍されたスライドࣜܗのϑΝ
イϧ � ฤ（iOUSPEVDUiPO と � 事ྫ）である。これらは、
$$F)44 ディϨクトϦ内で、一般にアクセスし、ダ΢
ンロードすることができる。

（文ॻ）  GUQ���GUQ�GBP�PSH�DPEFY�.FFUiOHT�$$F)�
DDGI44�GI44@06@BEE1F�QEG  

（スライド） GUQ���GUQ�GBP�PSH�DPEFY�.FFUiOHT�$$F)�
DDGI44�$R%T�.$@FYBNQMFT QSFTFOUBUiPOT� 

̎ɽ$$')�� ͷ֓ཁ（ใࠂॻ3&1���')）

$$F) のٞ事内容は、ଞの部会と同༷に、会ٞऴྃޙ
に作成されてެ開される。$$F)45 の SFQPSU は、ཌ
2014 年のコーデックスҕһ会（総会、$A$）で౼ٞさ
れるため、REP14�F) の൪߸がつけられている。

REP14�F)ɹ GUQ���GUQ�GBP�PSH�DPEFY�RFQPSUT�RFQPSUT@2014�
REP14@F)F�QEG

この SFQPSU のදࢴに続くϖージに、$PEFY $iSDVMBUiPO 
LFUUFS（$L 201��2��F)）のܗでࡌهされているҎԼ
の内容が、次ճのコーデックスҕһ会（$A$��）に
$$F) からٞ題として上げられる $$F)45 の౼ٞの成
果෺である。

ʻコーデックスҕһ会の࠾୒にࢾられるٞ題ʼ
（られる文ॻҊࢾ୒に࠾ऴ࠷）
1 ɽ「ඍ生෺学తϦスクධՁの実ࢪにؔするݪଇ͓よͼΨ
イドライン」に͓ける用ޠ（IB[BSE DIBSBDUFSi[BUiPO
 SiTL 
DPNNVOiDBUiPO
 SiTL FTUiNBUF BOE SiTL NBOBHFNFOU）の
定ٛのվగ（AQQFOEiY ᶘ）
定スςップࡦ格ن） 5�� にあるن格Ҋとؔ࿈文ॻ）

2 ɽ৯೑に͓けるد生஬（┘┶┭┧┬┭┲┩┰┰┥ TQQ�）の؅理のた
めのΨイドラインҊ（AQQFOEiY ᶙ）

� ɽڇ೑に͓けるد生஬（┘┥┩┲┭┥ⓤ┷┥┫┭┲┥┸┥）の؅理のた
めのΨイドラインҊ（AQQFOEiY ᶚ）

4 ɽスパイス͓よͼס૩๕߳性ϋーブにؔするӴ生実ࢪ
のվగҊ（AQQFOEiY ᶛ）ൣن

続いて REP14�F) のϖージᾠとして、$$F)45 の
「SVNNBSZ BOE $PODMVTiPOT」が 1 ϖージでまとめられ
ている。上هの次ճコーデックスҕһ会にࢾる内容に加
えて、$$F)45 での合ҙ事߲について、ҎԼの߲目が
。されているٴݴ

コ̒ーデックスҕһ会に新ن作ۀとしてのঝ認をٻめるٞ題ʼ
⿠ ɹڇ೑͓よͼಲ೑に͓ける非νϑス性サϧϞωラଐ細

の؅理にؔするΨイドライン（AQQFOEiY ᶜ）ە
⿠ ɹ৯඼ഔ介د生஬の؅理のための৯඼Ӵ生の一般ݪଇ

のద用にؔするΨイドライン（AQQFOEiY ᶝ）

 ̒コーデックスҕһ会͓よͼ FA0�8)0とؔ܎性をもつٞ題ʼ
⿠ ɹ「৯඼にؔわるඍ生෺ن४の設定とద用にؔするݪ

ଇとΨイドライン」について、日本とϑィンランドを
ٞ長ࠃとするిࢠ作ۀ部会（FMFDUSPOiD XPSLiOH HSPVQ
 
E8(）を設ஔして、FA0�8)0 のٕज़会合の文ॻを
にؔする෇ଐ文ॻ࡯学త͓よͼ数学త考ܭし、౷౼ݕ
の作成をܧ続するかͲうかのҙ見を取りまとめ、ܧ続
する場合には、そのߏ成と内容のఏҊをまとめる。
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⿠ ɹਫ分ؚྔが௿い৯඼のӴ生実ൣنࢪҊをスςップ 2
にࠩし໭し、FA0�8)0 の報告も考ྀにೖれて E8(
でݪҊを作成しな͓し、スςップ � で֤ࠃのコメント
をٻめ、次ճの部会（$$F)46）の௚前に開く P8(
と次ճ部会でݕ౼をߦなう。

⿠ ɹ生઱果実、໺ࡊにؔするӴ生実ൣنࢪのվਖ਼の必要
性について、E8( を設ஔして、$$F)45 までに४උ
された文ॻについて、新ن作ۀに૬౰する追加の変更
点があるかͲうか見௚し、変更点がある場合には
E8( で新ن作ۀのプロジΣクト文ॻを४උする。

⿠ ɹ「部会に͓けるޙࠓの作ܭۀը」（AQQFOEiY ᶞ）を
ঝ認。「$$F) が新ن作ۀを進めるプロセス（༏ઌॱ
Ґのܾめ方）」（AQQFOEiY ᶟ）について、൑அ基४߲
目（DSiUFSiB）と重Έͮけ（XFiHIUiOH WBMVFT）をमਖ਼
したものについてঝ認し、新ن作ۀఏҊがあった場合
にはこれらをద用してޙࠓの作ܭۀըを更新すること
とした。

ʻଞの部会とؔ܎性を࣋つٞ題ʼ
⿠ ɹୈ 2� ճコーデックス一般ݪଇ部会（$$(P2�）に

ରして、「手ॱॻ」にある定ٛ（IB[BSE DIBSBDUFSi[B�
UiPO
 SiTL FTUiNBUF）のվగが必要であるかͲうかݕ
౼をٻめることで合ҙした。

ʻ FA0�8)0 にରする要੥ʼ
⿠ ɹ「৯೑に͓けるد生஬（┘┶┭┧┬┭┲┩┰┰┥ TQQ�）の؅理の

ためのΨイドラインҊ」に͓いて、「ແࢹできるϦスク」
の೶場によってୡ成されるެऺӴ生上のอޢϨϕϧを
ࣔしたこれまでの作ۀを֦大して、「ແࢹできるϦス
ク」の೶場であることをҡ࣋するためのબ୒、あるい
は「ແࢹできるϦスク」の೶場であることをূݕする
ための、セクション ��� BOE � にࣔされた 4 つの要݅
のΦプションの同等性の൑அ（બ୒）をॿける事ྫを
作成することをٻめることとした。

⿠ ɹ$$F)44 に͓いてॿݴをٻめた、スパイスに͓け
るサϧϞωラଐ細ەのためのن格基४、͓よͼਫ分ؚ
ྔが௿い৯඼についてのॿݴをҾき続きٻめる。また、
ਫ分ؚྔが௿い৯඼の༏ઌॱҐͮけ（Ϩϕϧ 1ʙ�）
をߦなうࡍに、$$F)45 で指定された基४を用いる
ことをٻめる。

報告ॻ REP14�F) のߏ成は、上هの「SVNNBSZ BOE 

$PODMVTiPOT」のあとに、12 ϖージにわたる本文が続く。
$$F)45 は、5 日ؒのެࣜ日ఔのうͪ࠷初の � 日ؒを、
アジΣンダにԊってのٞ事にඅ΍し、4 日目はその結果
を報告ॻҊ %RAFT REP14�F) としてまとめる SFQPSU 
XSiUiOH EBZ としてۭけられ、࠷ऴ 5 日目の会ٞ開催前
に %RAFT REP14�F) がҹ࡮෺として会場で഑෍され
る。この %RAFT REP14�F) は、段མ͝とにಡΈあげ
られて、શ体のঝ認をडける手ॱをܦるが、そこでঝ認
されたものが REP14�F) の本文である。1� ϖージ目に
は、$$F) が現在作ۀ中のٞ題と、それらの現在のن
格ࡦ定スςップ、次のアクションがදにまとめられてい
る。

本文のはじめには、$$F)45 の開催日ఔ、開催஍΍、
されている。$$F)45ه加者数がࢀ は、201� 年 11 ݄
11 日から 15 日の日ఔで、ϕトφムのϋϊイで開催され
た。ϗストࠃはアメϦΧとϕトφムで、6S%A の %S� 
ENiMiP ETUFCBO がٞ長を຿め、ϕトφム $PEFY ׭長ہ
の %S� 7V /HPD 2VZOI が共同ٞ長を຿めた。ࠓճのࢀ
加者は、総会࠷ऴ日のアφ΢ンス数で、6� 加ໍ1、ࠃ
加ໍؔػ（E6）、1� FA0、8)0）ؔػࡍࠃ をؚΉ）
から合ܭ 2�� ໊、REP14�F) のࡌه数で、�� 加ໍࠃ、
1 加ໍ16、ؔػ ܭから合ؔػࡍࠃ 2�� ໊。日本からの
୅ද団は 6 ໊で、そのଞに 8)0 にग़向されてٞ長団に
加わった日本ਓの方が 1 ໊。/(0 なͲのؔػࡍࠃから
Φブβーόーࢀ加した日本ਓはච者のΈ、また ILSI と
してのࢀ加者も日本からのච者のΈであった。REP14�
F) の AQQFOEiYᶗが、ࠃɾؔػผのࢀ加者Ϧストになっ
ている。

̏ɽ$$')�� ͷ֓ཁ（ؔ࿈จॻ΁ͷΞΫηε）

前 અ で 紹 介 し た REP14�F) が、 ެ ࣜ な ׬ શ ൛ の
$$F)45 の報告ॻであるが、日本ޠで֓要が೺Ѳでき
る੓෎のサイトもしっかりとしている。೶ྛਫ࢈লとް
生労ಇলは、それͧれϗームϖージ内に「コーデックス
ҕһ会」のサイトを設けている。

೶ྛਫ࢈লの場合、ϗームɹʼɹ૊৫ɾ੓ࡦɹʼɹফ
අɾ҆શɹʼɹコーデックスҕһ会ɹと進Ήと、֤छの
コーデックスؔ࿈৘報΍ϦンクઌがそΖっている。

ここからさらに、コーデックスҕһ会ɹʼɹコーデッ
クスओ要ٞ題ɹʼɹ৯඼Ӵ生部会（$$F)）ɹと進Ήと、
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$$F) の現在のओ要ٞ題と、それらの現在のスςップ
なͲがදになっている。総会（$A$）΍そのଞの部会
の৘報もฒྻでࢀরできる。

また、೶ྛਫ࢈ল、ް生労ಇলのいͣれの「コーデッ
クスҕһ会」サイトからも、「コーデックス࿈བྷٞڠ会」
のサイトにアクセスできる。ٞڠ会は、年 �ʙ5 ճ開催
されて͓り、コーデックスҕһ会の׆ಈ΍コーデックス
ҕһ会に͓ける日本の׆ಈ状況がਵ時アップデートされ
ている。

コーデックス࿈བྷٞڠ会ɹʼɹコーデックス࿈བྷٞڠ
会開催状況ɹと進Ήと、֤ճのٞ事֓要があり、会ٞࢿ
ྉとしてそれͧれの部会の௚近のٞ事の༧定΍౼ٞ結果
が日本ޠで詳ड़されている。「ୈ 54 ճコーデックス࿈
བྷٞڠ会（ฏ成 25 年 10 ݄ 25 日開催）」では、11 ݄に
開催される $$F)45 のԾٞ題（アジΣンダ）と、ओ要
ٞ題の $$F)44 Ҏ߱のݕ౼状況が詳ड़されている。ま
た、「ୈ 55 ճコーデックス࿈བྷٞڠ会（ฏ成 26 年 1 ݄
�1 日開催）」では、$$F)45 開催をडけて、そのٞ事内
容が詳ड़されている。日本からの୅ද団 6 ໊の໊前と所
ଐもهされている。

米ࠃにも、コーデックスのҕһ会΍部会への୅ද団の
加報告が、6S%Aࢀ のサイト内にあり、ྫえば $$F)45
の報告はҎԼでアクセスできる。
IUUQ���XXX�GTiT�VTEB�HPW�XQT�QPSUBM�GTiT�UPQiDT�
iOUFSOBUiPOBM�BGGBiST�VT�DPEFY�BMiNFOUBSiVT�SFDFOU�
EFMFHBUiPO�SFQPSUT�EFMFHBUF�SFQPSU�45�DDGI

また、$$F) の本会ٞにࢀ加する前には、ࢀ加者もؚ
めて一般のਓが౼ٞࢿྉをӾཡすることができる。
$$F)45 の場合、ԼهのディϨクトϦ内にす΂ての文
ॻがऩೲされていて、一般にアクセスできる。
GUQ���GUQ�GBP�PSH�DPEFY�.FFUiOHT�$$F)�DDGI45�

このうͪ、$R%（DPOGFSFODF SPPN EPDVNFOU）ϑΥϧ
ダ内の「$R%01」は、$$F)45 のԾٞ題になっている。
Ծٞ題をࡌܝした XPSLiOH UFYU は（$9�F) 1��45�1）
であり、ࡧݕは可能であるが、$$F)45 のディϨクト
Ϧ内には格ೲされていない。

（$%R01）ɹ GUQ���GUQ�GBP�PSH�DPEFY�.FFUiOHT�$$F)�
DDGI45�$R%T�GI45@$R%01F�QEG

（$9�F) 1��45�1） IUUQ���XXX�DPEFYBMiNFOUBSiVT�PSH�
iOQVU�EPXOMPBE�SFQPSU��05�GI45@01F�
QEG

（AHFOEB 1）ɹٞ題の࠾୒（$9�F) 1��45�1）
（AHFOEB 2）ɹ コーデックスҕһ会、そのଞ部会、ಛผ

部会からの෇ୗٞ題（$9�F) 1��45�2）
（AHFOEB �）ɹ FA0�8)0、そのଞؔػࡍࠃからఏىさ

れたٞ題
ɹB） FA0�8)0 合同ඍ生෺学తϦスクධՁઐ໳Ո会ٞ

（JPiOU FA0�8)0 EYQFSU .FFUiOHT PO .iDSPCiP�
MPHiDBM SiTL BTTFTTNFOU� JE.RA）からの進௙報告
とؔ࿈事߲（$9�F) 1��45��）

ɹC） ्ࡍࠃӸ事຿8）ہPSME 0SHBOi[BUiPO GPS AOiNBM 
)FBMUI� 0IE）からの৘報（$9�F) 1��45�4）

ɹD） ࡍࠃඪ४化ߏػ（IOUFSOBUiPOBM 0SHBOi[BUiPO GPS 
SUBOEBSEi[BUiPO� IS0）からの৘報（$9�F) 1��45�4 
AEE�1）

（AHFOEB 4） ৯೑に͓けるಛ定د生஬の؅理にؔするΨ
イドラインݪҊ（スςップ4）（$9�F) 1��45�5）

（AHFOEB 5） スパイス͓よͼ ૩๕߳性২෺にؔするӴ生ס
実ݪൣنࢪҊ（スςップ4）（$9�F) 1��45�6）

（AHFOEB 6） ਫ分ؚྔの௿い৯඼にؔするӴ生実ൣنࢪ
Ҋ（スςップ 4）（$9�F) 1��45��）

（AHFOEB �） د生஬の発生と؅理にؔする౼ٞ文ॻ
（$9�F) 1��45��）

（AHFOEB �） 生઱果実、໺ࡊにؔするӴ生実ൣنࢪのվగ
の必要性にؔする౼ٞ文ॻ（$9�F) 1��45��）

（AHFOEB �） そのଞの事߲とޙࠓの作ۀ
ɹB） ޙࠓの作ܭۀըと新ن作ۀのධՁ、༏ઌॱҐͮけ

の൑அ基४߲目（$9�F) 1��45�10）
ɹC） 新ن作ۀ（$9�F) 1��45�11）

（AHFOEB 10） 次ճ部会の日ఔと開催஍
（AHFOEB 11） 報告ॻの࠾୒

上هのディϨクトϦ内にある ňGI45@YY�QEGŉ（YY は、
02 から 11 までの࿈൪）໊のϑΝイϧは、AHFOEB 2 か
ら �C までの 10 ߲目の AHFOEB にؔ࿈する文ॻがฒ΂ら
れて͓り、ఏҊのݪҊ΍ 8( のݕ౼結果なͲの内容に
なっている。これらの文ॻをもとにして、࠷初の � 日ؒ
の౼ٞが進められる。ྫえば、ϑΝイϧ໊ ňGI45@10F�
QEGŉ の文ॻは、AHFOEB �B にؔ܎する文ॻ（$9�F) 
1��45�10）のӳޠ൛（F）であり、ňAHFOEB �B� FPSXBSE 
XPSLQMBO BOE DSiUFSiB GPS FWBMVBUiPO BOE QSiPSiUi[iOH OFX 
XPSLŉ にରして、コスタϦΧ、E6、日本、アメϦΧか
らఏग़されたコメントがࡌܝされている。
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一方、ディϨクトϦのϦストԼ部の P8( のϑΥϧダ
内の文ॻは、11 ݄ 11 日からの本会ٞ日ఔの前日（10 日）
に開かれた同時௨༁つきの P8( にؔ࿈する文ॻであ
る。ࠓճは、ňAHFOEB 4ɿ৯೑に͓けるಛ定د生஬の؅
理にؔするΨイドラインݪҊ ŉ と ňAHFOEB �Bɿޙࠓの
作ܭۀըと新ن作ۀのධՁ、༏ઌॱҐͮけの൑அ基४߲
目 ŉ の P8( が、本会ٞ前日にスέジϡーϧされた。

次ճ $$F)46 については、米ࠃとϖϧーが共同ϗス
トࠃとして、2014 年 11 ݄ 1� 日から 21 日の༧定で、
ϦϚで開催されることがԾܾ定された。また、本会ٞの
前日 16 日には、同時௨༁のついた P8( が、2 つない
しは � つのٞ題についてߦなわれる可能性がある。

̐ɽ$$')�� ͷ࿩୊（৽ۀ࡞نͷ༏ઌॱҐ͚ͮ）

前ճの $$F)44 に͓いて、新ن作ۀఏҊで༏ઌॱҐ
が௿いと൑அされた事Ҋの取ѻい、͓よͼޙࠓの新ن作
ఏҊのϦスト作成とその༏ઌॱҐをܾめる൑அ基४をۀ
੔理することが合ҙされ、作ۀ部会が設ஔされた。

$$F)45 の AHFOEB �B、�C に設定され、本会ٞ前日の
ऴ࠷ P8( での౼ٞを௨じて、൑அ基४߲目としてఏࣔ
され、重Έͮけが数஋化されていた 4 つの߲目について
मਖ਼Ҋが作成された。
⿠ ɹ新نな৘報またはٕज़があることにより、ط存のӴ

生実ൣنࢪのվగまたは新ൣننのࡦ定をߦなうҙٛ
が認められるかͲうか。

⿠ ɹ新たな作ۀをߦなうことにより、ެऺӴ生を向上さ
ͤるޮ果が見ࠐまれるかͲうか。

⿠ ɹެऺӴ生上のϦスクの大きさ（高、中、௿）。
⿠ ɹެऺӴ生上のϦスクによる๵қ上のӨڹ度（ੈքత

なʗ஍ҬతなӨڹ、ফඅྔの多いʗ少ない）。
मਖ਼Ҋでは、前者 2 ߲目は、数஋化した重Έͮけをす

るのではなく、新作ۀとして࠾୒する前ఏ৚݅と考えら
れるため、:ES�/0 で൑அする。すなわͪ、1 ߲目め
の新ن৘報、ٕज़があることが必ਢであり、続いて 2 ߲
目めの新ن作ۀのҙٛがࠪ定されるため、実࣭తには྆
߲目とも :ES である作ۀҊのΈが、新ن作ۀのݕ౼ީ
ิとなる。また、4 つの߲目にはؚまれていないが、新
Ҋのݪめるにあたって、すでに࢝を౼ݕとしてのۀ作ن
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$$')�� ͷใࠂॻ 3&1���')ͷ "QQFOEJY�7*** ΑΓൈਮ

ॱҐ ՝୊ۀ࡞ ৽ن �վగ ৽৘ใ ޮՌ จॻ ϦεΫ ๵қ （ܭ߹）

� Ӵੜ࣮ൣنࢪ：৯඼தͷدੜ஬ͷ؅ཧ ৽ن :&4 :&4 :&4 �� �� ��

� Ӵੜ࣮ڇ：ൣنࢪ೑͓Αͼಲ೑தͷαϧϞωϥଐەࡉͷ؅ཧ ৽ن :&4 :&4 :&4 �� �� ��

� ৯඼ӴੜͷҰൠݪଇ（෇ଳจॻ）：)"$$1ద༻ͷΨΠυϥΠϯ （$"$�3$1��ô����） :&4 :&4 /0 �� �� ��

� Ӵੜ࣮ൣنࢪ：৯೑ （$"$�3$1���ô����） :&4 :&4 /0 �� �� ��

� ੜ࢈೑தͷϕϩಟૉڇ ┉⓲ⓤ┧┳┰┭ ͷ؅ཧ ৽ن :&4 :&4 /0 �� �� ��

� Ӵੜ࣮ൣنࢪ（ੜ઱Ռ࣮・໺ࡊ）：τϚτͷ෇ଳจॻ࡞੒ （$"$�3$1���ô����） :&4 :&4 /0 �� � ��

� Ӵੜ࣮ྨࠄ：ൣنࢪͷஷଂ ৽ن :&4 /0 /0 � � ��

Ӵ生࣮ൣنࢪ：生઱Ռ࣮・໺ࡊɹ （CAC/RCP 53ô2003） NO ⼟ ⼟ 20 10 30

Ӵ生࣮ൣنࢪ：ೕ・ೕ੡品ɹ （CAC/RCP 57ô2004） NO ⼟ ⼟ 14 10 24

Ӵ生࣮ൣنࢪ：ཛ・ཛ੡品 （CAC/RCP 15ô1976） NO ⼟ ⼟ 14 5 19

Ӵ生࣮ൣنࢪ：大量調理における調理ࡁみ、加熱調理ࡁみ食品 （CAC/RCP 39ô1993） NO ⼟ ⼟ 14 5 19

Ӵ生࣮ൣنࢪ：͹らੵみ・൒แ૷食品の༌ૹ （CAC/RCP 47ô2001） NO ⼟ ⼟ 8 10 18

Ӵ生࣮ൣنࢪ：低酸性・酸性化した低酸性٧؈食品、ແ菌加工・
แ૷した低酸性食品、٧؈Ռ࣮・໺ࡊ੡品ʀ大量の٧؈食品の
不ྑ品目ݕࢹ査ガイドライン

（CAC/RCP 23ô1979）

（CAC/RCP 40ô1993）

（CAC/RCP 2ô1969）

（CAC/GL 17ô1993）

NO ⼟ ⼟ 8 10 18

Ӵ生࣮ൣنࢪ（生઱Ռ࣮・໺ࡊ）：にん͡んの付ଳ文書࡞成 （CAC/RCP 53ô2003） NO ⼟ ⼟ 8 5 13

Ӵ生࣮ൣنࢪ：（φνュラルミネラルウΥーターҎ֎の）ボトルೖ
りʗแ૷ࡁみ飲料水 （CAC/RCP 48ô2001 NO ⼟ ⼟ 8 5 13

Ӵ生࣮ൣنࢪ：長期保存できるྫྷଂแ૷ࡁみ食品 （CAC/RCP 46ô1999） NO ⼟ ⼟ 8 5 13

Ӵ生࣮ൣنࢪ：֝の٭೑の加工 （CAC/RCP 30ô1983） NO ⼟ ⼟ 8 2 10

ද �ɹ$$')ͷޙࠓͷܭۀ࡞ըͱ༏ઌॱҐ
5BCMF�� ɹ$$')�GPSXBSE�XPSLQMBO



作成४උが進んでいるものを༏ઌతに取りѻうことも合
ҙされた。ޙ者 2 ߲目については、数஋による重Έͮけ
によって૬ରతな༏ઌॱҐをࣔすこととし、その഑分
は、ެऺӴ生上のϦスクの大きさと๵қ上のӨڹ度を
2�1 とすることとされた。Ϧスクの大きさについては、
高（20 ϙイント）、中（14 ϙイント）、௿（� ϙイント）
にランク分けされた。๵қ上のインパクトについては、
ੈքతӨڹʗ高ফඅྔ（10 ϙイント）、஍ҬతӨڹʗ高
ফඅྔ（5 ϙイント）、ੈքతӨڹʗ௿ফඅྔ（4 ϙイ
ント）、஍ҬతӨڹʗ௿ফඅྔ（2 ϙイント）、Өڹなし

（0 ϙイント）のランクͮけがされた。
この༏ઌॱҐͮけのϧーϧ（AQQFOEiY ᶟ）は、さっ

そく新نఏҊ作ۀのϦストにద用され、ީิ作͝ۀとに
ධՁがߦなわれた。その結果が「ද 1ɿ$$F) のޙࠓの
作ܭۀըと༏ઌॱҐ」である（AQQFOEiY ᶞ）。新ن作ۀ
としての現状の作ิީۀϦストと、それらが࠾୒される
ための必要前ఏ৚݅΍༏ઌ要݅が໌確にされたことで、
৯඼Ӵ生分໺に͓いてੈքతにؔ৺がもたれているト
ϐックスが、一般にもたいへんわかり΍すくなったとࢥ
われる。

ň ೑͓よͼಲ೑に͓ける非νϑス性サϧϞωラଐ細ڇ
の؅理にؔするΨイドラインە ŉ と ň ৯඼ഔ介د生஬の
؅理のための৯඼Ӵ生の一般ݪଇのద用にؔするΨイド
ライン ŉ がॱҐͮけ 1 Ґと合ҙされ、新ن作ۀとして次
ճのコーデックスҕһ会にঝ認をٻめることとなった。

また、次年度Ҏ߱の新ن作ۀఏҊのݕ౼に͓いても、
このݪଇϧーϧがద用されるため、これにଇり、次ճ
$$F)46 のٞ長ࠃであるϖϧーと米ࠃが、次ճ会合に
͓けるٞ事の४උをߦなう。

1��1 年 ԣ඿ཱࠃ大学޻学部ࡐྉ化学科ɹଔۀ

1��4 年 ౦京ۀ޻大学総合理޻学研究科म士՝ఔɹमྃ

1��4 年 サントϦーࣜג会ࣾɹԠ用ඍ生෺研究所ʗ基ૅ研究所

1��0 年 ࣜג会ࣾւ༸όイΦςクϊロジー研究所ɹזੴ研究所

1��1 年 米ࠃϚイアϛ大学ւ༸ؾ৅科学研究所 PI�%� 取ಘ

1��� 年 サントϦーࣜג会ࣾɹ基ૅ研究所

200� 年 同ɹ৯඼研究所ʗҿྉ঎඼開発研究部ʗҿྉ開発設ܭ部

2006 年 ILSI JBQBO ৯඼҆શ研究会৯඼ඍ生෺研究部会加ೖ

200� 年 サントϦー৯඼ࣜג会ࣾɹҿྉ開発設ܭ部

2010 年  サントϦーϏジωスΤキスパートࣜג会ࣾɹ҆શ性科学

センター

現在にࢸる

ུྺ
஑本ɹঘਓ（͍͚΋ͱɹͻ͞ͱ）1I�%�（.BSJOF�#JPMPHZ）

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը　ୈ��ճίʔσοΫε৯඼Ӵੜ෦会ʢ$$')��ʣͷ࿩୊
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*-4*�����ຊ෦૯ձใࠂ

2014 年度の ILSI AOOVBM .FFUiOH（年次総会）が、1 ݄ 1� 日（ۚ）から 22 日（ਫ）まで、ӳྖࠃόϛϡーダの TIF 
FBiSNPOU SPVUIBNQUPO )PUFM にて開催された。ࠓ年度は、研究財団、1 ͼٴ（อ݈科学研究所ɿ)ESIڥ؀）支部ࡍࠃ
15 ஍Ҭ支部から 2�0 ໊のࢀ加があり、日本からは、本部理事 2 ໊、ILSI JBQBO 事຿5 ہ ໊、)ESI 者܎ؔ 4 ໊がࢀ加
した。現在、ILSI 本部として、“0OF ILSI” のֻけ੠のԼ、ϫーキンググϧープを૊৫し、ςーϚຖに׆ಈの方向性
をࣔす試Έがなされて͓り、本総会では、そのラップアップもߦわれた。また、ଞ支部メンόーとのଧͪ合わͤをݸผ
に設定し、ޙࠓの׆ಈにつなげることができた。

学ज़講演もؚめ、会ٞで発දされたスライド、ϙスターࢿྉの詳細は、Լه ILSI XFCTiUF にてެ開されている。
IUUQ���XXX�iMTi�PSH�PBHFT�ILSI@2014@AOOVBM@.FFUiOH@#FSNVEB�BTQY

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

૯ձग़੮ऀ

3FQPSU�GSPN�*-4*�"OOVBM�.FFUJOH����� 1BSUJDJQBOUT�PG�"OOVBM�.FFUJOH
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̍ɽ*-4*�(MPCBM�4UBGG�.FFUJOH�
ɹ（����ɹ��：��ô��：��）

঺հݾՃऀͷࣗࢀ（�）
総੎ �0 ༨のࢀ加者による自ݾ紹介（໊前と所ଐのΈ）

を実ࢪ。

（�）�*-4* ઓུܭըͱ࣮5：͍ͯͭʹࢪJN�'BMMPO（ίϯα
ϧλϯτ）

2014ʙ2016 ઓུܭըの実ફに向け、ޙࠓの取り૊Έ
をؚめ、� つの׆ಈを紹介。
1） ઓུのධՁ。場合によってはमਖ਼してઓུの༗用性

をࣔす。
2） ઓུϚップの作成。中৺త՝題「݈߁でຬ଍する生

ڹへのؔ࿈性とӨࡦに向けた科学に基ͮいたղܾ׆
をڧ化する」をܝげ、SDiFODF
 7BMVF
 SUBLFIPMEFST
 
(PWFSOBODF に͓ける֤ઓུత༏ઌ目ඪを作成。׆ಈ
一年ޙ、いかに実ફに向けた׆ಈにしてߦくかを考
ྀする。

�） 成ޭ実現に向け重要なこととして、ᶃ ޮ果తなϦー
ダーシップ、ᶄ దࡐメンόーによるνームฤ成、ᶅ 

˗ *-4* 本෦૯ձձٞεέδϡʔϧ֓ཁ

日時 会ٞ
1�1�
0�ɿ00ô16ɿ�0 ILSI (MPCBM SUBGG .FFUiOH
1�1�
0�ɿ00ô12ɿ00 ILSI #PBSE PG TSVTUFFT
14ɿ�0ô1�ɿ�0 ILSI ATiBO #SBODIFT .FFUiOH
1�1�
0�ɿ00ô12ɿ00 ILSI /PSUI ANFSiDB ATTFNCMZ PG .FNCFST

ILSI EYFDVUiWF $PNNiUUFF
11ɿ�0ô14ɿ00 ILSI SPVUIFBTU ATiB RFHiPO .FFUiOH
14ɿ00ô1�ɿ00 ILSI (FOFSBM ATTFNCMZ
1�ɿ00ô1�ɿ00 ILSI #SBODI LFBEFSTIiQ .FFUiOH
1�ɿ00ô1�ɿ00 ILSI PPTUFS SFTTiPO
1�20
0�ɿ00ô0�ɿ�0 ILSI�IOEiB #SFBLGBTU .FFUiOH
0�ɿ�0ô12ɿ00 ILSI RFTFBSDI FPVOEBUiPO SDiFOUiGiD SFTTiPO � ┊┥┭┸┬┪┹┰ⓤ┖┩┷┩┥┶┧┬ⓤ┖┩┴┳┶┸┭┲┫ⓤ┥┲┨ⓤ┗┸┩┴┷ⓤ┸┳ⓤ└┶┳┱┳┸┩ⓤ┍┸

ILSI /PSUI ANFSiDB SDiFOUiGiD SFTTiPO� ┊┶┩┩ⓤ┛┭┰┰ⓤ┳┶ⓤ┊┥┸┩⓾ⓤ┛┬┥┸ⓤ┈┶┭┺┩┷ⓤ┓┹┶ⓤ┊┳┳┨ⓤ┇┬┳┭┧┩ⓤ┈┩┧┭┷┭┳┲┷ 
12ɿ00ô14ɿ00 ILSI FPDBM QPiOU iO $IiOB #VTiOFTT .FFUiOH
14ɿ00ô1�ɿ�0 ILSI /PSUI ANFSiDB SDiFOUiGiD SFTTiPO� └┶┩┧┭┷┭┳┲ⓤ┒┹┸┶┭┸┭┳┲⓾ⓤ┊┶┳┱ⓤ┇┩┰┰ⓤ┸┳ⓤ┗┳┧┭┩┸┽

ILSI SUBGG $PNNVOiDBUiPO 8PSLiOH (SPVQ
$BSCPIZESBUFT FPSVN

1�21
0�ɿ00ô1�ɿ20 ILSI JBQBO #SFBLGBTU .FFUiOH
0�ɿ�0ô12ɿ00 PMBUGPSN GPS IOUFSOBUiPOBM PBSUOFSTIiQ

ILSI /PSUI ANFSiDB SDiFOUiGiD SFTTiPO� ┊┳┳┨ⓤ┗┥┪┩┸┽ⓤ┇┥┷┩ⓤ┗┸┹┨┽ⓤ┅┶┷┩┲┭┧
12ɿ00ô14ɿ00 ILSI LBUiO ANFSiDB #SBODIFT LVODI .FFUiOH
14ɿ00ô1�ɿ�0 ILSI %iTDVTTiPO FPSVN� ┓┲┩ⓤ┍┐┗┍⓱┋┰┳┦┥┰ⓤ└┥┶┸┲┩┶┷┬┭┴ⓤ┪┳┶ⓤ┥ⓤ┌┩┥┰┸┬┭┩┶ⓤ┛┳┶┰┨
1�22

ᶗɽ֤छձٞɾҕһձ
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໌確な実ܭࢪըの作成、ᶆ త確なධՁ࣠の設定、を
ఏࣔ。

（�）�*-4* ίϛϡχέʔγϣϯܭըʹ͍ͭͯ：.JDIBFM�
4IJSSFGGTʗ4UFWFO�1BSLFS

$PNNVOiDBUiPO の目తは、ᶃ ILSI Ձ஋のܧ続తな向
上、ᶄ ੠をଗえる、科学฼体として ILSI の認識を֦大
すること、と考えている。

ILSI E9TRA（$PNNVOiDBUiPO TPPM）の࢖用も֦大（55
にٴͿҕһ会、タスクϑΥース、ϫーキンググϧープが
用）状況にある。ILSI׆ の΢Σブサイト๚問者は、�
000
ʗ݄を数えて͓り、目ඪを 15
000ʗ݄に設定している。
TXiUUFS、FBDFCPPL、LiOLFEMO、:PVTVCF のޮ果తな࢖
用も進められている。

SE0（SFBSDI EOHiOF 0QUiNi[BUiPOɿࡧݕΤンジン࠷
ద化）ରԠについて紹介。同時に :PVTVCF のҖྗを認
識し、༗ޮར用をਪ進している。

（�）0OF�*-4* ෼Պձάϧʔϓ౼ٞ݁ՌʹΑΔใࠂ
1） ৯඼とਫの҆શ性ɿESiD )FOUHFTʗ,FOH /HFF TFPI

多くの支部׆ಈの中৺は、能ྗڧ化とڭҭ支ԉ（50 
ˋ）にয点が౰てられている。そのଞの分໺としては、
基४の設定（1� ˋ）、ਫの҆શ（1� ˋ）、新ٕज़のԠ用
分໺（14 ˋ）等である。0OF ILSI 、会としてػಈの׆
ଞ支部との׆ྗڠಈ（৯඼中の化学部࣭のϦスクධՁト
Ϩーχングɾプログラム開発、๫࿐ධՁにؔするઐ໳Ո
ωットϫークのԠ用）等が考えられる。
2） ӫཆʵ݈߁な加ྸɿ%iÂOB #ÂOÂUiʗ#PPO :FF :FPOH

֤支部へのアンέートの結果、΄とんͲશての支部が
ӫཆؔ࿈問題を取り上げていることが൑໌。その中で多
くの支部が取り上げているओ要な 11 ΤϦアを確定。
0OF ILSI プロジΣクトの事ྫ題ࡐとして、“Τイジング”
をঝ認。֤支部の現׆ಈをϨϏϡーした࠷、ޙ初にয点
を౰てる׆ಈを「͝ࠃとの࿝ਓのӫཆ状ଶ」と「৯श׳
データのࡍࠃデータϕース開発」とした。
�） ಟ性とϦスクサイΤンスɿSZSiM PFUUiUʗ.iDIFMMF ENCSZ

ԣஅత重要事߲として、Լه � 点を紹介。
ᶃ  能ྗڧ化ɿ能ྗとは、૊৫の࢖命を果たすために必

要とされる࠽能、஌識、࣭ࢿをݴう。能ྗڧ化は、૊
৫をڧ化し、࢖命を果たす手ॿけをする׆ಈである。

ᶄ ྉの開発であり、ϫークࢿҭڭ࿅ɿ܇ҭとڭ 
ショップ、会ٞ開催を௨じたීٴである。

ᶅ ઐ໳஌識の共༗ɿٕज़支ԉ、ਓࡐのఏڙ。
支部ؒプロジΣクトの࠷初のྫは、8)0 の化学෺࣭

ϦスクධՁωットϫークをサϙートする ILSI の「Ϧス
クධՁϑΥーラム」である。8)0 のωットϫークを࢖
い ILSI のϦスクධՁにؔするઐ໳஌識の౷一理ղをఏ
。することであるڙ
 とӫཆอোɿ.PSWFO .DLFBOʗ.BSiFMBۀ続తな೶࣋ （4

#FSF[PWTLZ
本ςーϚはଞの � つとൺֱして新しいςーϚである

が、� つの支部がؔ࿈׆ಈをߦっていることが൑໌。ओ
な׆ಈをグϧープ分けすると 5 つのΧςΰϦー（όイΦ
ςクϊロジー、೶ۀ生࢈性、৯඼ロス、ީؾ変ಈ、Φー
プンデータの考え）に集໿される。そして、૬ؔޓ࿈ςー
Ϛとして、次の � つ（೶࢈෺生࢈性、ީؾ変ಈ、ٕज़）
がఏҊされた。次の段֊として、ᶃ 支部スタッϑが࢖
用するπーϧキットの開発、ᶄ メンόー会ࣾ୅දにର
し、Կが問題になって͓り、ILSI はͲの༷にରॲしよ
うとしているか、キープϨーϠーは୭で、Կをしようと
しているのかについて、簡୯なメϞॻきをૹる、ᶅ ౒
ྗの重ෳをආけるため内部コϛϡχέーションプログラ
ムを開発する。

（�）*-4* ϙϦγʔ：4IBXO�4VMMJWBO
現在 ILSI 理事会では、શての ILSI 団体にద用でき

るものとして、次の 4 つのグローόϧɾϙϦシーをঝ
認。ᶃ ಠ઎ࢭې੓ࡦ、ᶄ ྙ理ن定と૊৫ߦಈൣن、ᶅ 
෗ഊ๷ࢭ੓ࡦ、ᶆ 多༷性੓ࡦ。

結論として、ᶃ 0OF ILSI ઓུは、զ々に自分たͪが
Կ者か、Ͳうして存在するのかについての共௨理ղ（一
؏性）を࣋つことをٻめている、ᶄ ILSI スタッϑ΍理事
へのઆ໌、܇࿅は、ILSI ブランドの結ଋを手ॿけする。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

̎ɽ*-4*�#PBSE�PG�5SVTUFFT
ɹ（����ɹ��：��ô��：��）

理事会にΦブβーόーとしてࢀ加。

（�）l0OF�*-4* z ϓϥϯࢪ࣮
本理事会のಈٞは、“0OF ILSI” 実ࢪプランのঝ認。

0OF ILSI のઓུܭը中の 4 つのセッション SDiFODF
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（AMBO #PPCiFT）、7BMVF（T� ACSBIBN）、SUBLFIPMEFS（(FPGG 
SNiUI）、(PWFSOBODF ֤୲౰メンόーから౼ུٞ֓を紹
介。ޙࠓ、֤νームは、ಛ定׆ಈへとҠߦしていくこと
を確認。ただし内容を考ྀして、7BMVF と SUBLFIPMEFS
グϧープを共同作ۀとした。

（�）*-4* ίϛϡχέʔγϣϯܭըʗ.��4DIJSSFGG
(MPCBM SUBGG 会ٞと同じ報告。

（�）3FTFBSDI�'PVOEBUJPO ใࠂʗ%��#JFS
研究財団のط存の �グϧープ（$ERA、RSIA、$I.SA/S）

ฒͼに新しい $FOUFS GPS SBGFUZ ATTFTTNFOU PG FPPE BOE 
FFFE の׆ಈ֓況をઆ໌。%S�#iFS は、� 年ؒ຿めてきた
RFTFBSDI FPVOEBiPO の %iSFDUPS をୀ೚。ޙ೚は、ϫシ
ントン大学の %S� AEBN %SFXOPXTLi。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

̏ɽ*-4*�"TJBO�#SBODIFT�.FFUJOH
ɹ（����ɹ��：��ô��：��）

ˎใͦࠂͷ �
౦ೆアジア支部、中ࠃ事຿所、ؖࠃ、インド、日本ฒ

ͼにԤभ、RFTFBSDI FPVOEBUiPO、IFi#$ 等ٴͼ୆࿷か
らࢀ加。総੎໿ 50 ໊。དྷ年Ҏ߱は、会場の考ྀが必要。

（�）�1SPHSBN�6QEBUFT� r�)JHIMJHIUT� PG� *-4*� "TJBO�
#SBODIFTʗ.T��1BVMJOF�$IBO�

֤支部のデータを基に ILSI SEAR の PBVMiOF がࡢ年
の成果、ࠓ年の׆ಈ目ඪについて紹介。

（�）�*-4*�,PSFB �*ͼ��*-4ٴ�ʗ%S��.FZPOH�"F�:Vࠂಈใ׆
5BJXBO׆ಈใࠂʗ%S��+FOOZ�$IBOH

ே৯、ன৯会、ࡍ支部と୆࿷支部は、本部総会のࠃؖ
ٞのスロットを࣋っていないため、支部׆ಈを紹介する
࿮をఏҊ。྆支部の事຿ہ長ฒͼにؔ܎者が 201� 年׆
ಈฒͼに 2014 年׆ಈܭըを紹介。ؖࠃ支部では、PSPG� 
,i )XBO PBSL（$IVOH�AOH 大学）が新しい会長にब೚し
た。2014 年׆ಈܭըとしては、4 ݄開催のୈ 5 ճ ATiB�
PBDiGiD ެऺӴ生会ٞ、5 ݄開催の APE$ PTI/ での「৯
඼ࠪݕ能ྗڧ化վྑϫークショップ」等について紹介。

୆࿷支部は設ཱ௚ޙなので、૊৫ུ֓、201� 年に進

めたプロジΣクト、2014 年׆ಈܭըの༏ઌॱҐ෇け、
さらに � ݄に୆北で開催༧定のୈ 6 ճアジアӫཆ士会
ٞについて紹介。

（�）����������$PMMBCPSBUJPO�1SPHSBNT�3FQPSUT
1） ୈ 5 লプロジΣクトʗ.S� )iSPBLi )BNBOP࢈೶ྛਫظ

新نである୆࿷ฒͼに ASEA/4 かࠃもؚめ、ӫཆද
能性৯඼ΧςΰϦーを調ࠪし、その報告ػ、調දࣔڧ、ࣔ
会をϛϟンϚーのϠンΰンにて�݄に開催することを紹介。 
2）TIF 5UI #FSFTP .FFUiOHʗ%S� $IFO JVOTIi

� ݄ 10 日、11 日の 1�5 日で開催した #FSFTP 会ٞに
ついて紹介。৯඼҆શ৘報の΄かにӫཆදࣔにয点をあ
てた৘報ަ׵、ฒͼにߦ੓からのࢀ加者をަえたϫーク
ショップを開催。

（�）�*$/������"TJBO�#SBODIFT�4QPOTPSFE�4FTTJPO�
（.JDSPOVUSJFOU�GPSUJGJDBUJPO）ʗ.S��5��5PHBNJ

� ݄にアジア支部として開催したࡍࠃӫཆ学会（I$/）
セッション「ඍྔӫཆ素による৯඼ڧ化―アジアに͓け
るެऺӴ生վળのためのサイΤンスとઓུ」の内容、ฒ
ͼにޙࠓのྗڠ体੍について紹介。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）
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ˎใͦࠂͷ �
インド支部、ؖࠃ支部、中ࠃ事຿所、౦ೆアジア஍Ҭ

支部、日本支部͓よͼࡢ年 � ݄に新たに設ཱされた୆࿷
支部を加えて、ILSI のશてのアジア஍Ҭの支部ࢀ加に
よる会ٞが౦ೆアジア஍Ҭ支部ओ催で開かれた。ࢀ加֤
支部、そのଞの支部͓よͼ本部事຿ہ、ҕһ会から໿
60 ໊がࢀ加した。ओなٞ題はҎԼの௨りである。

ㅡ )iHIMiHIUT PG ILSI ATiBO #SBODIFT ADUiWiUiFT BOE 
PSiPSiUZ PSPHSBNT （PBVMiOF $IBO
 ILSI SEAR）

ㅡ #SBODI 6QEBUFT GSPN ILSI ,PSFB （.ZFPOH�AF :V
 
ILSI ,PSFB）

ㅡ #SBODI 6QEBUFT GSPN ILSI TBiXBO （JFOOZ $IBOH
 
ILSI TBiXBO）

ㅡ 201��2014 $PMMBCPSBUiPO PSPHSBNT RFQPSUT
ɹɾ 5UI TFSN ILSI JBQBO�.AFF PSPKFDU （IOWFTUiHBUiPO 

PG /VUSiUiPO LBCFMMiOH BOE /VUSiUiPO�)FBMUI $MBiNT
 
)iSPBLi )BNBOP
 ILSI JBQBO）

ɹɾ 5UI #FSFTP .FFUiOH （SFQU� 10ô11
 201�）（JVOTIi 
$IFO
 ILSI FPDBM PPiOU iO $IiOB）

ɹɾ ILSI JBQBO $)P
 I%EA
 S8A/ BOE PA/ （TBLBTIi 
TPHBNi
 ILSI JBQBO）

ɹɾ I$/ 201� ATiBO #SBODIFT SQPOTPSFE SFTTiPO PO 
.iDSPOVUSiFOU FPSUiGiDBUiPO （SFQU� 20
 201�）

ɹɾ 6UI 2014 ATiBO $POHSFTT PG %iFUFUiDT （AVHVTU 21ô
24
 2014
 JFOOZ $IBOH
 ILSI TBiXBO）

ɹɾ (MPCBM FPPE SBGFUZ PBSUOFSTIiQ�)PX DBO ILSI 
#SBODIFT CF EOHBHFE （BMM QBSUiDiQBOUT）

ɹɾ EOIBODFE RFHiPOBM $PPQFSBUiPO （BMM QBSUiDiQBOUT）
ㅡ #SBODI IOQVU BOE %iTDVTTiPO （BMM QBSUiDiQBOUT）

（�）�)JHIMJHIUT�PG� *-4*�"TJBO�#SBODIFT�"DUJWJUJFT�BOE�
1SJPSJUZ�1SPHSBNT

ྫ年௨り、֤ 支部の 201� 年のओな׆ಈ実੷（201� ,FZ 
PSPHSBN )iHIMiHIUT）͓ よͼ 2014 の׆ಈܭը（PSPQPTFE 
ADUiWiUiFT GPS 2014）がまとめて紹介された。次いで、
これまでは ILSI の総会に͓いて支部୯ಠでの׆ಈ報告
のػ会がなかったことから、ࠓ会ٞで初めてؖࠃ支部よ
り、また � ݄に新たに設ཱされた୆࿷支部より同支部の
紹介͓よͼ׆ಈの報告があった。これら支部からの報告
をؚめて、支部͝とにそれͧれ 201� 年͓よͼ 2014 年
の׆ಈのओ要な � ߲目をҎԼに一ཡでࣔした（ද 1）。

201� ,FZ PSPHSBN )iHIMiHIUT PSPQPTFE ADUiWiUiFT GPS 2014
ɾ $POGFSFODF PO 0CFTiUZ PSFWFOUiPO BOE $POUSPM
 (VBOH[IPV BOE #FiKiOH
ɾ 11UI 8PSLTIPQ PO FPPE SBGFUZ BOE )BSNPOi[BUiPO
 5UI #FSFTP .FFUiOH 

BOE 8PSLTIPQ PO FPPE AMMFSHZ BOE SBGFUZ ATTFTTNFOU
ɾ $POGFSFODF PO EBSMZ $IiME %FWFMPQNFOU

ɾ PIZTiDBM ADUiWiUZ PSPNPUiPO
ɾ EBSMZ $IiME %FWFMPQNFOU 
ɾ FPPE SBGFUZ

ɾ 8PSLTIPQ PO #iPUFDI SBGFUZ ATTFTTNFOU
ɾ 8PSLTIPQ PO .iML FPSUiGiDBUiPO UP AEESFTT 7iUBNiO % %FGiDiFODZ
ɾ IOUFSOBUiPOBM $POGFSFODF PO $MiNBUF $IBOHF BOE INQMiDBUiPOT GPS 8BUFS 

RFTPVSDFT � /VUSiUiPO SFDVSiUZ

ɾ /VUSiUiPO
ɾ FPPE SBGFUZ （FPPE AEEiUiWFT）
ɾ FPPE SBGFUZ （)BSNPOi[BUiPO PG FPPE 

RFHVMBUiPOT iO SAAR$ $PVOUSiFT）
ɾ 4UI TFSN .AFF PSPKFDU PO “IOWFTUiHBUiPO PG $PNNPEiUZ FPPE SUBOEBSET 

BOE AOBMZUiDBM .FUIPET iO ATiB” （2012 � 201�）
ɾ .iDSPOVUSiFOU FPSUiGiDBUiPO� SDiFODF BOE SUSBUFHiFT GPS PVCMiD )FBMUI IN�

QSPWFNFOU iO ATiB （20UI I$/
 SFQU� 20
 201�
 (SBOBEB
 SQBiO）
ɾ SZNQPTiVN PO UIF EOWiSPONFOU RiTL ATTFTTNFOU PG LiWiOH .PEiGiFE 0S�

HBOiTNT INQPSUFE GPS FPPE
 FFFE BOE PSPDFTTiOH （iO DPMMBCPSBUiPO XiUI 
ILSI $ERA
 .BZ 24
 201�
 TPLZP）

ɾ 5UI TFSN .AFF PSPKFDU （201� � 2014）
ɾ 6UI #FSFTP .FFUiOH （iO JBQBO）
ɾ PVCMiDBUiPO PG B JBQBOFTF�MBOHVBHF FEi�

UiPO PG PSFTFOU ,OPXMFEHF iO /VUSiUiPO
 
10UI EEiUiPO （P,/10）

ɾ $BSCPIZESBUFT BOE )FBMUI ITTVFT （iO DPMMBCPSBUiPO XiUI UIF ,PSFBO /VUSiUiPO 
SPDiFUZ）
 JVOF� 2�
 201�
 SFPVM

ɾ IOUFS�ILSI #SBODI $PMMBCPSBUiPO PO FPPE BOE /VUSiUiPO SBGFUZ iO /PSUIFBTU 
ATiB RFHiPO （5UI #FSFTP .FFUiOH
 SFQU� 10ô11
 201�
 #FiKiOH）

ɾ IOUFSOBUiPOBM SZNQPTiVN PO #iPUFDI $SPQT
 SFQU� 1�
 201�
 SFPVM

ɾ $MiNBUF $IBOHFT � SVTUBiOBCMF AHSiDVM�
UVSF�#iPUFDI $SPQT

ɾ FPPE�/VUSiUiPO SBGFUZ iO UIF /PSUIFBTU 
ATiB RFHiPO

ɾ $BQBDiUZ #ViMEiOH PO RiTL�CBTFE FPPE 
IOTQFDUiPO

ɾ 2OE 8PSLTIPQ PO ASEA/ FPPE $PNQPTiUiPO %BUB BOE EYQPTVSF ATTFTTNFOU
 
,VBMB LVNQVS
 .BMBZTiB

ɾ RFHiPOBM $POGFSFODF
 8PSLTIPQ PO .iDSPOVUSiFOU FPSUiGiDBUiPO
 #BOHLPL
 
TIBiMBOE

ɾ SFNiOBS �8PSLTIPQ PO IOGBOU BOE :PVOH $IiME /VUSiUiPO
 2OE ASEA/ 
TBTL FPSDF PO .BUFSOBM BOE $IiME )FBMUI
 BOE RFTFBSDI PSPKFDU PO 8)0 
7BMiEBUiPO PG $PNQMFNFOUBSZ FFFEiOH IOEiDBUPST

ɾ (VU )FBMUI
ɾ FPPE $POTVNQUiPO %BUB RFTFBSDI
ɾ FPPE AMMFSHFOT

ɾ IOUFSOBUiPOBM SZNQPTiVN PO )FBMUI
 /VUSiUiPO BOE PSBDUiDBM ATQFDUT PG 
8IPMF HSBiOT

ɾ SZNQPTiVN PO FVODUiPOBM FPPE GPS FiUOFTT BOE LPOHFWiUZ
ɾ SFNiOBS PO LPX $BMPSiF SXFFUFOFST BOE )FBMUI �TIF SDiFODF BOE UIF 

$POUSPWFSTZ

ɾ FMBWPS RSFHVMBUiPOT RFDPNNFOEBUiPO iO 
TBiXBO

ɾ .FEiB $PNNVOiDBUiPO INQSPWFNFOU
ɾ IOUFSOBUiPOBM $POGFSFODF r TIF 6UI ATiBO 

$POHSFTT PG %iFUFUiDT

FP
DB

M P
PiO

U
iO 

$I
iOB

IO
Ei

B
JB

QB
O

,
PS

FB
TB

iX
BO

SP
VU

IF
BT

U A
Ti

B
RF

Hi
PO

*-4*�����ຊ෦૯会報ࠂ

Πϧγʔ No.117  (2014.5)  ― ��

ද �ɹ*-4* ΞδΞࢧ෦ʹ͓͚Δ ���� ೥͓Αͼ ���� ೥׆ಈͷओཁ �߲໨
5BCMF�� ɹ �����,FZ�QSPHSBN�IJHIMJHIUT�BOE�QSPQPTFE�BDUJWJUJFT�GPS������JO�*-4*�"TJBO�CSBODIFT



また同時に、ILSI アジア஍Ҭ֤支部に͓いて、それ
ͧれのࠃ、஍Ҭに͓ける現在͓よͼޙࠓのެऺӴ生上あ
るいはࠃຽの݈߁にؔわるओ要な՝題（PVCMiD )FBMUI 
$PODFSOT � ENFSHiOH ITTVFT）5 ߲目をڍげてもらいҎ
Լにまとめた。いͣれのࠃ、஍Ҭに͓いても৯඼҆શ

（FPPE SBGFUZ
 FPPE SFDVSiUZ
 RiTL .BOBHFNFOU あるい
は FPPE SBOiUBUiPO 等）がڍげられているが、そのଞは

それͧれの஍Ҭ性、あるいはۓ٤の՝題にରする取り૊
Έにҧいがありڵຯਂい。

（�）����������$PMMBCPSBUJPO�1SPHSBNT�6QEBUF
ILSI のओ要なςーϚの一つである、支部ؒの共同ʗ

 については、ILSI（PMMBCPSBUiPO PSPHSBNT$）ۀ調作ڠ
JBQBO より、現在進ߦ中の೶ྛਫ࢈ল支ԉ事ۀである
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$IiOB IOEiB JBQBO ,PSFB SPVUIFBTU ATiB 
RFHiPO TBiXBO

/$% $POUSPM
 iODMVE�
iOH 0CFTiUZ $POUSPM /VUSiUiPO RiTL .BOBHFNFOU

RFEVDUiPO PG SP�
EiVN iO FPPE BOE 
/VUSiUiPO LBCFMMiOH

.BUFSOBM
 IOGBOU BOE 
:PVOH $IiME /VUSi�
UiPO

INQSPWFNFOU BOE 
)BSNPOi[BUiPO 
PG $VSSFOU FPPE 
RFHVMBUiPOT BOE 
SUBOEBSET

FPPE SBGFUZ $MiNBUF $IBOHF BOE 
iUT INQBDU /VUSiUiPO BOE AHiOH SVHBS IOUBLF BOE 

)FBMUI ITTVFT )FBMUIZ AHiOH RiTL .BOBHFNFOU 
PO AHSPDIFNiDBMT

EBSMZ $IiME %FWFM�
PQNFOU #iPUFDIOPMPHZ .iDSPOVUSiFOU %FGi�

DiFODZ
FPPE BOE 8BUFS 
SBGFUZ

/$% PSFWFOUiPO 
BOE $POUSPM

FPPE SFSWiDF SBOi�
UBUiPO PSBDUiDF BOE 
/VUSiUiPOBM 2VBMiUZ

IOGFDUiPVT %iTFBTF 
$POUSPM FPPE SBGFUZ /VUSiHFOPNiDT BOE 

EQiHFOFUiDT

$MiNBUF $IBOHFT 
BOE SVTUBiOBCMF AH�
SiDVMUVSF�#iPUFDI 
$SPQT

FPPE SBGFUZ
#BMBODF PG FPPE 
PSPDFTTiOH BOE 
/VUSiUiPOBM 2VBMiUZ 

$PNNVOiDBUiPO (BQ 8BUFS SBGFUZ )FBMUIZ AHiOH BOE 
LiGFTUZMF FPPE SFDVSiUZ

FSBNFXPSL GPS /V�
USiUiPOBM $BSF GPS 
AHiOH

ද �ɹ�*-4* ΞδΞࢧ෦ͷ֤ࠃɺ֤஍Ҭʹ͓͚Δ͓ࡏݱΑͼޙࠓͷެऺӴੜͳΒͼʹࠃຽͷ݈߁
ʹؔΘΔओཁ՝୊ �߲໨（���� ೥ʙ���� ೥）

5BCMF�� ɹ�5PQ���QVCMJD�IFBMUI�DPODFSOT�FNFSHJOH�JTTVFT�JO�*-4*�"TJBO�CSBODIFT�（����ô����）



「アジアに͓けるӫཆදࣔ、ӫཆػ能、݈ڧ߁調දࣔの
調ࠪ」についてච者が、$)P ͓ /ಈ（I%EA、S8A׆
よͼ PA/）についてށ上ࢯが報告した。そのଞ、スϖイ
ン、グラφダで開催されたࡍࠃӫཆ会ٞ（IOUFSOBUiPOBM 
$POHSFTT PG /VUSiUiPO
 I$/）に͓ける ILSI アジア஍Ҭ
合同ओ催のඍྔӫཆ素のڧ化にؔするセッションの内容
が報告され、また、2014 年に୆࿷で開催༧定のୈ 6 ճ
アジアӫཆ士会ٞの४උ状況と、アジア֤支部のੵۃత
な͓ྗڠよͼࢀ加がٻめられた。

（ILSI JBQBOɹ඿໺߂ত）

̐ɽ*-4*�/PSUI�"NFSJDB�"TTFNCMZ�PG�.FNCFST
ɹ（����ɹ��：��ô��：��）

┎┳┭┲┸ⓤ┑┩┩┸┭┲┫ⓤ┳┪ⓤ ┸┬┩ⓤ┅┷┷┩┱┦┰┽ⓤ┳┪ⓤ┑┩┱┦┩┶┷ⓤ┥┲┨ⓤ ┸┬┩ⓤ┊┳┳┨⓰ⓤ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ⓪ⓤ┗┥┪┩┸┽ⓤ└┶┳┫┶┥┱

（�）ձ௕ใࠂʗ,FSS�%PX（$BSHJMM）
北米支部のϨϏϡーとして、ᶃ 多๩でありつつྗڠ

తな理事メンόー、ᶄ 高い能ྗとઐ໳性を࣋ったス
タッϑ、ᶅ 生࢈性を࣋ったҕһ会、ᶆ ઓུをਪ進、ᶇ 
2014 年は௅ઓとܙまれたػ会の年へ、をઆ໌。

5 年のઓུܭըの 2 年目に౰たり、ҎԼの̐点をઆ໌。
ᶃ  ෯޿いۀاメンόーのࢀ加をಘて、よりੵۃతな

ল߁ಈをਪ進。Χφダ݈׆調を目指したڠ学׭࢈
とのؔڧ܎化。米ࠃӫཆڠ会（AS/）、ࡍࠃ৯඼੡଄
会（$/S）、ATiP財団ڠ会（IAFP）、Χφダӫཆڠ

（AHSiDVMUVSBM TFDIOPMPHZ IOOPWBUiPO PBSUOFSTIiQ
財団）̡ ਤ 1 রࢀ とrのઓུతな܎ؔྗڠをਪ進し、
ެऺӴ生のための৯඼੡଄データϕースを作成。

ᶄ 科学問題をղܾするϦーダーとの認識をಘる。
ɹ ɹޙࠓ、Կが科学問題としてͪ࣋上がるか、ઌ見

性をཆう。
ᶅ 科学ҕһ会の発ల。
ɹ ɹ 201� 年は、ϫークショップ、セϛφーの総ܭ

が、2 倍になった。55 のプロジΣクトをਪ進し、
よりྗڧな׭࢈学のࢀըを実現している。

ᶆ ৘報発信をܧ続していく。
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ࠂ௕ใہ຿ࣄ（�）
年຤、ଞքしたࡢ （1 JPIO .iMOFS（6S%A� 1�4��201�）

の ILSI にରするޭ੷紹介。
2） 会һメンόーの状況ɿ201� 年に 2 ࣾ૿加したが、合

ซによるݮ少のため、�� ࣾで変化なし。ྫ年௨り、
会һק༠のため、PPUFOUiBM .FNCFS をܝげて、ྗڠ
を要੥。

�） ༧ࢉɿ201� 年のܾࢉでは、14�5 万ドϧの੺ࣈ。
4） $PNNVOiDBUiPO 、ಈɿ科学ࠪಡ論文のਪҠとして׆

1�（2010 年）、11（2011）、�5（2012）、20（201�）。
8FCTiUF のアクセス数は、૿加܏向。

5） 研究部会׆ಈུ֓ɿ現在 1� の研究部会׆ಈをਪ進。
50 の会ٞɾセッション、1� イϕントを開催し、156
の講演者を要੥し、総ܭ �
000 ਓのࢀ加者をಘた。


ԋʗ,FZOPUF�4QFBLFSߨௐج�（�）�%S��"SUVSP�$BTBEFWBMM�
（"MCFSU�&JOTUFJO�$PMMFHF）

ɹ l�4DJFODF�BU�B�DSPTTSPBET��5JNF�GPS� SFGPSN ɹذ࿏
ʹཱͭՊֶɻֵ৽ͷ͔࣌ʁz

科学は、͓そらくਓྨの࠷もҒ大な஌性తな発໌であ
る。科学ֵ命Ҏ߱、250 年Ҏ上かけてਓྨは、自વੈք
のҒ大なことを理ղできるようになってきた。ࠓ、ਓޱ
問題、ީؾ変ಈ、病ؾの大ྲྀߦ等、科学が必要とされる
状況Լ、科学論文で、Լهの問題が発生してきた。ෆద
੾なۚࢿఏڙと論文の iNQBDU GBDUPS ධՁٴͼ同分໺で
଄等であߏ初に成果を発දした研究者にରする報঑ۚ࠷
る。౤ߘされた論文をఫճする理༝として一൪多いのが

「ෆਖ਼」である。科学ࡶ誌の「iNQBDU GBDUPS」がಋく「࿪
Έ」も指ఠされている。果たして、「ϊーϕϧ৆は、科学
にとってྑき෺なのだΖうかʁ」という考えまでුかん
でくる。զ々にࠓできることは、ᶃ 科学を支ԉする、ᶄ 
高い基४とݫしさを要ٻする、ᶅ ࣭問を౤げかける、ᶆ 
中਎にয点を౰てる、ᶇ ུࡦにだまされない、である。

（�）�'PPE
�/VUSJUJPO���4BGFUZ�1SPHSBN�"OOVBM�#VTJOFTT�
.FFUJOH

1）2014 年の ILSI 年会科学プログラム
ㅡ FSFF 8iMM PS FBUF� 8IBU %SiWFT 0VS FPPE $IPiDF 

%FDiTiPOT 
ㅡ PSFDiTiPO /VUSiUiPO� FSPN $FMM UP SPDiFUZ
ㅡ FPPE TBGFUZ $BTF SUVEZ� ASTFOiD

2）2014 年 FVUVSF LFBEFS ৆

ㅡ JBTPO LPDBTBMF
 PI�%�
 ATTiTUBOU PSPGFTTPS BU 
$PSOFMM 6OiWFSTiUZ

ㅡ TiGGBOZ 8FiS
 PI�%�
 ATTUiTUBOU PSPGFTTPS BU 
$PMPSBEP SUBUF 6OiWFSTiUZ

�）201� 年Ҋ݅状況
201� 年のҊ݅についてϨϏϡー。
ᶃ  ௨常৯、݈߁৯に͓ける௿ΧロϦー؁ຯྉの໾

ׂɿ҆શ性ධՁのಟ性学త FOEQPiOU の再確認ऴྃ。
現在、୅ँత、生理学త FOEQPiOU の調ࠪをਪ進。

ᶄ  新ن病ەݪɿ஍Ҭݶ定ٴͼࠃՈϨϕϧでの調ࠪと
して、৯඼༠ಋײછ঱ධՁに࢖用される方法のධ
Ձをਪ進。ྑ࠷のධՁ方法の開発を進めている。

ᶅ  ӫཆとΤイジングɿ4 つの重点ྖҬの（֮ײ、ӡಈ、
認஌ɾ৺理ػ能、௎ػ能）のϐックアップをऴྃさ
ͤ、コアグϧープにて༏ઌॱҐ෇けを進めている。

ᶆ  ਆܦ生෺学とߦಈɿ৯඼と݈߁にؔするਆܦ生෺
学とߦಈの理ղが必要とされている。2014 年の実
認識ɿ৯と೴のަܦ生෺学会ٞ（E#）にて「ਆݧ
ྲྀ」と題した൒日セッションを༧定。

ᶇ  ӫཆ素のϦスクධՁɿӫཆྖҬで注目が高まって
いるςーϚ。ӫཆ学者としてಟ性学త手法による
上ݶ஋設定のアプローνは新ن手段であり、Ϧス
クධՁの研究指਑作成をਪ進している。

ᶈ  科学の基४ɿϗットトϐックスの一つ。現在の基
४の確認、Ӹ学研究と౷ྖܭҬ、୯一ӫཆ素の研
究等でより注ҙを෷ったٞ論をߦっている。

4）2014 年の新たなҊ݅
ㅡ ৯඼と೴ػ能（৯඼બ୒）ɿ೴の発ҭ、৯඼બ୒と

いった生׆スタイϧでのӫཆの໾ׂղ໌。
ㅡ ඍ生෺૓、ӫཆと݈߁ɿ体重؅理に͓ける௎内ඍ生

෺૓の容ྔ、多༷性に注目。

　 ৯事ؔ࿈௎内ඍ生෺૓と݈߁

　 ৯事ؔ࿈௎内ඍ生෺૓と病ەݪ
ㅡ ৯඼҆શと新ن病ەݪɿ新ن病ەݪ、΢ィϧス同定

への事前ରࡦ。化学෺࣭のݒ೦のᮢ஋。
ㅡ 研究ൣنɾ科学の基४ɿܧ続՝題。

ʦ%iTDVTTiPOʧ
(BSZ #FBVDIBNQ（#PBSE PG TSVTUFFT
 ILSI /PSUI 

ANFSiDBʗ米ࠃϞωϧ研究所）からのఏҊɿຯ֮研究者
にとってಈ෺実ݧは必ਢ事߲である。֮ײड容体の研究
者は、現在、ಈ෺実ݧ実ࢪについて大きなプϨッシϟー
をडけて研究を進めている。“(PPE SDiFODF” のために
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ಈ෺試ݧのあり方を ILSI でٞ論する必要がある。
5）දজ

JVBO /BWiB
 PI�%�（.D/FiM /VUSiUiPOBMT
 LL$）ʗPBVM 
#SFTMiO
 PI�%�（RVUHFST 6OiWFSTiUZ）ʗ.BSiP FFSSV[[i
 
PI�%�（PVSEVF 6OiWFSTiUZ）ʗSUFWFO )FSNBOTLZ
 PI�%� 

（$POAHSB FPPET）ʗ.iDIBFM .D#VSOFZ
 PI�%�（%S. 
/VUSiUiPOBM PSPEVDUT LL$）

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

̑ɽ*-4*�4PVUIFBTU�"TJB�3FHJPO�.FFUJOH
ɹ（����ɹ��：��ô��：��）

ˎใͦࠂͷ �
（�）*-4*�4&"3ઓུܭըΞοϓσʔτʗ(FPGGSZ�4NJUI

本部ઓུܭըとରরさͤながら、౦ೆアジアのઓུܭ
ըを紹介。

（�）ՊֶϓϩάϥϜʗ1BVMJOF�$IBO
201� 年の׆ಈɿ� つの஍Ҭ会ٞ、4 つの஍Ҭϫーク

ショップ、6 つのセϛφーを開催。ӫཆؔ࿈の科学ࡶ誌
に 2 報発ද。年 2 ճの /FXTMFUUFS 発ߦ。研究部会ʗ׆
ಈを報告。“)FBMUIZ AHiOH”、“ೕ༮ࣇ、༮ࣇに͓けるӫ
ཆ”、“ӫཆڧ化（グラφダ）”、“ӫཆදࣔ、ڧ調දࣔ”、“৯
඼ઁ取ྔධՁ” について、紹介した。

2014ʙ2015 年のܭըɿ׆ಈܭըについて研究部会（ク
ラスター）͝とに紹介。

（�）৯඼ઁऔྔௐࠪڀݚʗ4PGJB�"NBSSB
৯Ԙઁ取にয点を౰て、ઁ取ྔ調ࠪ方法の૬ҧによる

結果のൺֱ、年ྸผでͲんな৯඼から৯Ԙをઁ取してい
るかについて、文ݙ調ࠪ結果を報告。ޙࠓ、ଞのӫཆ素
についても同༷の調ࠪを実ࢪ。

（�）৯඼҆શϓϩάϥϜʗ,FOH�/HFF�5FPI
ASEA/ ってߦの৯඼҆શ基४作りの一؀としてࠃ֤

いる৯඼ఴ加෺のデータϕース作成状況について紹介。
ຖ年、$PEFY データฒͼに֤ࠃ୲౰者からの৘報をアッ
プデートしている。

また、৯඼ઁ取ྔ調ࠪฒͼに৯඼アϨϧΪーϫーク
ショップについても紹介。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

ˎใͦࠂͷ �
ผ支部の会ٞとして、ILSI ౦ೆアジア஍Ҭ支部会ݸ

ٞにࢀ加した。͓ もな報告の内容はҎԼの௨りであった。

（�）�*-4*�(MPCBM�4USBUFHJD�1MBO�WT�3FHJPOBM�1MBO
ILSI (MPCBM としてのઓུと஍Ҭʗ支部のઓུについ

てである。ILSI (MPCBM では、ᶃ ৯とਫの҆શ（FPPE � 
8BUFS SBGFUZ）、ᶄ ಟ性学とϦスクの科学（TPYiDPMPHZ 
� RiTL SDiFODF）、ᶅ ӫཆ、݈߁と΢Τϧωス（/VUSiUiPO
 
)FBMUI � 8FMMOFTT）、ᶆ ࣋続可能な೶ۀとӫཆอશ（AH�
SiDVMUVSBM SVTUBiOBCiMiUZ � /VUSiUiPO SFDVSiUZ）をܝげ
ているが、ILSI ౦ೆアジア஍Ҭ支部としては、より۩体
తに、ᶃ 科学ྖҬに͓けるϦーダーシップ（SDiFOUiGiD 
LFBEFSTIiQ）、ᶄ ൣ޿なडӹ者とのڠ調（$PMMBCPSBUiPO 
XiUI %iWFSTF SUBLFIPMEFST）、ᶅ ILSI のՁ஋の૿大（IO�
DSFBTF PG ILSI 7BMVFT）、ᶆ ૊৫のڧ化（SUSFOHUIFOiOH 
PG 0SHBOi[BUiPO）をओ要なઓུʗςーϚとしている。

（�）�4DJFOUJGJD�1SPHSBNT����������
ILSI ౦ೆアジア஍Ҭ支部としての科学プログラム、

ᶃ ৯඼ઁ取調ࠪ（FPPE $POTVNQUiPO RFTFBSDI PSPHSBN）
に͓いては、ಛに৯Ԙ（φトϦ΢ム）のઁ取ྔ調ࠪ、ᶄ ৯
඼҆શ（FPPE SBGFUZ PSPHSBN）については、ಛに現在進
中のߦ ASEA/ FPPE SBGFUZ %BUBCBTF （FPPE AEEiUiWFT）
͓よͼ FPPE $POTVNQUiPO %BUB � EYQPTVSF ATTFTTNFOU
の進௙状況が報告された。これらはいͣれも 2015 年の
ASEA/ 用さ׆ྉとしてもࡐ౼ݕ౷合に向かってのࡁܦ
れて͓り、同ࡁܦ౷合への ILSI ౦ೆアジア஍Ҭ支部の
ؔわりとݙߩをࣔすものである。

（ILSI JBQBOɹ඿໺߂ত）

̒ɽ*-4*�(FOFSBM�"TTFNCMZ
ɹ（����ɹ��：��ô��：��）

（�）���� ೥ �݄ �� 日ͷٞࣄ࿥ঝೝ

（�）%S�+FSSZ�)KFMMF ձ௕ใࠂ
ㅡ ࡢ年は、実りの多い年であった。ILSI શ体で、245

のϫークショップ、会ٞが開催され、そのうͪ �1 ˋ
が ILSI ஍Ҭ支部ྗڠのもと、開催されている。そ
して 15� 報の科学論文が報告された。৘報発信の分
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໺でもઓུܭըがՁ஋を෇加している。ILSI ΢Σ
ブサイトの๚問者は、�
000ʗ݄を数えている。ILSI 
EYUSB サイト、:PVTVCF の࢖用も加଎している。

ㅡ ࡢ年、新しい஥ؒ ILSI TBiXBO をܴえ、本年、ILSI 
.FTPBNFSiDB（中ೆ米ΧϦブւ）をܴえるにࢸった。

ㅡ 新長ظઓུܭըは૊৫としての成ޭを可能にしてきた。
ɹڧΈɿ ੈ քతな存在、׭࢈学からのϦーダーシップ、

支部Ϧーダーシップ、科学の࣭、ग़൛。
ɹվྑ点ɿ ੈ քతにয点を౰てたٞ論の場の設定、৘

報発信Ձ஋、支部ؒۀ、ྗڠ੷の倍૿、҆
定ݯࢿ。

ㅡ 新ઓུܭը
ɹ 0OF ILSI AQQSPBDIɿ݈߁な生׆に向け科学に基ͮ

いたղܾࡦのద合性、Өྗڹのڧ化をਤる。
ɹɹ  4 つの੾りޱ（SDiFODF
 7BMVF
 SUBLFIPMEFS
 (PW�

FSOBODF）でٞ論を進め、実ࢪに向けた׆ಈに発
లさͤる。

ɹ現状、
ɹɹᶃ ILSI は、ൣ޿に஌られていない。
ɹɹᶄ  զ々が科学తয点を౰てているྖҬは、容қ

に分かるものではない。
ɹɹᶅ ではあるが、໌らかなઆ໌੹೚が生じてػ޷ 

くる。
ɹ を考ྀする必要があり、上ه 4 つの科学తओ題ྖҬ

を設定し、য点をߜることにより、஍Ҭؒの共同、
。վྑを容қにしていく、ྗڠ

ɹ 現在、֤஍Ҭで਱ߦされている ILSI 研究プログラ
ムをϐックアップし、ILSI ؔ࿈の一般తな࿩題を
ಛ定し、దしたରԠをߦう。その׆ಈを௨じて、よ
りݻڧな ILSI を目指す。

（�）දজ
ㅡ ILSI 7PMVOUFFS LFBEFSTɿILSI JBQBO ໦ଜ会長が、

ILSI JBQBO 設ཱ౰初からの ILSI 本部、 ILSI JBQBO
支部へのد༩にରしてදজされた。

ㅡ #SBODI AOOiWFSTBSZ� ILSI FPDBM PPiOU iO $IiOB20
प年。

ㅡ 0VUTUBOEiOH #SBODI SUBGG AXBSE� ILSI SEAR の
#PPO :FF が事຿ہ長として、20 年ؒۈめられてい
ることで、දজされた。

（�）ΑΓ݈߁Ͱܧଓతͳੈք΁ͷ *-4* ͷྫࣄݙߩ
1） ILSI /PSUI ANFSiDB� ILSI /A と AHSiDVMUVSBM 

TFDIOPMPHZ IOOPWBUiPO PBSUOFSTIiQ（ATiPɿ米ࠃ೶
຿লが研究、ٕज़ライセンスにؔする׭ຽ共同作ۀ
を׆性化さͤ、঎඼化をଅ進さͤるために作った財
団）と 6S%A�ARS（米ࠃ೶຿ল೶ۀ研究サーϏス）
と共同で進めている「৯඼成分データϕースのվྑ」
について報告（ਤ 1 。（রࢀ

2） ILSI )ESIɿRiTL 21 ಈとして、8)0׆ と共同で化
学෺࣭ϦスクアセスメントɾトϨーχングコースの
データϕースを開発し、ҡ࣋する共同ܖ໿をక結。
8)0 は、データϕース作成にؔするॿݴをߦい、
)ESI は、データϕースの開発とެ開にかかるۚࢿ、
ਓతݯࢿをఏ0(8。ڙ からਖ਼ࣜなࢀ加ؔػとして
認められた。

�） #FSFTP )BSNPOi[BUiPOɿؖࠃ支部の%S�:Vが、#FSFTP
これまでの、（スέーϧࡁܦ）ܠಈのきっかけ、എ׆
、の方向性もؚめ紹介した。ೋॱ目にೖりޙࠓ、աܦ
ըもಘたことにより、஍Ҭ支ࢀ者の܎੓ؔߦのࠃ֤
部の共同プロジΣクトとして、本部からも高いධՁ
をಘている。

4） ILSI #SBTiM�ASHFOUiOBɿ(.0 ෺分໺に͓けるブࠄ
ラジϧʵアϧθンνン支部の共同作ۀについて紹
介。ࡢ年は、#iPTBGFUZ ϦスクධՁฒͼに法نにؔす
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る共同作ۀ、そしてアϧθンνン、ブラジϧ、日
本、インド、中ࠃ、౦ೆアジア、ؖࠃからؔ܎者を
টᡈし、(. ২෺の҆શ性ධՁにؔするൺֱݕ౼を
6 ݄にアϧθンνンで開催した。

5） ILSI EVSPQFɿ「タスクϑΥースؒのྗڠを૿大さͤ
ることによる科学インパクトのڧ化」と題して、
%iÂOB #ÂOÂUi（ILSI EVSPQF 事຿ہ長）からԤभ支
部の新たな׆ಈを紹介。科学తな信ጪ性、メンόー、
ಁ໌性、஌໊度をڧ化す΂く、科学ࢾ問ҕһ会の໾
ׂをڧ化した。現在、60 のメンόー会ࣾを༴し、
201 のタスクϑΥースɾメンόー、�4 かࠃから 500
ਓのઐ໳Ոのࢀըをಘて、2� 年ؒで 2�6 の報文

（12
542 のҾ用）をఏग़している。科学త信ጪ性と
いう؍点では、E6 との共同プロジΣクトをਪ進し
ていることがڍげられる。ޙࠓ、৘報発信のػ能を
。化していくڧ

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

̓ɽ*-4*�#SBODI�-FBEFSTIJQ�.FFUJOH
ɹ（����ɹ��：��ô��：��）

“0OF ILSI” の基、஍Ҭ支部の׆ྗڠಈにয点を౰て
た৘報ަ׵をߦった。ྑい事ྫをଞの支部にも֦大して
いく。࠷初に #FSFTP 会ٞについて紹介されたことを
डけ、「ਪ進するྲྀれをअຐするつもりはແいが、
#FSFTP が上手くいっている理༝の一つは、೶ྛਫ࢈ল
プロジΣクトによるۚࢿのར用が可能であったためであ
ることをઆ໌。֤支部の౒ྗとともに財੓໘でも考ྀす
る必要がある」とઆ໌。ILSI FPDBM PPiOU iO $IiOB の中
化プロジΣクトのల開についても৘報ڧ੓෎とのӫཆࠃ
ఏڙされた。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

̔ɽ*-4*�1PTUFS�4FTTJPO
ɹ（����ɹ��：��ô��：��）

ILSI JBQBO のϙスターをࠓ。ࣔܝ年は、ઌの I$/ で
、用したϙスターを再ར用しながら、同じ大きさで࢖
.AFF プロジΣクト成果報告、$)P 成果報告、ӫཆと
Τイジングࡍࠃ会ٞ༧告について紹介するϙスターを作

੡し、ࣔܝした。
（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

̕ɽ*-4*�*OEJB�#SFBLGBTU�.FFUJOH
ɹ （����ɹ��：��ô��：��）

ILSI�IOEiB 事຿ہ長の RFLIB から 201� 年度の׆ಈ紹
介と 2014 年度のܭըが報告された。ಛに、ILSI JBQBO、
ຯの素ࣜג会ࣾ、ଠཅ化学ࣜג会ࣾで進めているϦジ
ン、మڧ化米プロジΣクトのパイロット試ݧ結果がྑ޷
であったことも紹介。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

��ɽ*-4*�'PDBM�QPJOU�JO�$IJOB�#VTJOFTT�.FFUJOH
ɹ （����ɹ��：��ô��：��）

201� 年度の׆ಈ紹介と 2014 年度のܭըが JVOTIi 
$IFO 事຿ہ長から報告された。ࡢ年は、設ཱ 20 प年
であり、)KFMMF 会長がࢀ加したॕլ会が開催され、その
紹介もあった。中ࠃ事຿所の׆ಈは、常に׭࢈学の共同
࿏ઢに基ͮいていること、そのメンόー会ࣾ数は確実に
૿加して͓り、うら΍ましいݶりである。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）
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��ɽ*-4*�+BQBO�#SFBLGBTU�.FFUJOH
ɹ （����ɹ��：��ô��：��）

201� 年度の׆ಈ内容と 2014 年度׆ಈܭըを紹介し
た。඿໺ސ問から、೶ྛਫ࢈লҕୗ事ۀの総ׅ、ށ上理
事から、$)P くなり（50޿年は会場がࠓ。ಈを紹介׆
ਓऩ容）、ࢿྉ数（�0 部用ҙ）がݒ೦されたが、結ہ ILSI 
JBQBO 加者には഑ࢀ者に഑෍しないことで、そのଞ܎ؔ

෍できた。དྷ年からはे分な数を用ҙす΂きである。
（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

��ɽ1MBUGPSN�GPS�*OUFSOBUJPOBM�1BSUOFSTIJQ
ɹ （����ɹ��：��ô��：��）

（�）�*OEVTUSZ�$PVODJM�GPS�%FWFMPQNFOU（*$%）ͱͷྗڠ
݁Ռʹ͍ͭͯ

%S� /PSENBOO（$IBiSNBO PG I$%）からԼه報告。
Ψーφでは、� 年前から৯඼҆શに͓ける能ྗڧ化を

目指し、FA0、8)0 とྗڠして進めてきた。アϑϦΧ
は、ෳࡶなࠃであるため、Ψーφ大学とྗڠしてਪ進し
ている。I$% の財࢈としては、࢒༨ۚࢿもあるが、ト
Ϩーφーのڭҭࡐྉ、プログラムがڍげられる。ILSI
のアϑϦΧに͓ける体੍ɾߏ଄を考ྀするとͲのように
΍っていくのかෆ҆がある。I$% の XFCTiUF のҾき͗ܧ
も必要である。

*$%�$IBJSNBO

（�）���� ೥ 1*1 ΁ͷࢧ෦͔Βͷ׆ಈϓϩϙʔβϧ
1） )ESI�8)0 $IFNiDBM RiTL ATTFTTNFOU /FUXPSL� 

RiTL ATTFTTNFOU TSBiOiOH %BUBCBTF PSPKFDU
化学෺࣭のϦスクධՁにؔするデータϕースにؔする

ಈをサϙート。本データϕースは、)ESI׆ がܭըɾҡ
を୲౰するが、8)0࣋ ̡。ಈの一部である׆ ਃ੥༧ࢉ
ɹ6S�10
000�ZFBS ʷ �ZSTʳ
2） ILSI IOEiB ʗ )BSNPOi[BUiPO PG FPPE RFHVMBUiPOT iO 

SAAR$ $PVOUSiFT FYDMVEiOH PBLiTUBO
ೆアジアのࠃ （々パキスタンҎ֎）の৯඼法のϋーϞχ

θーションɾプロジΣクト。1���ʙ2005 年にかけて同༷の
ಈをల開し、$PEFY׆ の重要性、৯඼法のϋーϞχθー
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ションのҙຯについて共௨認識を࣋った。� 年がܦաし
たので、現状೺ѲとϋーϞχθーションに向けた֤ݸࠃ
ผの問題点の೺Ѳをߦう。̡ ਃ੥༧ࢉɹ6S�20
000ʳ
�） ILSI SEARʗTSBiOiOH .PEVMFT GPS RiTL ATTFTTNFOU 

PG $IFNiDBMT iO FPPE
৯඼中の化学෺࣭のϦスクධՁをߦうࡍ、แׅతな一

࿈の調࿨したڭҭࡐྉを開発する。ର৅者にԠじて能ྗ
化プログラムのΦーダーメイド化を可能にする。஍Ҭڧ
ผಛघ事৘にରԠするέーススタディーも開発してい
く。̡ ਃ੥༧ࢉɹ6S�50
000（2 年ؒ）r

Ҏ上、ࡾ点のਃ੥があり、ݸ々にઆ໌する時ؒを取っ
た。ޙࠓ、PIP の SDiFODF AEWiTPSZ (SPVQ によるධՁ
が必要。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

��ɽ*-4*�-BUJO�"NFSJDB�#SBODIFT�-VODI�.FFUJOH
ɹ （����ɹ��：��ô��：��）

本஍Ҭには、ブラジϧ、アϧθンνン、メキシコ、北
アンデス、ೆアンデス、そして新نメκアメϦΧ支部が
ଐしている。֤ ஍Ҭからの׆ಈ報告、ܭըが報告された。
ಈとしては、ブラジϧ、アϧθンνン྆支部がҾっ׆
ுっているҹ৅がڧい。

にラςンアメϦΧ஍Ҭに͓ける共同プロジΣクトޙ࠷
の࿩題があったので、アジア஍Ҭで進めてきた೶ྛਫ࢈
লプロジΣクトをઆ໌し、དྷ年度஍Ҭ֦大に൐い、ྗڠ
を͓ئいしたい༝、ఏҊした。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

��ɽ�*-4*�%JTDVTTJPO�'PSVN��┓┲┩ⓤ┍┐┗┍⓱┋┰┳┦┥┰ⓤ
└┥┶┸┲┩┶┷┬┭┴ⓤ┪┳┶ⓤ┥ⓤ┌┩┥┰┸┬┭┩┶ⓤ┛┳┶┰┨

ɹ （����ɹ��：��ô��：��）

ઐ໳Ոによる報告とグϧープ౼ （ٞ現状とޙࠓの׆ಈ）
の報告。

（�）0OF�*-4*：'PPE�BOE�8BUFS�4BGFUZN
1） .iDIBFM %PZMF
 PI�%�（6OiWFSTiUZ PG (FPSHiB
 AUIFOT
 

(FPSHiB
 6SA）
৯඼ඍ生෺学者のࢹ点で考࡯する必要がある。ઌ進ࠃ

（米ࠃ）のΈならͣ৯඼をఏڙするޙ進ࠃにもয点を౰
てる。ؔ৺事は、٤৯調理ࡁΈ༌ೖ৯඼、生઱৯඼、৯
඼ഔ介د生஬、৯඼ഔ介΢ィϧス、અ໿によるૈѱ඼、
อ存ࡎϑϦー৯඼ʗ化学੡඼ڪා঱である。

Ӵ生という؍点で問題なのが、ᶃ ৯඼੡଄΍४උに
͓けるӴ生実ࢪのҧい、ᶄ ༌ೖ৯඼を介した病ەݪの
Ҡಈ、ᶅ ᕲᕱ用ਫのԚછ、ᶆ 非Ӵ生తなऩ֭実ફ、等
である。また、米ࠃでは認可されていないが、༌ೖࠃで
は実ࢪされている৯඼ॲ理（ಛ定೶࢈෺のরࣹەࡴ、Ϗ
タϛンへの߅生෺࣭ఴ加、ࠄ෺への %%T 用等）につ࢖
いても注ࢹが必要である。
2）ESiD )FOUHFT
 PI�%�（ILSI /PSUI ANFSiDB）

これまでの � 年ؒの֤支部に͓けるؔ࿈׆ಈを要໿。
ᶃ  能ྗڧ化とڭҭ支ԉɿϦスクධՁ、ඍ生෺҆શ性、

๫࿐ධՁ
ᶄ  ඪ४設定とϋーϞχθーションɿࡍࠃඪ४の追ै、

஍Ҭ৯඼ඪ४のϋーϞχθーション
ᶅ  ਫの҆શɿPSPKFDU S8A/、څڙとӴ生問題
ᶆ  ٕ ज़ར用ɿTT$、φϊςクϊロジー、重ۚଐࠪݕ
 0OF ILSI としてɿط存グローόϧωットϫークの౷
合、成ޭ事ྫのԠ用、支部ؒઐ໳஌識の࿈ܞ。

（�）5PYJDPMPHZ�BOE�3JTL�4DJFODF
1） AMBO #PPCiT
 0#E
 PI�%�（INQFSiBM $PMMFHF LPOEPO
 

LPOEPO
 6,）
ILSI として 1��� 年から৯඼成分をターήットとして

ରԠしてきたྖҬ。そのޙ、Ϧスク科学、৯඼΍ਫ、ҩ
ༀ඼΍ফඅ者੡඼等に֦大している。「化学෺࣭のϦス
クධՁ」に͓いて、研究プログラム、നॻの作成、デー
タϕース作成、試ݧΨイドラインの作成、৘報発信等で
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༩してきている。「೶ༀの҆શ性ධՁ」では、Ϧスクد
ධՁに࢖用する試ݧ法、ධՁ指ඪの౷一、ϦスクධՁに
ແؔ܎なデータのഉআ、実ݧಈ෺࢖用のݮ少ɾվળ等を
ってきている。「ੈքతなϦスクධՁల๬に͓ける஍ߦ
ٕ（性࢈高生）໛の変化」では、ϋイスϧープットنٿ
ज़、コンϐϡーター化ಟ性学、シスςム生෺学、όイΦ
インϑΥーϚςィクス、ήϊム、ΤϐジΣωςィクスの
ྖҬでの׆ಈ。ྦྷੵϦスクの理ղ、ࡍࠃత重要性が高
まっているྖҬ（όイΦ೩ྉ、φϊςクϊロジー、ީؾ
変ಈ）へのରԠ、等がڍげられる。

ILSI としてのରԠɿੈքతωットϫークの更なるར
用、スςークϗϧダー、多部໳とのؔ܎վળ、ଞ団体と
のڠ調、ILSI の存在を認識さͤる事がϙイントである。
2）SZSiM PFUUiU（ILSI )ESI）

201� 年 � ݄ 1 日より、化学෺࣭のϦスクධՁվળに
向けた 8)0 とのωットϫークを開࢝。

ಟ性学とϦスクサイΤンスྖҬに͓ける ILSI のݙߩ
΍認識の本࣭、能ྗ、ରԠྖҬをڧ化するため ILSI の
༷々なࡍࠃతな支部ߏ଄をར用する事を “0/E ILSI”
のઓུとする。

ㅡ ੈ քతに化学෺࣭のϦスクධՁをվྑす΂く、Ϧス
クධՁ団体をϦードする。

ㅡ ׆ಈൣғとして、トϨーχング、能ྗ開発、ઐ໳৘
報ަ׵、新研究の必要性認識。

ɹ ILSI のੈքతなωットϫークは、8)0 の能ྗڧ化
༩に͓いて手ॿけとدಈ、՝題識ผ、基൫੔උへの׆
なる。ILSI は、ۚࢿ΍ݧܦ΍؅理調੔ڧ化をఏڙ。

ㅡ ILSI としては、8)0 との௚઀తؔߏ܎ங、Ϧスク
ධՁ༏ઌ߲目の認஌とプロジΣクトへのԠ用が考え
られる。

（�）/VUSJUJPO�GPS�)FBMUIZ�"HJOH
1） EMi[BCFUI JPIOTPO
 PI�%�（TVGUT 6OiWFSTiUZ
 #PTUPO
 

.BTTBDIVTFUUT
 6SA）
加ྸに൐う変化としてԼهがڍげられる。
 ̡ ݮ）格૊৫、਎体૊成、ӫཆ必ਢྔɿΤωϧΪーࠎ
少）、୸ਫ化෺（なし）、タンパク （࣭なしʁ）、ࢷ๱（な
し）、体ӷとిղ࣭（ݮ少）、༹ࢷ性Ϗタϛン（%RI は
7iU % のΈ上ঢ）、ਫ༹性Ϗタϛン（%RI は、7iU #6
のΈ上ঢ）、ϛωラϧ変化ʳ
ϧςインと %)A 状ଶは、࿝ਓの認஌ػ能にؔ࿈して

いる。ただし、米ࠃでは、Т�� とϧςインのઁࢎ๱ࢷ

取ྔは、ਪ঑ྔよりも少ない状況にある。そこで、࿝ਓ
にରするϧςイン΍ %)A のਪ঑ྔ � 指਑を考ྀす΂き
だΖうか。
2）%iÂOB #ÂOÂUi
 PI�%�（ILSI EVSPQF）

グϧープ౼ٞにあたり、本ྖҬに͓ける֤支部׆ಈの
৘報ऩ集、Ϛッϐングを実ࢪ。中৺ςーϚを 11 ϐック
アップした。その中の一つ「݈߁加ྸ」をέースɾプロ
ジΣクトとしてܾ定。その理༝は、ᶃ શての支部（ಛ
にアジア஍Ҭ）を௨じて、ٸ଎な加ྸがެऺӴ生へのओ
たるӨڹとなっている、ᶄ ӫཆ、生༷ࣜ׆、Ҩ఻త要
Ҽが、加ྸプロセスٴͼ加ྸؔ࿈࣬病Ϧスクに͓いて実
࣭తޮ果をࣔす、ᶅ 加ྸと༧๷ࡦに͓ける๲大な科学
త஌識とデータෆ଍、ᶆ 新たな科学の進లに͓ける
ILSI ؔ༩を֦大する、ᶇ ݈߁ण命の֓೦΍加ྸに͓け
るະ発ୡな研究ྖҬとして注目、ᶈ ෳ数支部、スςーク
ϗϧダー、学ࡍతなྗڠ研究のػ会ఏڙ、が考えられる。

（�）�"HSJDVMUVSBM�4VTUBJOBCJMJUZ�BOE�'PPE�4FDVSJUZ��"O�
*OUFHSBUJPO�/FDFTTBSZ�GPS�UIF�'VUVSFʗ1FESP�"SSBFT�
1FSFJSB
�1I�%�（&.#3"1"
�#UB[JMJB
�#SB[JM）

ブラジϧに͓ける৯඼生࢈と඼࣭؅理について紹介。
、で重要なϙイントは、ᶃ ౔৕のංཊ度࢈続త৯඼生࣋
඼࣭、ᶄ ਫ分要ྔٻ。ブラジϧでは、೶ۀอޢ੓ࡦ（ແ
続࣋の֦大、খスέーϧにదしたٕज़）と同時にۀ೶ߞ
తڧ化ࠄ）ࡦ෺生࢈、ಈ෺ࣂҭ、৿ྛをྠ作する౷合੓
化、֦大）をਪ進ڧۀ࿨と೶؇ڹへのӨڥ؀、でありࡦ
している。

また࣋続త৯඼生࢈の新しい試Έとして、#iPGPSUiGi�
DBUiPO（ҭछબผによる作෺のӫཆڧ化）が進められて
͓り、200�ʙ2011 年で �0 か所で実ࢪされている。

（�）�#VTJOFTT�$POUSJCVUJPOT� UP�4FUUJOH�/FX�3FTFBSDI�
"HFOEBTʗ.BUU�-��'SFFNBO
�+%（("*/
�(FOFWB
�
4XJU[FSMBOE）

Ͳうしたらより多くの౤ࢿをެత研究にਪ進できる
かʁɹͲうしたら研究調ࠪ結果をプログラム、੓ࡦ、੡
඼に取りࠐめるかʁɹͲうしたらよりܥ౷తに、ެ ӹにد
༩し、རӹに合கするϏジωスにつながるであΖうかʁ

一方、ӫཆ研究に͓いてੈքతなӫཆෆྑ状ଶがあ
り、අ用ରޮ果の高いղܾࡦはे分ではない。上ه問題
をղܾす΂く、新しいϞデϧ（#P/Rɿӫཆ研究のϏジ
ωスプラットϑΥーム）をఏҊ。ຽؒۀاにରしては、
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ओ要ӫཆ分໺研究の R�% අ用を分഑することにより、
ӫཆෆྑղܾのための৯඼開発、Ϛーέςィング能ྗを
ద用しқくする。ެత部໳にରしては、研究を新しい੡

඼につなげ、ੈքのӫཆෆྑのݮ少にد༩する。
（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

˗� �*-4*�3FTFBSDI�'PVOEBUJPO�4DJFOUJGJD�4FTTJPO���
┊┥┭┸┬┪┹┰ⓤ┖┩┷┩┥┶┧┬ⓤ┖┩┴┳┶┸┭┲┫ⓤ┥┲┨ⓤ┗┸┩┴┷ⓤ┸┳ⓤ
└┶┳┱┳┸┩ⓤ┍┸

ɹ（����ɹ�：��ô��：��）

（�）�.FUIPET� UP� *NQSPWF� 1VCMJD� %BUB� 4IBSJOH� r�
1FSTQFDUJWF�PG�B�l'PSFOTJD�4UBUJTUJDJBOz

,FWiO $PPNCFT
 PI�%� 
（0IiP SUBUF 6OiWFSTiUZ
 $PMVNCVT
 0IiP
 6SA）

1��5 年に SUBOGPSE 大学の PBU #SPXO がϚイクロアϨ
イٕज़について報告をߦったࡍ、൴は、๲大なデータ
ϕースへの 0QFO ADDFTT をఏҊした。その結果、Ϛイ
クロアϨイを用いたがん研究をߦう研究者のؒで、デー
タ共༗の෩౔がग़དྷ上がっていった。2001 年に基本の
デ ー タ ϕ ー ス（.IA.Eɿ.iOiNVN IOGPSNBUiPO ACPVU 
.iDSPBSSBZ EYQFSiNFOU）がग़དྷ上がった。それҎ߱の
報告論文ฒͼに࢖用されたϚイクロアϨイデータϕース
を見るとزつかの܇ڭが見えてくる。

ᶃ ໾ཱつデータセットは、كである。
ᶄ  データは、実ݧのؒҧいを໌らかにすることがで

きる。
ᶅ  データは、ෆਖ਼ߦҝを໌らかにすることができる。
ᶆ  問題はͲこにでもありそうである （データの༬ୗ

ׂ合は、実࣭ 50 ˋҎԼである）。
ᶇ  ਖ਼確だΖうかʁ（50 ˋのϚイクロアϨイ研究は少

なくとも一つの౷ܭ上重要なؒҧいがある）
よりྑいه࿥؅理をすることにより、そのデータをར

用するશてのਓがརӹをಘることができたということを
。とす΂きである܇ڭ

（�）%JTDVTTBOU�3FNBSLT
%BWiE AMMiTPO
 PI�%�

（6OiWFSTiUZ AMBCBNB
 6SA）
報告のಁ໌性について࢙ྺ。ٞڠతഎܠを考えると、

この問題はܾして新しいものではない。
ग़൛όイアスについては、実ࢪされたશての研究をग़

൛ɾެදすることによりղܾをਤることができる。報告
όイアスについては、ᶃ 研究トϨーχングに論理ن定
を૊ΈࠐΉ、ᶄ 研究ొ࿥の׆用を঑ྭ、によりόイア
スのղܾをਤることができる。

ೋ次Ҿ用によるҾ用όイアスについては、よりྑい基
४のࡦ定によりղܾをਤれる。

結論として、ᶃ これから໾ཱͪそうであり、զ々の
科学ྖҬと一கする分໺で、ରԠ可能なことにয点を౰
てる、ᶄ トϨーχングに͓いては、科学を୯なる ࢓“
事” とҐஔ෇けるのではなく、ٛڭ΍ఱ৬として重要ࢹ
する、ᶅ 共同で実ફを確อしڧ化する一࿈のメタメ
ソッド（方法をಋೖするための方法）を開発する。

ILSI の໾ׂとして、কདྷతなϦーダーɾプログラム
をಋೖす΂きである。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）

˗� �*-4*�/PSUI�"NFSJDB�4DJFOUJGJD�4FTTJPO��
└┶┩┧┭┷┭┳┲ⓤ┒┹┸┶┭┸┭┳┲⓾ⓤ┊┶┳┱ⓤ┇┩┰┰ⓤ┸┳ⓤ┗┳┧┭┩┸┽

　（����ɹ��：��ô��：��）

（�）8FMDPNF�BOE�*OUSPEVDUPSZ�3FNBSLT
$IBiST� EMi[BCFUI JPIOTPO
PI�%�

（TVGUT 6OiWFSTiUZ
 #PTUPO
 .BTTBDIVTFUUT 6SA）
$ISiTUiOF PFMLNBO
 PI�%�

（IOHSFEiPO IODPSQPSBUFE #SiEHFXBUFS
 /FX JFSTFZ
 6SA）

（�）�/VUSJHFOPNJDT
� %JFUBSZ� 3FRVJSFNFOUT� BOE�
1FSTPOBMJ[FE�/VUSJUJPO

SUFWFO ;FiTFM
 .�%� PI�%�
（6OiWFSTiUZ PG /PSUI $BSPMiOB BU $IBQFM )iMM
 

,BOOBQPMiT
 /PSUI $BSPMiOB
 6SA）

ᶘɽ4DJFOUJGJD�4FTTJPO
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なͥͻとりͻとり୅ँ΍ӫཆがҟなるのだΖうか。છ
৭体上には、100 万Ҏ上のҨ఻త変ҟ（一Ԙ基多ܕɿ
S/PT）が、1 ˋҎ上のਓに、ಛに 15ʙ50 ˋのਓには、
たくさんの変ҟが生じている。S/PT が୅ँに重要な部
Ґにىこると୅ँ非ޮ཰性が生じる。࠷近では、S/PT
のҐஔ΍୅ँへのӨڹଌ定が可能になってきた。こう
いった研究は、ӫཆ要ٻのݸ々ਓのҧいを理ղする一ॿ
となっている。

メνϧڙ༩΍ບ合成΍ਆܦ఻ୡに重要として஌られて
いるӫཆ素、コϦンについて考えてΈる。৯事からのコ
Ϧンઁ取が少ないਓは、؊ػ能、ػے能ෆશを༠発して
いる。ಛに೛৷中、コϦンは଻ࣇの೴発ୡに重要である。
一方、コϦンは、ある߬素を基に؊ଁで内Ҽ性合成され
る෺࣭であるが、この߬素のҨ఻ࢠに S/PT が存在し
ている。したがって、若い女性は、コϦンを৯事ઁ取す
る必要がある。৯事ઁ取でΧόーできない場合、内ଁෆ
શに見෣われる結果となる。

χϡートϦήϊϛクスの؍点から重要なことは、ᶃ 
൓Ԡ者とແ൓Ԡ者の識ผ、ᶄ ਫ਼ີなӫཆ研究が研究ϊ
イζをܰݮできること、ᶅ ӫཆに͓けるશてのヒト研
究は、৯事と S/P ৘報をऩ集す΂きである、ᶆ Φー
ダーメイドӫཆの基ૅ確ཱ、といえる。

（�）�*NQSPWJOH�.JDSPOVUSJFOU�4UBUVT�JO�)VNBOT��&GGPSUT�
-JOLJOH�"HSJDVMUVSF�XJUI�)VNBO�/VUSJUJPO

.iDIBFM (SVTBL
 PI�%�
 （6S%AôARS $IiMESFO`T /VUSiUiPO RFTFBSDI $FOUFS
 

#BZMPS $PMMFHF PG .FEiDiOF
 )PVTUPO
 TFYBT
 6SA）
「২෺はԿをڅڙできるか」、「ඍྔӫཆ素の問題はԿ

か」、「ओ৯としてのࠄ෺のӫཆϨϕϧは」、「ਫ਼ີなӫཆ
として、ࠄ෺վྑの目ඪは」、「ࠄ෺ӫཆڧ化の方法」、「ະ
དྷの可能性と௅ઓ」についてΧόーする。

ヒトにとって২෺にある必ਢϛωラϧは、ओ要ӫཆϛ
ωラϧである ,、$B、P、.H、$M、/B、/、S、ඍྔӫཆ
素である FF、;O、.O、$V、.P、F、I、SF、$S、༗ӹ
ϛωラϧである、#、/i、Si、7 がڍげられる。しかしな
がらヒトで、あるछのඍྔӫཆ素ෆ଍が生じている。
サーϏングサイζで࿫いきれるだけのೱ度を༗していな
い。৯ྉෆ଍もまた総ӫཆઁ取にӨڹを༩えている。そ
の理༝は、ओ৯は、ඍྔӫཆ素ೱ度が௿く、ओにΧロ
Ϧーݯとなっていることである。

඼छվྑでは、現在、ᶃ ऩ཰、ᶄ 病ؾ଱性、ᶅ ऩ֭

Լに͓けるऩ཰҆定性、等を՝題ڥஷଂ、ᶆ ֤छ؀ޙ
としている。Ҩ఻ٕࢠज़を用いた成ޭྫとして、(PMEFO 
RiDF 作成とそのվྑがある。

の可能性として、生体ར用ޮ཰の向上、Ϥ΢素ܽޙࠓ
๡঱のࠀ෰、ೋࢎ化୸素上ঢとީؾ変ಈޮ果へのରԠ、
が考えられる。஍ٿϨϕϧでの݈߁ҡ࣋には、学ࡍతな
౒ྗが必要とされる。そして、৯඼は、基本తに҆શでӫ
ཆՁが高く、๛෋に手にೖるものでなければならない。

（�）�.FFUJOH�'PMBUF�BOE�3FMBUFE�#�7JUBNJO�3FRVJSF�
NFOUT�UISPVHI�'PPE��*T�JU�&OPVHI ��3PMF�PG�'PSUJ�
GJDBUJPO�BOE�EJFUBSZ�4VQQMFNFOU

)FMFO .D/VMUZ
 PI�%�
（/PSUIFSO ISFMBOE $FOUSF GPS FPPE BOE )FBMUI 

6OiWFSTiUZ PG 6MTUFS
 $PMFSBiOF
 /PSUIFSO ISFMBOE
 6,）
༿ࢎとؔ࿈Ϗタϛン # で重要ܥは、メνϧ基୅ँ܈

なӫཆ素であり、ライϑサイクϧを௨して݈߁ҡ࣋に重
要な໾ׂを果たしていることが分かってきた。ࠓճ、Ҏ
Լの重要な問題に取り૊Ή。
1）༿ࢎの࠷ద状ଶは、৯඼中の༿ࢎだけでୡ成可能かʁ

௨常の৯඼ઁ取だけによる༿࠷ࢎద状ଶ౸ୡの可能性
は、調理中のෆ҆定性、ෆे分なόイΦアϕイラϏィ
ςィーを考ྀすると、かなり๡しい。༿ઁࢎ取の � つの
があるが、女（化৯඼、サプϦメントڧ、ఱવ৯඼）࿏ܦ
性に͓ける介ೖ試ݧ結果によるとڧ化৯඼、サプϦメン
トは、共にޮ果తであるが、༿ࢎを多くؚΉఱવ৯඼の
ઁ取ྔ૿加の試Έでは、༏Ґな൓Ԡは見られていない。
2） ༿ࢎのڧ化、サプϦメントの݈߁໘での޷Өڹをࣔ

すূڌがあるかʁ
༿ܽࢎ๡によるਆ؅ܦด࠯ো֐（/T%T）ࣇ༧๷のた

めのࡍࠃతਪ঑ྔ（೛৷初ظ 12 ि）として、4NHʗ日
がग़されている。米ࠃ、Χφダをはじめ、༿ڧࢎ化のٛ
຿化を進められているࠃもあり、2� �ʙ50 ˋの /T%T
発঱数ݮ少がΈられている。一方、Ԥभでは、変化がΈ
られていないという報告がग़ている。
�）このྖҬでݸผӫཆの果たす໾ׂはあるかʁ

༿ࢎ୅ँ߬素をコードするҨ఻ࢠの一Ԙ基多ܕを࣋っ
たݸਓにとって、༿ࢎ、Ϗタϛン # めて重要でۃは܈
ある。༿ࢎ୅ँܥのෆ۩合により݂ᕶ中のϗϞシスςイ
ンೱ度が上ঢし、৺݂؅病のϦスクが高く（14ʙ21 ˋ）
なっている。୅ँ߬素のิ߬素ߏ成成分であるϦϘϑラ
Ϗンを用いた介ೖ試ݧにより、その多ܕを࣋っているݸ
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ਓにରして໌らかに݂ѹ௿Լޮ果が認められた。
༿ࢎとؔ࿈Ϗタϛン # ެ、ద状ଶへの౸ୡは࠷の܈

ऺӴ生上、༏ઌされる΂きであるが、現在の৯事ઁ取ྔ
Ҏ上に要ٻされることになる。ಛに、メνϧ基୅ँܥの
߬素ػ能をෆ۩合にする一Ԙ基多ܕを༗するݸਓは、ಛ
ผなϏタϛン # を必要とすることから、ݸผӫཆの重
要性が認められる。

（�）�1SPCMFNT�GPS�$POTVNFST�JO�'PMMPXJOH�UIF�%JFUBSZ�
(VJEFMJOFT�JO�5PEBZ`T�.BSLFUQMBDF

AMMiTPO :BUFT
 PI�%� 
（AHSiDVMUVSBM RFTFBSDI SFSWiDF
 6S%A
 .BSZMBOE
 6SA）

1��4 年から米ࠃ೶຿লにより৯事指਑がग़され、
1��0 年からは、米ࠃ೶຿লと米ࠃอ݈෱ࢱলにより「ア
メϦΧਓのための৯生׆指਑」がग़されている。200�
年にؖࠃ೶ଜৼڵிと 4 年ؒの共同研究をスタートし
た。米ࠃ৯生׆指਑に基ͮいた৯事とؖࠃの発߬৯඼を
ؚΉ৯श׳とで、݈߁へのӨڹをൺֱする研究である。
৯事内容の設ܭには、๛෋なӫཆྔ、௿ࢷ๱、௿φトϦ
΢ムを考ྀした。その࠷、ࡍもࠔ೉なのは、࠭౶ແఴ加
のશཻค੡඼を見つけることである。2
000LDBM Ҏ上の
ΤωϧΪーઁ取では、指਑にԊうため、ಛにશての੡඼
で௿φトϦ΢ムにしなければならなかった。
ʲ結論ʳ

ㅡ 2010 年൛アメϦΧਓのための৯生׆指਑では、ա
体重のアメϦΧਓにରしコϨスςローϧと݂ѹ௿Լ
を目指している。

ㅡ ৯事パターンを௨じた৯生׆指਑のॱकはෳࡶであ
り、ࢢ場に৯ࡐがແいため、高Ձな৯事になったり、
多くの४උ時ؒを要することになりそうである。

ㅡ しかし、શཻค੡඼に見られるように、৯生׆指਑
にదԠするܗで一部、ࢢ場は変わりつつある。

（ILSI JBQBOɹ山ོ࢘ޱ）
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ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡍࠃੜ໋Պֶߏػڀݚ

ฏ੒��೥౓௨ৗ૯ձٞࣄ࿥

಺ా　ത
*-4*�+BQBO ௕࣍ہ຿ࣄ

)*304)*�6$)*%"
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̍ɽ日時ɹɹɹɹฏ成 26 年 2 ݄ 20 日（໦）ɹ 10ɿ00ʙ11ɿ15

̎ɽ場所ɹɹɹɹアーόンωットਆాΧンϑΝϨンス 2A（2 ֊）
 ɹɹɹɹ౦京都ઍ୅ా۠内ਆా ��6�2

̏ɽ定଍数確認と開会એݴ
ɹɹ ɹ山ޱ事຿ہ長より、現在のਖ਼会һ総数 6� ໊、ग़੮ਖ਼会һ �0 ໊、ॻ໘දܾਖ਼会һ 25 ໊、ධܾҕ೚ 1 ໊（定׺

2� ৚によりग़੮したものとΈなされる）、合ܭ 56 ໊がग़੮して͓り、定׺ୈ 26 ৚の定଍数にୡして͓り、本総会
は成ཱすることが報告された。

̐ɽ理事長ѫࡰ
ɹɹɹ開会にઌཱͪ੢山理事長よりѫࡰがあった。

̑ɽٞ長બ೚
ɹɹɹ定׺に基ͮきग़੮したクϊーϧ৯඼（ג）ޚಊ௚थࢯをબ೚した。

̒ɽٞ事࿥ॺ໊ਓબग़
ɹɹɹીా߳ྉ（ג）中੢ल෉ࢯ、プϦϚϋム（ג）஛Լ࿨ࢯࢠがٞ事࿥ॺ໊ਓとしてબ೚された。

̓ɽ৹ٞのܦաの֓要ٴͼܾٞの結果
ɹɹୈ 1 ߸ٞҊ ฏ成 25 年度事׆ۀಈ報告ॻҊঝ認の݅
ɹɹ ɹ山ོ࢘ޱ事຿ہ長がٞҊ 1 ྉ「ฏ成ࢿ 25（201�）年度事׆ۀಈ報告ॻҊ」に基ͮき事ۀ報告をߦい、ܾ࠾にೖり、

ຬ場一கをもって本݅は可ܾঝ認された。

ɹɹୈ 2 ߸ٞҊฏ成 25 年度ܾࢉ報告ॻҊঝ認の݅
ɹɹ ɹ内ా博事຿ہ次長からٞҊ 2 ྉ「ฏ成ࢿ 25 年度ಛ定非Ӧར׆ಈに܎わる事ۀ会ܭऩ支ࢉܭॻ、同ିआରরද、

同財࢈目࿥、ٴͼऩӹ事ۀଛӹࢉܭॻ」に基ͮき、ܾࢉ報告があり௰ஐ؂ࢠ事が؂ࠪ報告をߦい、ܾ࠾をߦった結
果、ຬ場一கをもって本݅は可ܾঝ認された。

ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡍࠃੜ໋Պֶߏػڀݚ　ฏ੒��೥౓௨ৗ૯会ٞࣄ࿥
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ɹɹୈ � ߸ٞҊ ฏ成 26 年度事׆ۀಈܭըॻҊঝ認の݅
ɹɹ ɹ山ޱ事຿ہ長よりٞҊ � ྉ「ฏ成ࢿ 26（2014）年度事׆ۀಈܭըॻҊ」に基ͮき事ܭۀըの内容がઆ໌され、

。にೖり、ຬ場一கをもって本݅は可ܾঝ認されたܾ࠾
ɹɹ
ɹɹୈ 4 ߸ٞҊ ฏ成 26 年度ऩ支༧ࢉॻҊঝ認の݅
ɹɹ ɹ内ా事຿ہ次長がٞҊ 4 ྉ「ฏ成ࢿ 26 年度ಛ定非Ӧར׆ಈに܎わる事ۀ会ܭऩ支༧ࢉॻҊ」に基ͮいて༧ࢉҊ

の内容をઆ໌し、ܾ࠾をߦった結果、ຬ場一கをもって本݅は可ܾঝ認された。

ɹɹٞ長が、Ҏ上をもって༧定された৹ٞ事߲がશてऴྃしたことをએݴした。

̔ɽ報告事߲
ɹɹ山ޱ事຿ہ長よりԼه事߲について報告がߦわれた。
ɹɹᶃ次ظ໾һީิ
ɹɹᶄ ILSI 本部総会報告
ɹɹᶅそのଞ
ɹɹɹ˓౦京大学دෟ講࠲ୈᶙظが 25 年 12 ݄より開࢝されたと報告され౦京大学Ѩ部ڭतよりѫࡰがあった。
ɹɹɹ˓ࢿྉに基ͮき、山ޱ事຿ہ長より「ୈ � ճ ILSI JBQBO ライϑサイΤンスɾシンϙジ΢ム」が開催されると報

告された。

̕ɽด会એݴ
ɹɹ山ޱ事຿ہ長が、これをもって本総会をด会するࢫをએした。

ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡍࠃੜ໋Պֶߏػڀݚ　ฏ੒��೥౓௨ৗ૯会ٞࣄ࿥
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෦ձτϐοΫεڀݚ
৯඼ඍੜ෺ڀݚ෦ձɹݪྉժ๔ەϦεΫ෼Պձ
ͷ׆ಈʹ͍ͭͯ
「ਗ਼ྋҿ料原料の芽胞菌リスクの明確化とඪ準検査法開発にΉけて」

青山　冬樹ʢΞαώҿྉࣜג会ࣾʣ

*-4*�+BQBO�৯඼ඍੜ෺ڀݚ෦会
ϦεΫ෼Պ会ەྉժ๔ݪ

ਗ਼ྋҿྉਫの඼࣭を؅理していくためには、௨常のਗ਼ྋҿྉの੡଄޻ఔに͓いてەࡴのࠔ೉な、ਗ਼ྋҿྉಠ自のಛघ
な危֐ඍ生෺の੍ޚをߦっていかなければならない。そのうͪの一つは自ಈൢചػ΍コンϏχΤンスストアのళ頭に͓
いて高Թൢചされるϛϧクೖりの؈コーヒー΍ߚ஡なͲの௿ࢎ性Ϩトϧトҿྉ中で૿৩する ┑┳┳┶┩┰┰┥ⓤ ┸┬┩┶┱┥┧┩┸┭┧┥、
┘┬┩┶┱┳┥┲┥┩┶┳┦┥┧┸┩┶ⓤ┱┥┸┬┶┥┲┭┭ 等の高Թ性ؾݏ性のժ胞ܗ成細ەであり、؅理上、非常に重要な危֐ඍ生෺である。

またもう一つはݪྉ果ोからࠞೖする可能性のある଱೤性ࢎ޷性ە（┅┰┭┧┽┧┰┳┦┥┧┭┰┰┹┷ ଐ）であり、日本では 1��0 年
୅Ҏ߱、ҟष成分を発生することから問題ࢹされてきた。

高Թ性ؾݏ性のժ胞ܗ成細ەは଱೤性が非常に高く、ैདྷから一般తに࢖用されている޻ەࡴఔをܦてもەࡴしきれ
ͣに੡඼中に生࢒する可能性がある。現在は༷々な੍ޚɾରࡦがなされているが、その一つはこれらのժ胞ܗ成細ەに
Ԛછされていないことを確認したݪྉをબ୒することである。

しかしこれらの高Թ性ؾݏ性のժ胞ܗ成細ەにؔしてはݹくから༷々なݪྉへのࠞೖ΍ݕग़事ྫがあり、インスタン
トコーヒー、࠭౶、คೕ΍ւ૲༝དྷの多౶ݪྉなͲからݕग़される事ྫが஌られている。ਗ਼ྋҿྉۀքに͓いてもその
詳細なϦスクを੔理できて͓らͣ、ҿྉメーΧー֤ࣾに͓いても༷々なە自体の危֐Ϧスク΍ݪྉへのࠞೖϦスク、更
にはඍ生෺試ݧの方法なͲをまとめ੾れていない。そのため、֤֤༷ࣾに設定した危ە֐にରして֤々の試ݧ法でҎて
、っている場合もあり、ޮ཰ߦをࠪݕྉなͲにؔしてもݪめて௿いۃしているのが実৘である。ԚછϦスクのࢪを実ࠪݕ
コスト、ϦードタイムなͲの໘から見ても非常に非ޮ཰తである。

また実ࡍのݪྉࠪݕをߦったࡍに͓いても、┘⓲ⓤ┱┥┸┬┶┥┲┭┭ といった非常に危ݥ性の高いەछと危֐性のۃめて௿い近
ԑのەछとの۠ผをߦうことは೉しく、ਖ਼確な൑அにも໎うことがある。このようなഎܠから、簡便でਝ଎なਫ਼度の高い
౷一ࠪݕ法の確ཱが๬まれている。

一方、଱೤性ࢎ޷性ەについては、2000 年Ҏ߱の果ोڠ会に͓ける取り૊Έにより、果ोݪྉに͓ける౷一ࠪݕ法
が開発され、ݕग़されたඍ生෺のਝ଎な危֐൑定方法が作成されて͓りରࡦがとられてきているが、果ोݪྉҎ֎の֤
छݪྉに͓けるԚછϦスクなͲは੔理し੾れていない。

このようなഎܠから、౰研究部会の分科会では、これらのժ胞ܗ成細ەにରして֤छݪྉでのࠞೖ΍危֐のϦスクを
໌確にし、༗用なࠪݕの手法を開発ɾఏڙすることにより、ҿྉɾ৯඼ۀքに͓ける҆શ҆৺でޮ཰తな੡଄ɾڅڙが
。えるよう取り૊Έをスタートしているߦ

౰分科会ではޙࠓ、Լ߲ه目なͲのղܾを目ඪに׆ಈをߦう。

෦会τϐοΫεڀݚ
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本分科会の׆ಈにؔしては ILSI JBQBO としてެਖ਼ɾ中ཱなཱ場で׆ಈをߦっているが、現在、౰分科会へのࢀ加ا
ఔ΍科学తな理ղには΍΍๡しい状況でもある。ਗ਼޻ྉそれͧれの੡଄ࡐݪはਗ਼ྋҿྉ੡଄会ࣾがओ体であり、֤छۀ
ྋҿྉਫに͓けるඍ生෺Ϧスクを໌確化するためにはਖ਼しい理ղが必要であると考えて͓り、ޙࠓは֤ਗ਼ྋҿྉのࡐݪ
ྉ੡଄会༷ࣾの͝ҙ見΍、ILSI JBQBO 。Ҏ֎からも多数の͝ҙ見をいただければと考えているۀا加ࢀ

෦会τϐοΫεڀݚ
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＜ ILSI Japan 食品微生物研究部会 原料芽胞菌リスク分科会の活動目標＞

１ɽ低酸性飲料におけるݏ気性芽胞ܗ成細菌
ɹ（1）高Թ販売を行うレトルト低酸性飲料に対する֤菌のৄ細な性状調査とओཁな危害対৅菌のબఆと໌֬化
ɹ（2）֤छ原ࡐ料੡଄工ఔ中における危害対৅菌Ԛછリスクの໌֬化と؅理・制御ཁ点の੔理
ɹ（3） ֤ छ原ࡐ料にٻめられるదਖ਼な品質と飲料メーカーڞ௨で࢖用可能な高Թ性ݏ気性芽胞ܗ成細菌の౷一ݕ

査法の開発

̎ɽ酸性飲料における耐熱性好酸性菌
ɹ（1）Alicyclobacillusⓤaci┨o┸┩┶┶┩s┸┶is Ҏ֎の Alicyclobacillus 属のリスクの֬ೝ
ɹ（2）֤छ原ࡐ料੡଄工ఔ中における危害対৅菌Ԛછリスクの໌֬化と؅理・制御ཁ点の੔理
ɹ（3）Ռोڠ会౷一ݕ査法΍ւ֎ݕ査法࢖用ഓ஍の性能֬ೝと֤छ原ࡐ料ݕ査へのద用



˔会　報˔

Ⅰ．会員の異動（ܟশུ）

ධ ٞ һ ͷ ަ ୅

ަ୅年݄日 ࣾɹ໊ 新 چ

2014�1�21 ᷂ΧωΧ メディΧϧデόイス開発研究所
ɹɹԣాɹਅ一

ϑロンςィアόイΦɾメディΧϧ研究所
ɹɹా中ɹึੵ

2014�2�12 日ਗ਼ΦイϦΦグϧープ᷂ 中ԝ研究所
ɹɹ上ాɹળ博

中ԝ研究所ɹ෭所長
ɹɹ౔԰ɹۍ໵

2014���1� Χΰメ᷂ ໾һɹ研究開発本部෭本部長ߦࣥ
ɹɹాଜɹໜ෉

総合研究所ɹ研究ਪ進部長
ɹɹ前ᖒɹษ

ୀ ɹ ձ

ୀ会年݄日 ࣾɹ໊

2014�1��1 ᷂コΧɾコーラ౦京研究開発センター

Ⅱ．ILSI Japanの主な動き（2014 年 1 月～2014 年 3 月）

ˎ ಛهない場合の会場は ILSI JBQBO 会ٞࣨ

1 月 7 日	 バイオテクノロジー研究部会：ERA（環境リスク評価）調査報告書 2月号用資料内容検討、オタワ会
議報告会の検討、ERA懇談会の運営について検討

1月 10 日	 国際協力委員会：①農水省プロジェクト進捗確認、②ヤンゴン国際会議準備
1月 17～22 日	 ILSI	Annual	Meeting		 	（Bermuda）
1 月 17 日	 食品微生物研究部会（於㈱花王すみだ事業場）：①部会新運営体制について、② 3分科会の活動報告お

よび活動計画、③勉強会（冷凍食品の大腸菌群規格（ニチレイ島原氏）、コーデックス食品衛生部会微
生物基準文書および実務事例紹介（山口大学豊福肇教授））

1月 23 日	 食品微生物研究部会芽胞菌分科会：硫化黒変菌検査方法の今後の方針
1月 27～28 日　震災被災地支援：いしのまきテイクテン
	 （石巻市仮設南境第 6団地集会所、北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所）
1月 28 日	 茶情報分科会：茶類の有効性・安全性情報の発信に際しての背景・発信内容・伝え方について、情報交

換並びに議論
1月 29 日	 バイオテクノロジー研究会環境リスク評価分科会：今後の調査報告の検討
1月 30 日	 食品アレルギー＆食品リスク研究部会幹部会議：コラボレーションについて
1月 30 日	 食品微生物部会MALDI-TOFMS分科会：講演会および菌株分譲に関する打合せ
	 （㈱花王茅場町会議室）
1月 31 日	 監事監査
＊CHP　「すみだテイクテン」第 9期フォローアップ教室（1/14, 15, 16, 17, 21, 23）	 （墨田区 6会場）
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2 月 4 日	 平成 26 年度第 1回理事会
2月 5 日	 バイオテクノロジー研究部会：吉倉先生報告会
2月 5 日	 国際協力委員会：①ヤンゴン国際会議準備、②農水省プロジェクト進捗状況確認、③ ILSI 本部総会報

告、④第 6回 BeSeTo 会議（7/8-9 、東京で開催予定）打合せ
2月 14 日	 墨田区特定高齢者事業「口腔機能向上プログラム」　講義「食べて生き生き術」	 （墨田区役所）
2月 17～19 日		益田市シルバー人材センター主催「介護予防リーダー養成講習」　　　	 （島根県益田市）
2月 20 日	 平成 26 年度通常総会	 （アーバンネット神田カンファレンス）
2月 20 日	 平成 26 年度第 2回理事会	 （　　　　　　　〃　　　　　　　　）
2月 20 日	 第 8 回ライフサイエンス・シンポジウム：「健康寿命の延伸につなげる行動変容の新たな切り口－ライ

フステージにおけるヘルスリテラシーの構築へ」	 （　　　　　　　〃　　　　　　　　）
2月 21 日	 食品微生物研究部会芽胞菌分科会：耐熱性好酸性菌の情報共有
2月 25 日	 食品微生物研究部会MALDI-TOFMS分科会：データベース登録用菌株のシーケンス同定法に関する

勉強会
2月 26 日	 国際協力委員会：①ヤンゴン国際会議準備、②農水省プロジェクト進捗状況確認、③平成 26 年度の進

め方、④BeSeTo 会議のテーマについて
2月 26～27日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン
	 （石巻市仮設南境第 2団地集会所、北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所、北上町大須地区集会所）
2月　	 	TAKE10® 冊子改訂第 5版、DVD統合版発行
＊CHP　「すみだテイクテン」第 9期フォローアップ教室（2/4, 18, 19, 20, 21, 27）	 （墨田区 6会場）

3月 4 日	 「栄養学レビュー」編集委員会：第 22 巻 4 号（通巻 85 号）翻訳論文採択、翻訳者・監修者候補決定
3月 4～ 6日		 益田市シルバー人材センター主催「介護予防リーダー養成講習」	 （島根県益田市）
3月 6 日	 食品リスク研究部会ワーキンググループ：①急性毒性スクリーニング、②プロバイオティクスの安全

性、③食品の安全性試験を考える（食経験評価について）
3月 14 日	 情報委員会
3月 14 日	 バイオテクノロジー研究部会：① ERA調査報告書 2月号資料の最終確認、② CERA説明会（林健一

先生）
3月 18 日	 栄養研究部会：① ILSI	Japan 支部総会報告、②ライフサイエンス・シンポジウム総括、③第 7回栄養

とエイジング国際会議（2015 年秋予定）開催協力、④部会・ワーキンググループ活動討議
3月 20 日　	 味の素「食と健康」国際協力ネットワークの視察受入（ベトナム	バクザン省）
3月 24～25 日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン
	 （北上地区仮設にっこりサンパーク団地集会所、北上町大須地区集会所）
3月 25 日	 食品微生物研究部会MALDI-TOFMS分科会：データベース勉強会	
3 月 26 日	 国際協力委員会：①農水省プロジェクト進捗状況最終確認、②ヤンゴン国際会議報告、③BeSeTo 会議

検討、④コーデックス食品添加物部会報告
3月 27 日	 茶情報分科会：①茶類の有効性・安全性情報の発信に関する検討、②茶情報データベース進捗状況確認
3月 27 日	 CHP平成 26 年度活動報告会
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Ⅲ．発刊のお知らせ

栄養学レビュー（Nutrition Reviews® 日本語版）
第 22 巻第 2 号　通巻第 83 号（2014/WINTER）

親の食習慣・環境が次世代に与える影響

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓻ⓤ
［特別論文］

　がんおよび疾病予防の視点から見た周産期のエピゲノム変化

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓹
［特別論文］

　�小児における食用合成着色料に対する行動反応，アトピー性反応，およびそ

の他の反応のメカニズム

［特別論文］

　ニンニクの血清脂質に対する効果：最新版メタ解析

［特別論文］

　�小児における果糖吸収の発育段階における変化：吸収不全の検査および食事

管理に及ぼす影響

┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓺
［巻頭論文］

　ヒトにおけるビタミンE生体利用率の最新情報

定価：本体：2,100 円（税別）

ˎ *-4*�+BQBO ձһʹ͸ຖ߸̍෦無ྉͰ഑෍͍ͨ͠ます
ˎͦͷଞߪೖํ๏
ILSI Japan 会員 ILSI Japan 事務局にお申し込み下さい（１割引になります）

非会員 下記販売元に直接ご注文下さい。
（女子栄養大学出版部 TEL：03-3918-5411 FAX：03-3918-5591）

ILSI JBQBO ग़൛෺は、ϗームϖージからもߪೖ͓ਃしࠐΈいただけます。
ԼهҎ前の߸については ILSI JBQBO ϗームϖージを͝ཡԼさい。

（IUUQ���XXX�iMTiKBQBO�PSH�iMTiKBQBO�IUN）

Ⅳ．ILSI Japan 出版物
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  定期刊行物

ʲイルシーʳ

ɾ৯඼݈߁ӨڹධՁॻʹର͢ΔύϒϦοΫɾίϝϯτΛಡΜͰ
ɾ྘஡ΧςΩϯΛײ஌͢Δ͘͠Έ
ɾٴ࢈ࠃͼ༌ೖ٧؈৯඼தͷϏεϑΣϊール̖
ɾ೉ফԽٵऩੑ౶࣭ͷ௎಺ەࡉΛհͨ͠μイφϛοΫͳ୅ँͱ݈߁Өڹ
ɾシϦーζ
ɹʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ɹୈ�ճɹফඅऀͷ݈߁΍৯඼બ୒ʹ໾ཱͭ੓ͮ͘ࡦΓͷ؍఺͔Β͑ߟΔ
ɾϕτφϜʹ͓͚Δ৯඼Ӵੜɾ҆શߦಈʹର͢Δ஍Ҭʹࠜͨ͟͠ڭҭɾ׆ൃܒಈͷ௕ظతޮՌ
ɾ�*-4*�&VSPQF ϫーΫシϣοϓ l-PX�HSBEF�*OGMBNNBUJPO��"�)JHI�HSBEF�$IBMMFOHFz ͱୈ ��ճࡍࠃӫཆֶձ
ɾ೔ຊʹ͓͚Δӫཆิॿ৯඼ͷ๏ࡍࠃ੍نシϯϙδ΢Ϝใࠂ
ɾ�*-4*�+BQBOɺ೔ຊҭछֶձ -.0ҕһձɺ೔ຊֶज़ৼڵձୈ���ҕһձɺ೔ຊՊֶֶज़ձୈ���ҕһձɺஜ೾େ
ֶҨ఻ݧ࣮ࢠηϯλーڞಉ։࠵ϫーΫシϣοϓ
ɹʮ২෺ͷ৽ҭछٕज़ʹؔ͢ΔϫーΫシϣοϓ―੍ن໘͔Βͷ͓࡯ߟΑͼݕ౼ʯใࠂ
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫεӫཆɾಛघ༻్৯඼෦ձใࠂ
ɾʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ
ɹɾୈ�ճ *-4*�#F4F5P ձٞͳΒͼʹʮӫཆද੍ࣔنཁٻϫーΫシϣοϓʯใࠂ
ɹɾ5IF��SE�"TJB�1BDJGJD�*OUFSOBUJPOBM�$POGFSFODF�PO�'PPE�4BGFUZ
ɾʻϑϥοシϡɾϦϙーτʼ
ɹɾษڧձʮؒ࣌ӫཆֶͷࢹ఺ʹΑΔ৽ن৯ࡐ։ൃͷՄೳੑʯ
ɾʢग़൛ͷ͝Ҋ಺ʣ
ɹ࠷৽ӫཆֶʦୈ��൛ʧʕઐ໳ྖҬͷ࠷৽৘ใʕ

ɾ೶ༀධՁʹ͓͚Δώτ૊৫ͷར༻ଅਐΛ
ɾϏλϛϯ̖ͱΞルπϋイϚーප
ɾԽֶ෺࣭ͷ҆શੑධՁʹ͓͚Δ ┭┲ⓤ┷┭┰┭┧┳ ධՁख๏ͷར༻ʹ͍ͭͯ
ɾ৯඼தԽֶ෺࣭ͷϦεΫධՁʹ͍ͭͯ
ɹ―ࣗࣾ੡඼ʹ͍ͭͯϦεΫϓϩϑΝイルΛ࡞੒͠Α͏
ɾシϦーζ
ɹʙੈքͷಈ޲΍ௐࠪ݁ڀݚՌ͔ΒޙࠓΛಡΈղ͘ʙʰզ͕ࠃʹ͓͚Δӫཆද੍ࣔ౓ʱ
ɹୈ�ճɹऀۀࣄͷ͜Ε·Ͱͷऔ૊࣮ଶ͔Β͑ߟΔ
ɾʮ*-4*�+BQBO ࠂ࿦ձʯใ౼͚ͨ޲ʹԽੑ׆෦ձڀݚ
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ɾୈ��ճࡍࠃ৯඼ૉࡐʗఴՃ෺ɾձٞʢJGJB�+BQBO�����ʣʹ͓͚Δࡍࠃシϯϙδ΢Ϝ
ɹʮ৯඼ఴՃ෺ʹؔ͢Δ֨نࡍࠃʯʹࢀՃͯ͠
ɾ৯඼ɺࣂྉ͓ΑͼՃ޻඼༻ʹ༌ೖ͞ΕͨҨ఻ࢠ૊࡞͑׵෺ͷ҆ڥ؀શੑධՁシϯϙδ΢Ϝ
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫε৯඼දࣔ෦ձใࠂ
ɾ'01ʢ'SPOU�PG�1BDLʣ/VUSJUJPO�-BCFMMJOH ͷݱঢ়
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫεҕһձʢ૯ձʣใࠂ
ɾʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ
ɹɾ*-4* ຊ෦%S��+FSSZ�)KFMMF ձ௕དྷ೔৘ใަ׵ձ
ɹɾ�*-4*�5BJXBO�r�UIF�/FXFTU�*-4*�#SBODI�UP�"JE�(MPCBM�$POOFDU�BOE�&OTVSF�'PPE�BOE�1VCMJD�)FBMUI�

GPS�5BJXBO
ɾʻϑϥοシϡɾϦϙーτʼ
ɹɾʮೝ஌঱ͱ৯ʯߨԋʹ͍ͭͯ
ɹɾ*-4*�+BQBO�৯඼ϦεΫڀݚ෦ձษڧձʮ৯඼தԽֶ෺࣭ͷϦεΫ෼ੳʹ͍ͭͯʯ
ɾୈᶙظ౦ژେֶ *-4*�+BQBO ՃืूͷҊ಺ࢀೳੑ৯඼ήϊϛΫεʯ͝ػʮ࠲ߨ෇د

ʲӫཆֶϨϏϡーʢ/VUSJUJPO�3FWJFXT╽೔ຊޠ൛ʣr

਌ͷ৯श׳ɾੈ͕࣍ڥ؀୅ʹ༩͑ΔӨڹ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓻ⓤ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹ͕Μ͓Αͼ࣬ප༧๷ͷࢹ఺͔Βͨݟपظ࢈ͷΤϐήϊϜมԽ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓹
ʦಛผ࿦จʧ
ɹখࣇʹ͓͚Δ৯༻߹੒ண৭ྉʹର͢Δߦಈ൓ԠɼΞτϐーੑ൓Ԡɼ͓Αͼͦͷଞͷ൓ԠͷϝΧχζϜ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹχϯχΫͷ݂ਗ਼࣭ࢷʹର͢ΔޮՌɿ࠷৽൛ϝλղੳ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹখࣇʹ͓͚ΔՌ౶ٵऩͷൃҭஈ֊ʹ͓͚ΔมԽɿٵऩෆશͷ͓ࠪݕΑͼ৯؅ࣄཧʹٴ΅͢Өڹ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓺
ʦר಄࿦จʧ
ɹώτʹ͓͚ΔϏλϛϯ&ੜମར༻཰ͷ࠷৽৘ใ

栄養学レビュー　第22巻第 2 号　通巻第83号（2014/WINTER）
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ഇ༻ੑےҕॖͷػংͱӫཆհೖ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸�
ʦר಄࿦จʧ
ɹഇ༻ੑےҕॖΛܰ͢ݮΔͨΊͷӫཆରࡦ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓶
ʦಛผ࿦จʧ
ɹখظࣇศൿ঱ͷͨΊͷ৯ྍࣄ๏ɿ৯෺ણҡͱશཻࠄ෺ͷޮྗ
ʦಛผ࿦จʧ
ɹࡊ৯ऀͷϏλϛϯ#��ܽ๡঱ͷ༗ප཰͸Ͳͷఔ౓͔
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷
ʦӫཆ˱Պֶ੓ࡦʧ
ɹೕ੡඼ͱ݂ѹɿূڌͷݟ௚͠
ʦಛผ࿦จʧ
ɹաମॏͱංຬɿೆถʹ͓͚ΔϝλϘϦοΫシϯυϩーϜɼ৺݂ױ؅࣬ͱ͕Μͷؔ܎
ʦྟচӫཆʧ
ɹҰ͓࣍Αͼೋ࣍ίΤϯβイϜ2��ܽ๡঱ɿ্ྍ࣏ͷิॆͷ໾ׂ
┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷╽ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓸
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  安全性
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 安全性評価国際シンポジウム 1984.11
研究委員会報告書 加工食品の保存性と日付表示―加工食品を上手においしく食べる話―

（「ILSI・イルシー」別冊Ⅲ）
1995. 5

研究部会報告書 食物アレルギーと不耐症 2006. 6
ILSI Japan Report Series 食品に関わるカビ臭（TCA）その原因と対策

A Musty Odor （TCA） of Foodstuff: The Cause and Countermeasure
（日本語・英語 合冊）

2004.10

ILSI Japan Report Series 食品の安全性評価のポイント 2007. 6
ILSI Japan Report Series 清涼飲料水における芽胞菌の危害とその制御 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ ADI 一日摂取許容量（翻訳） 2002.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物アレルギー 2004.11
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 毒性学的懸念の閾値（TTC）

―食事中に低レベルで存在する毒性未知物質の評価ツール―（翻訳）
2008.11

その他 ビタミンおよびミネラル類のリスクアセスメント（翻訳） 2001. 5
その他 食品中のアクリルアミドの健康への影響（翻訳）

（2002 年 6 月 25～27 日 FAO/WHO 合同専門家会合報告書
Health Implication of Acrylamide in Food 翻訳）

2003. 5

その他 好熱性好酸性菌―Alicyclobacillus 属細菌― 2004.12 建帛社
その他 Alicyclobacillus 2007. 3 シュプリンガー

･ジャパン
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その他 毒性学教育講座 上巻 2011.12

  バイオテクノロジー
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 バイオ食品―社会的受容に向けて
（バイオテクノロジー応用食品国際シンポジウム講演録）

1994. 4 建帛社

研究部会報告書 バイオ食品の社会的受容の達成を目指して 1995. 6
研究部会報告書 遺伝子組換え食品 Q&A 1999. 7
ILSI Japan Report Series 生きた微生物を含む食品への遺伝子組換え技術の応用を巡って 2001. 4
ILSI Japan Report Series 遺伝子組換え食品を理解するⅡ 2010. 9
その他 FAO/WHO レポート「バイオ食品の安全性」（第 1 回専門家会議翻訳） 1992. 5 建帛社
その他 食品に用いられる生きた遺伝子組換え微生物の安全性評価

（ワークショップのコンセンサス・ガイドライン翻訳）
2000.11

  栄養・エイジング・運動
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 栄養とエイジング（第 1 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1993.11 建帛社
国際会議講演録 高齢化と栄養（第 2 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1996. 4 建帛社
国際会議講演録 長寿と食生活（第 3 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2000. 5 建帛社
国際会議講演録 ヘルスプロモーションの科学（第4回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2005. 4 建帛社
国際会議講演録 「イルシー」No. 94

＜特集：第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
ヘルシーエイジングを目指して～ライフステージ別栄養の諸問題

2008. 8

国際会議講演録 Proceedings of the 5th International Conference on “Nutrition and Aging”
（第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録 英語版）CD-ROM

2008.12

国際会議講演録 「イルシー」No. 110
＜特集：第 6 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
超高齢社会のウェルネス―食料供給から食行動まで

2012. 9

栄養学レビュー特別号 ケロッグ栄養学シンポジウム「微量栄養素」―現代生活における役割 1996. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 「運動と栄養」―健康増進と競技力向上のために― 1997. 2 建帛社
栄養学レビュー特別号 ネスレ栄養会議「ライフステージと栄養」 1997.10 建帛社
栄養学レビュー特別号 水分補給―代謝と調節― 2006. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 母体の栄養と児の生涯にわたる健康 2007. 4 建帛社
ワーキング ･ グループ報告 日本人の栄養 1991. 1
研究部会報告書 パーム油の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅰ） 1994.12
研究部会報告書 魚介類脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅱ） 1995. 6
研究部会報告書 畜産脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅳ） 1995.12
研究部会報告書 魚の油―その栄養と健康― 1997. 9
ILSI Japan Report Series 食品の抗酸化機能とバイオマーカー 2002. 9
ILSI Japan Report Series 「日本人の肥満とメタボリックシンドローム

―栄養、運動、食行動、肥満生理研究―」（英語版 CD-ROM 付）
2008.10

ILSI Japan Report Series 「日本の食生活と肥満研究部会」報告 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 油脂の栄養と健康（付：脂肪代替食品の開発）（翻訳） 1999.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物繊維（翻訳） 2007.12
その他 最新栄養学（第 5 版～第 9 版）（“Present Knowledge in Nutrition” 邦訳） 建帛社
その他 世界の食事指針の動向 1997. 4 建帛社
その他 高齢者とビタミン（講演録翻訳） 2006. 6
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  糖類
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 国際シンポジウム 糖質と健康
（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録・日本語版）

2003.12 建帛社

国際会議講演録 Nutrition Reviews –International Symposium on Glycemic Carbohydrate 
and Health（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録）

2003. 5

ILSI Japan Report Series 食品の血糖応答性簡易評価法（GR 法）の開発に関する基礎調査報告書 2005. 2
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 炭水化物：栄養と健康 2004.12
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 糖と栄養・健康―新しい知見の評価（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 甘味―生物学的、行動学的、社会的観点（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ う触予防戦略（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 栄養疫学―可能性と限界（翻訳） 1998. 3
その他 糖類の栄養・健康上の諸問題 1999. 3

  機能性食品
誌名等 発行年月 注文先

研究部会報告書 日本における機能性食品の現状と課題 1998. 7
研究部会報告書 機能性食品の健康表示―科学的根拠と制度に関する提言― 1999.12
研究部会報告書 上記英訳 “Health Claim on Functional Foods” 2000. 8
ILSI Japan Report Series 日本における機能性食品科学 2001. 8
ILSI Japan Report Series 機能性食品科学とヘルスクレーム 2004. 1

  CHP
誌名等 発行年月 注文先

TAKE10!® 「いつまでも元気」に過ごすための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
冊子第 4 版

2011. 9

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2 冊セット

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編

2007. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 応用編

2009. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編＋応用編（2 枚組）

2009. 4
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本誌の中でも紹介したように、本年度の ILSI 本部総会時に開催された北米支部の基調講演で科学論文の問題点
を取り上げている。また、ILSI RF（ILSI 研究財団）では、科学報告の信頼性に着目したセッションを設定した。
是非とも ILSI 本部のサイトにアクセスし、2014 年本部総会のプログラムで内容の詳細を確認していただきたい。

日本でも STAP 細胞の発見については、本年初頭から数多くのメディアに取り上げられている。これまでの生
命科学の常識を覆すような内容の発見に加え、若い女性研究者が報告したことにより、注目度が数段上がったのも
事実である。理化学研究所というブランドに惑わされた部分も否めない。新しい科学の発見に注目が集まることは、
大変喜ばしいが、逆に問題が発生した場合、その数倍のダメージを被ることになりかねない。科学の進歩にスー
パースターの存在は大事であるが、一方で、数多くの研究者に追試され、結果が再現され、“一般化” されること
が重要である。それが、実用化への近道にもなると考えられる。

STAP 細胞については、ES 細胞、iPS 細胞に続く万能細胞で、しかも格段に簡便な手法で頻度高く作成が可能
として、より近い “実用化の夢” の可能性が報道されていた。iPS 細胞は、2006 年に発見されてから、2015 年の
ヒトへの実用化（パーキンソン病等）に向け、更なる研究が進んでいる。発見から実用化への道のりについて、少
し前に、iPS 細胞の開発者で、京都大学 iPS 細胞研究所所長の山中伸弥博士の、次のようなコメントが紹介された。

「STAP 細胞の実用化に向け、iPS 細胞が歩んできた同じ苦労をする必要はない。一緒に研究することにより、よ
り早い実用化を目指すことも可能です」

STAP 細胞の存在自体、危惧される状況になっているが、iPS 細胞共々、日本初の素晴らしい研究として実を結
んで欲しい。

（RJ）
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